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「いい風だ……」

　風が手入れを怠おこたった黒髪をなぶって吹き去っていく。

　レネは機き甲こう馬ばの背中にある丸いドア――ハッチを開け放って上に腰掛けていた。

　機甲馬というのは金属で出来た首のない馬のようなものだ。胴体の中に数人が乗り込め、弩ど弓きゆう砲ほうという武装もある。

　第六王子ギャンニ・ベッセルとの戦いから五日。

　レネたちはギャンニの機甲馬を拝借して、王都に向かって順調に進んでいた。特に変わったこともなく、毎日機甲馬で進むだけ。途中に村や町を通るが、機甲馬の姿が珍しいので人だかりができてしまうのが難点だ。

　機甲馬特有の上下の揺れに、最初は吐き気さえ覚えたが、この乗り心地にようやく体が馴な染じんできたのか、違和感を感じなくなっていた。ティナの操縦テクニックが上達してきたのも大きい。

　今、機甲馬は長い金属の四本脚を規則正しく動かし、王都へと続く街道を走っている。スピードはかなりのものだ。レネが全力で走っているくらいはある。

　デント村を出た時は、自分を殺すように命じた相手を殴りに行く――それだけが目的だったが、今は殴る相手が変わっていた。

　国王イヴァス・バイヨン二世。

　そして、自分の父親。

　そいつを殴りに行く。

　ティナとメイロンに出会ってから、まだ半月だ。その間に色々なことがあった。ありすぎた。誕生日が来て、成人したのもそうだ。メイロンが襲ってくるのが例たとえば今日だったら契約違反にはならず、今のような状況にはなっていなかったと思うと、複雑な気分だ。

「ご主人様ぁ、ずっと風に当たってると風邪を引きますよ？」

　ハッチからまるでリスのようにぴょこんと顔を出したのはメイロンだ。

「こんな温かいのに風邪引くわけないだろ」

「でもでも、体は冷えますよ」

　心配そうな声に、メイレンのきっぱりした声が割り込んできた。

「体動かしてへんのに風に当たるのはあかんわ」

「……それもそうか」

　レネは自分の肌をさらした腕をさわって納得した。確かに肌は冷たい。そういえば、陽ひは傾き始めている。

「ご、ご主人様、ひどいですぅ……。私の言うことは聞いてくれなかったのに……」

　ひょいと降りてきたレネに、メイロンは目をうるうるさせた。それを見て、メイレンが当たり前だと鼻を鳴らす。

　ふたりは顔も背格好もほとんど変わらない。地味な色合いの服もパッと見には違いがわからないほどだ。違うのはしゃべり方と、目つきくらいか。メイレンの方が鋭するどい。

「そら、うちの方が人生経験豊富やしな」

「メイレン姉さんとひとつしか違わないですよぅ」

「成長期の一年は大きいんや。覚えとき」

　メイレンは勝ち誇ったように笑い、メイロンはさらに目を潤うるませる。

「わ、私はご主人様のためを思って……」

「わかったわかった」

　レネはメイロンの髪の毛をくしゃっとなでると、背を伸ばしてハッチを閉め、右側の窓を向いた席に座った。

　背中合わせの左側の席に座っているのは、シャル――シャルロッテ・ベッセル――母違いのレネの妹だ。

　機き甲こう馬ばの内部は外見の大きさのわりに広くはない。レネが中腰になると頭が天井に着くくらいの高さで、ティナが座る前方の操縦席だけは床が少し下がっている。幅はレネが両腕をいっぱいに広げたくらいで、前後はその倍。席は外を見張るように前後左右に四つ。つまり、元々四人乗りのところに五人乗っているわけだ。もっとも、レネとティナの他ほかは身長の低い女の子三人なのでなんとかなっている。

「お兄様、やっと私の元に戻ってきてくださったんですのね」

　シャルが席を立って、レネの背後からしなだれかかってきた。

「ほら、こんなにお肌が冷えて。私の体で温めてあげますわ」

　そっとレネの手を取り、胸に抱こうとするシャル。

「なにしてるんですか」と、メイロンの声。

「兄妹同士が愛を確かめ合っているだけですわ」

　シャルは背もたれの上に身を乗り出して、これ見よがしに胸をレネの首筋に押しつける。

「は、離れてください！」

　席から立ち上がり、拳こぶしを握りしめたメイロンが顔を赤くしてシャルに言ったその時、機甲馬がいきなり右に大きく傾いた。ゴンッと派手な音が響く。

「ちゃんと座ってないと危ないわよ」

　笑みをこらえたようなティナの声がシャルに向かって飛んでくる。

「言うのが遅いですわ！　あ、あなたはもっとちゃんと操縦なさい!!」

　機甲馬の中央にあるハシゴにぶつけた額を押さえながら、シャルは自分の席によろよろと戻っていった。

　メイロンはティナの背中に驚おどろいたような視線を向けた。頭の上で馬の尻尾しつぽのようにくくった赤い髪は何ごともなかったかのように揺れている。ティナがこんな乱暴な運転をしたのは、慣れていない最初だけだ。メイロンはメイレンをチラッと見たが、ニヤニヤ笑っているだけだ。腕を組んでう～んと唸うなったが、結局まあいいかとレネに問いを向けた。

「ご主人様は王都に行ったことがあるんですか？」

「あるわけないだろ。おまえらは？」

「ありません」

「うちも初めてや。メイリン姉さんはあるはずやけど……」

　姉し妹まいの答えを耳にして、額を押さえたシャルが勝ち誇った笑いを上げる。

「勝ちましたわね。私は四回行ったことがございますわ」

　レネは呆あきれた顔をした。

「勝ち負けを競うもんじゃないだろ？　どっちにしたって田舎いなか者ものなのには変わりないし」

「お兄様、お言葉ですけど、私は田舎者ではありませんわ！」

「ギャンニが自分のことを田舎貴族って言ったんだから、そうなんじゃないか？」

「……ギャンニお兄様の軽はずみな言動のおかげで、私まで辱はずかしめを……」

　シャルが口くち惜おしそうに唇くちびるをかむ。

「そういや、ティナさんは？」

　メイロンは操縦席に向かって声をかけた。

「え？　わたし？」

　ティナがちらっと振り返る。

「王都には行ったことありますか？」

「……昔、住んでたわ。ちょっとだけね」

　操そう縦じゆう桿かんをゆっくり右に倒しながらティナが答える。落ち着いた声はどこか沈んでいる。

「ええっ？　凄すごいですよ！」

「後出しで自慢なんていやらしいですわね」

　シャルが悔しそうに言うと、ティナはどこか固い声で応じた。

「……そういうつもりじゃないわ」

「でも、私もお兄様が王におなりになったら一緒に王都で暮らしますから、それまでの辛抱ですわ」

「召使いにでもなるんか？」

「夫婦に決まってますわ！」

　シャルとメイレンがにらみ合う中、メイロンが弾はずんだ声を上げた。

「王都に着いたら、あちこち見て回りましょうね、ご主人様！　きっと、美お味いしい物がいっぱいありますよ!!　案内してくださいね、ティナさん！」

　レネは咳せき払ばらいをした。

「言っとくが、観光に行くんじゃないぞ」

「わ、わかってますよぅ」

　とは言いながら、メイロンの顔にはあからさまな落胆の色。

「で、王宮までどれくらいだ？」

　レネが操縦席のティナに訊きいた。

「この調子ならあと二日かしら」

「エルラ機関はそれまでもちますかしら？」

　シャルが尋たずねる。

　エルラ機関とはこの機き甲こう馬ばや短弓銃、さらには家庭の水道などを動かすものだ。エルラ鉱石から作り出すこの機関と、自分も属するエルーランという種族が密接に関かかわっていることを、レネはこの旅の間に知らされた。貧乏暮らしのレネがエルラ機関の世話になったのは水道とかまどくらいだったのだ。

「一日くらいの余裕はありそうね」

　ティナは計器を見て答える。

「それじゃ、帰りにエルラ機関を買って付け替えないといけないのか。これにつけるエルラ機関って幾らするんだ？」

「八万マルドくらいかしらね」

「……え？」

　レネは聞き間違いかと思わず聞き返す。

「八万よ。ちなみに、あたしの短弓銃につけるのが二千マルド。都会の家に住むには、だいたい毎月一万マルド分のエルラ機関が必要ね」

「……そんな高いのか」

　レネは絶句した。

「そんなにあったら余裕で半年食えるぞ」

「機甲馬のは専用だから余計に高いみたいね」

　ティナはそう付け加えて、ふっと思い出したようにつぶやく。

「考えてみると、これで王都に乗り付けると目立つわね」

　ティナが言うと、レネは意外そうに聞き返す。

「王都にはこんなのがいっぱいあるんじゃないのか？」

「そうだけど、外から来た機甲馬は登録されてないからすぐにわかるわ。それに民間で使われてる機甲馬にはこれとは違って武装がないから。もうひとつ、ギャンニから連絡がいってると考えた方がいいしね」

「目立つ、か……」

　ぽつりとつぶやいたレネの言葉に、ティナが反応した。

「また、なにか考えついたんでしょ？」

「ちょっとな。メイロン、悪いが王都観光はまたの機会になるかもしれん」

　レネはニヤッと悪戯いたずらを考えついたように笑う。

「ご、ご主人様？　なんだか不ふ穏おんな気がしますよぅ……」

　メイロンは不安そうな顔でつぶやいた。



　翌朝、陽ひが昇る前にレネは目を開けた。

　まだ辺りは暗い。いつもならまだ寝ているはずだが、なにかが動く気配で目が覚めたのだ。

　頭上にはぼんやりと大きな陰が見える。機き甲こう馬ばの腹だ。直立した機甲馬を屋根の代わりにして、その下で寝ているのだ。シャルだけが機甲馬の中にいる。レネがいつシャルに襲われるかわからないというので隔離した格好だ。もっとも、レネは端はしっこで、女三人との間には壁代わりに剣や刀が突き立てられて、無言の威圧を感じるが……。

　周囲は木立ちに囲まれている。しかし、森ではなく、林だ。木の密度は少ないし、下した生ばえもほとんどない。機甲馬も気をつければ動ける程度だ。

　身を起こそうとしたレネになにかが覆おおい被かぶさってきた。

「な――」

　口が覆われて、ティナの匂においがした。一瞬、どきりとして、前にもこんなことがあったなと思い出し、ティナの指の隙すき間まからささやく。

「どうした？」

「周りに人がいる」

　ティナのささやきに緊張が感じ取れた。

「刺客？」

「多分」

「数と方向は？」

「まだはっきりしないわ。遠巻きにして、動かない。シャルを起こして」

「メイロンたちは？」

「大丈夫です」

　頭の方向からメイロンのささやきが聞こえた。すでに起き上がって武器の用意をしているようだが、物音がまったくしない。

　レネはゆっくりと起き上がって機甲馬の上から下がっているハシゴにつかまって登り始めた。折りたたみ式のはしごはかすかにきしみ、顔をしかめる。

　上に上がると、身を低くしてハッチを開け、中に滑すべり降りる。

　シャルは毛布にくるまっていた。

　寝顔だけ見ていると、確かに人形みたいにかわいいんだけどなと、レネは思う。

「起きろ、シャル」

　屈かがみ込こんで声をかける。

　ああんと艶なまめかしい声を上げて目を開けると、

「ああ、お兄様、ようやく私を受け入れてくださるのですね」

「そうじゃな――」

　座席にかけられた服を渡そうと目を離した隙すきに、シャルの両腕がレネの首に回された。

「さあ、お兄様、目覚めの熱いキスを」

　近づいてくる唇くちびるを、レネは腕でブロックした。

「やめろ、こら。それどころじゃ――」

「そこまでです！　こんなことじゃないかって思ってたら」

　振り向けば、メイロンがナイフを持って凄すごい顔をしてにらんでいた。

「あら、気が利かないこと」

　シャルが残念そうにレネの首に回していた腕をほどいた。

「気を利かせてあげたんです！　それとも、ご主人様と一緒に刺客に刺されたいですか？」

「お兄様と一緒に串くし刺ざしなんて、これこそ禁断の兄妹の愛の末路ですわね。死んでも離れないなんて、ロマンチックですわ。興奮しませんこと？」

　身震いして熱い息を吐くシャルを冷ますように、レネは素っ気なく返す。

「しない」

「つれないですわね。でも、そういうところもそそられますわ」

　シャルはそう言うと、真顔になった。

「敵ですのね？　お兄様を狙ねらう不届きな輩やからなど私が成敗してあげますわ！」

　シャルは枕まくら元もとに置いてあった長い布袋をつかむと、レネが止めるより早く外に出てしまった。

「無む茶ちやするな……」

　呆あきれた声を上げると、メイロンが安心させるように言う。

「まだ大丈夫だと思いますけど……無茶なのは血なんですねぇ」



    

  
    
      



    

  
    
      「オレはあんなに無む茶ちやじゃない」

「えええ～っ!?」

　メイロンは思わず声を上げ、反論したそうな顔でじーっとレネを見た。

　その視線を避けるように、レネは窓の外に目を向けた。外の様子をうかがうためだ。窓は狭いとはいえ、高さがあるため、地上から見るよりも早く発見できる。

　機体を取り囲む六つの窓を交互に見て回って、ようやく敵の動きが確認できた。

「来たな」

　正面の窓から、樹きの陰に身を隠しながら数人の姿が近づいてくるのが見えた。

「よし、脅かしてやるか」

　レネはちょうどいいと操縦席に身を乗り出した。

「ご主人様、どうするんですか？」

「これであいつらが考え直してくれたら儲もうけものなんだが……」

　つぶやくと、レネはボタンを押し込んだ。



「シャル？　隠れてた方がいいわよ」

　機き甲こう馬ばから降りてきたシャルに気づいて、ティナはささやいた。

「そうはいきませんわ。あの方たちはお兄様を襲ってきた連中。このまま放置しては追いかけて邪魔をするかもしれません。ここで始末いたします」

　シャルは持ってきた袋から筒状の得え物ものを出し、引き金の前に添えた左手を前後にスライドさせた。ガションと装置が作動する音がする。

「凄すごい銃ね……」

「私愛用の散弓銃の威力、たっぷりと見せて差し上げますわ！」

　シャルは機甲馬の脚を背にして銃口を地面に向ける。

　銃を扱あつかう仕草に迷いがない。銃口を足元に向けたのは暴発して味方を撃たないためだ。

　息をひそめていると、木々の向こうから地面を踏む足音が近づいてくる。慎重な動きだ。誰だれかがいると想定しているのだろう。

　素人しろうとじゃないわね。やっぱり刺客か。

　ティナは緊張しながら腰の短弓銃に手をかけた。

　足音が大きくなってくる。

　動こうとした瞬間、頭上の機甲馬が唸うなりを発した。

　エルラ機関が作動する音だ。

　ティナが見上げた瞬間、ズンッと重い音を発して弩ど弓きゆう砲ほうが刺客たちに向かって放たれた。

　人間に当たれば間違いなくその体を粉砕するほど太い矢が木立の間を抜けて飛んで行く。

　が、当たったのは一本の大木だった。ゴンッと鈍い音を発して命中した矢は幹を激しく揺さぶり、枝を揺すって大量の木の葉と木の実を振り落とした。まるで豪雨のように降り注そそぐ。

　それだけではない。へし折られた幹と矢の破片が飛び散って周囲に襲いかかった。鋭するどい木片が周囲の幹や地面に突き刺さる。刺客たちも木片から逃げるために、身を隠していたところからたまらず逃げ出した。

　その瞬間、ティナは短弓銃を抜きながら木陰から飛び出した。近くの相手に向けて引き金を引くと、すぐに身を隠す。

　悲鳴を上げて倒れた仲間に意識が向いた瞬間、シャルが入れ替わりで飛び出し、散弓銃を放った。バフッと大きな音を発して、通常の矢より小さい矢を数十発一度に放つ。

　シャルが身を隠すと同時に、また悲鳴が上がった。

「お、おまえらはどこかの傭よう兵へい団かっ!?」

　刺客たちの叫び。

「俺おれたちの標的はレーネディアってヤツだ。おまえたちは――」

　機き甲こう馬ばの中でそれを聞いたレネはこめかみを引きつらせると、猛もう然ぜんとハッチに向かった。

「ご、ご主人様、落ち着いて！」

　慌ててメイロンが追いかけるが、レネの動きはメイロンでもついていけないほど素早かった。

「オレをその名前で呼ぶな！」

　ハッチから飛び出すと、三メタもの高さをものともせずに機甲馬から飛び降りた。

　刺客のいる方に向かって駆けながら腰に吊つり下さげられた長剣に手をかける。

「ちょ、ちょっと、レネ!?」

　慌てたティナが駆け去ったレネを呼び止めようとするが、レネの耳には届かない。

「いたぞ、あいつだ！」

　木の陰に隠れていた刺客が叫びを上げる。

　が、レネの方はそんなことなどおかまいなしに突進した。

　雄お叫たけびを発し、握りしめた柄つかを一気に引き抜く。

　一瞬、薄明かりを切り裂くように青白い光がほとばしる。

　光が収まった後、レネが持っていたのはわずか数セメタの短剣。しかし、ほのかな光をたたえる見えない刃やいばが長く太く伸びていた。

　これこそ王位継承の証あかし――バーンエルラの大剣。

　素早い動きで刺客たちとの距離を詰めるや、レネは大剣を薙なぎ払はらった。

　重さの感じられない軽い剣は風切り音すら聞こえず、刺客が身を隠した大木諸もろ共ともわずかに斜めに駆け抜けた。

　手て応ごたえは、ない。

　が、大木は斜めの切断面に沿って、ズズッと滑すべり落ちた。尖とがった先端が地面に突き刺さると、ミシミシと音を立てながらゆっくりと倒れ始めた。

　陰に隠れていたふたりの刺客が下敷きになるまいと悲鳴を上げて飛び出す。

「やっぱり斬きれないな」

　元気そうな刺客を見て、レネはホッとしたような声を上げる。刃の長さからすれば刺客たちも真っ二つになっているはずだ。

　しかし、斬きられたはずの兵士たちは青ざめた顔で地面にへたり込んでいた。他ほかの刺客はと見れば、三人が矢を受けて倒れていた。いずれも致命傷ではない。

「なんや、出番ないまんま終わったやん」

　メイレンが枝の上から飛び降りてきた。残念とばかり、指の間に何本も挟んだ薄いナイフをちらつかせると、どこへともなく隠してしまう。まるで手品だ。

「情けない方たちですわね」

　シャルも構えていた散弓銃を下ろして不満そうな顔で刺客たちを見た。

「ご、ご主人様、大丈夫ですか!?」

　ようやく追いついてきたメイロンに、メイレンが冷たい目を向けた。

「遅いやないの。そやから、あんたはまだまだやゆうの」

「ご主人様が速すぎるんですよぅ」とメイロンは口を尖とがらせる。

「やっぱりもう一回訓練やり直しやな」

「はううぅ……」

　姉にダメ出しされて、メイロンは頭を押さえてしゃがみ込んだ。

「気にするなって」

　レネはメイロンの頭を拳こぶしで軽くぐりぐりすると、へたりこんだ刺客に向き直った。

「さて、誰だれに命じられた？」

　見えない刃やいばを突きつける。

　ティナとシャルの放った矢で傷を負った刺客たちは強気だったが、レネに斬られたはずのふたりは怯おびえきっていた。唇くちびるが小刻みに震え、恐怖に目を見開いている。機き甲こう馬ばごとギャンニを真っ二つに斬った時と同じだ。

「レ、レード様に頼まれた！」

　ふたりは同時に悲鳴のような声を上げた。

「誰だ、レードって？」

　聞き覚えのない名前に眉み間けんにシワを寄せるレネ。ティナがしばらく考えて思い出したように声を上げた。

「第七王子マーティン・レードだわ。会ったことはないけど、東の海沿いにある町ね」

「ふーん、次はそいつに言って聞かせてやらないといけないわけか……。その前に親父おやじだけどな」

　レネはその気があるのかないのか、軽く言ってのけると、刺客たちに視線を戻し、大剣を鞘さやに戻した。ぼんやりとした光が一瞬輝きを増して鞘の中に吸い込まれる。同時に鍔つばの根元にある緑の輝きもふっと消えてしまった。

「よし、おまえら、もう行っていいぞ」

　レネは刺客たちに向かって面倒そうに手を振った。

「ちょっと、レネ!?　いいの？」

　ティナが慌てた声を上げてレネを凝ぎよう視しする。

「あっさり殺やっちゃった方がええんと違う？」

　メイレンがナイフをちらつかせて物騒なことを言う。

「なんか、殴る気が失うせた。それより、早起きした分、早く出発できるな」

　レネは深呼吸すると、即席かまどに薪まきを足した。炎が大きくなったところに鍋なべを置き、水を注そそぐ。

　その様子を見て、ティナはふっと息を吐いた。

「気が変わらないうちに行った方がいいと思うけど？」

　刺客たちに言うと、五人は互いに傷をかばいながら逃げるように去っていった。

「こんな甘いことでええんか？」

　メイレンが刺客たちの後ろ姿を見て険しい顔をする。

「ある意味、バッサリやるよりきついかもね」

　ティナの答えに、同じ仕事を生業なりわいにしているメイレンは自分に当てはめて考えた。

「……そやなぁ。仕事の依頼も来んようになるやろし、生き恥さらすようなもんかもなぁ。メイロンが失敗したのとはわけが違うしな」

「私は失敗したわけじゃありません！　あれは契約が間違ってたんで――」

「それを失敗言うんや」

　メイレンはメイロンにビシリと言うと、レネを見た。

　お人ひと好よしの甘ちゃんなのか、冷たい男なのか。どっちなんだと問いかけるような目で――。



　　　２



　王都バイヨールは大河バイールの畔ほとりにある。

　その広さは東西、南北共にベッセルの倍を超え、建物の数も人口も四倍以上。バイヨン王国最大の街だけあって桁違いである。

　大河バイールは西のダイル山脈から流れ、街の手前で二手に分かれていた。細い方の流れが街を取り囲むように大きく曲がり、街の東側で再び一本の流れになっている。支流からはさらに複数の水路を造って生活用水として街の中に引き込んでいた。すべて、エルラ機関で動く大型工作機を使い、五〇年以上前に完成したという。

「凄すごいな……」

　王都に近づくにつれて明らかになる偉容に、レネは素直に感嘆の声を上げた。

　地平線の上に広がるのは大きく、広く、高く、まるで山のようなシルエット。夕ゆう陽ひを浴びて輝く様は絵画のようだ。

　四人は徒歩だ。機き甲こう馬ばは近くに隠し、見張りにメイレンを残してある。ベッセル家の紋章をつけた機甲馬では正体を知られるだけだ。あくまでも街の様子を見るのが目的だった。

「どう？」

　ティナに尋たずねられ、レネはなんのことだかわからないという顔をした。

「なにか作戦を考えてたんでしょ？」

　レネは苦笑いを浮かべる。

「いや、あれは……」

「ひょっとして、機き甲こう馬ばで城まで突っ込んでいくつもりだった？」

「よくわかったな」

「そんなことじゃないかって思ったわ……」

　ティナはこめかみに指を当てて呻うめいた。

「まったく、お兄様につきあっていたら命が幾らあっても足りませんわね」

　同感だとため息をつくシャル。レネはすかさず突き放すように言う。

「つきあわなくてもいいんだぞ」

「またつれないことを。お兄様ったら正直じゃないんですから」

「オレはいつも正直だ」

「そうですよ！　ご主人様は正直だけが取とり柄えなんですから」

「おい」

　レネが思わず突っ込むと、メイロンが慌てて追加。

「もちろん、お顔もです！」

「それだけかよ」

「案外評価低かったのね」

　ティナが笑うと、頬ほおを膨ふくらませたメイロンと不満げなシャルが言い募つのる。

「これ以上褒ほめようがないから困ってるんですよぅ」

「まだまだ磨くところが残ってますから、楽しみということですわ」

「正反対のこと言ってるし」

　こらえきれずに吹き出したティナをはさんで、メイロンとシャルがにらみ合う。

「あなたはお兄様のこと、まったくわかっていないんですね」

「あなたこそ、ご主人様を変えようなんて傲ごう慢まんです！」

「勘弁してくれ」

　レネは前髪で隠れた目で天を仰あおぐと、足を速める。

「待ってください、ご主人様！」

　気づいたメイロンたちが慌てて駆けてきた。

　街の前には恐ろしく高く、幅の広い門が立っていた。扉は開け放たれ、左右に兵士が立っている。

　レネは大口を開けて見上げてしまった。我ながらバカみたいだなと思ったが、横目でメイロンを見ると、同じように口をぽかんと開けていてちょっと安あん堵どする。

「あの兵士が商兵ってヤツか？」

　レネが兵士を示すと、ティナは首を振って答えた。

「あれは近衛このえ兵へいよ。王都と国王を守るための兵士。商兵は機関商組合の周りにいるわ。そっちには行かない方が身のためよ。私は遠えん慮りよしとくわ」

　ティナは軽い口調で言ったが、実際にはそんな軽い話ではないのだろうとレネは思った。ティナが元商兵で、殺されかけたという話を聞くと、見つかるとマズい状況になるのは容易に想像できる。ひょっとしたら、王都に来るのすら危険なのかもしれない。

「大丈夫なのか？」

　レネが尋たずねる。

「その剣を抜いたりしなければ商兵も襲ってこないわよ」

「そうじゃなくて、あんたが商兵に見つかったりしたら――」

「そんなの気にしなくていいの」

　ティナはあっさりと応じて歩き出した。仕方なく、レネはその後を追って街に入った。

　最初に気づくのは道の広さだ。

「やけに幅がある道だな」

　レネが驚おどろく。

　無む駄だと思えるほど広い。幅は一〇メタを軽く超え、馬車四台が余裕ですれ違えるほどだ。そして、石で綺き麗れいに舗装されている。おかげで道の両側にそびえる建物はベッセルの街よりも高いのに、空は広く見える。

　その理由はすぐにわかった。

　低い唸うなりと、重い足音――。

　大小の機き甲こう馬ばが歩行者に混じって行き来していたのだ。その数はこの大通りの目が届く範囲内だけでも二〇台を越える。中には屋根のないひとり乗りの機甲馬に車を引かせている者もいる。

「ほら、いっぱいいるでしょ？」

　ティナが言ったとおりでしょとばかりにレネを見た。

「あ、ああ……」

　レネは見たこともない光景に茫ぼう然ぜんと答える。

　都会では馬は流行じゃないと言われたことが、ようやく実感として認められた。

　エルラ機関があちこちで作動する低い唸りと、四本の脚が歩く音に加えて、通行人の足音と声、通りに面する店の呼び込み――。大通りは音に満ちていた。そして、色とりどりのガラスや店の名が入った旗や看板。すべてが今まで経験したことのないものだ。

「別の世界だな……」

　レネのつぶやきに、メイロンは言葉も出ないのかコクンと何度もうなずいた。

　とはいえ、レネもメイロンも呆ほうけていたのは最初のうちだけだった。すぐに興味深そうに周囲を見回し始める。

「まずは――」

　レネがどうしようかと口を開きかけると、興奮したメイロンが割り込んできた。

「腹ごしらえですよね！　近くで何か食べて、メイレン姉さんにも何か買って戻りましょう。あっちからいい匂においがしてきますよ！」

　メイロンが指さす方向を見て、シャルが首を振る。

「わざわざ王都に来たのに市場に行くなんて。今、評判なのは《メイデル》のチョコレートケーキだそうですわ。それにマカ……なんとかいう砂糖菓子も流は行やってるようですわね」

「ど、どんなものなんですか？」

　メイロンがよだれを流しそうな顔で訊きく。

「そ、それは……きっと凄すごく甘くて美お味いしいものですわ」

「……食べてみたいですぅ」

　メイロンが物欲しそうな目でレネを見上げる。

「あのな……。おまえら、もうちょっと緊張感てもんが……」

　レネが呆あきれた顔でため息を漏もらす。

「明日王宮に忍び込もうって感じじゃないのは確かね」

「……まあ、これくらいの方がバレずにすむかもしれないけどな」

「じゃあ、決まりですね！」

　レネの許しが出たとメイロンが跳び上がった。

「ただし、王宮を見てからだ」

　レネは先頭に立って歩き出した。

「はうぅ……」

　メイロンがしょんぼりと肩を落とす。レネの後を追うティナが背後から声をかけた。

「で、考えてた作戦がダメになって、どうするの？」

「こんなとこで話すのか？」

　驚おどろいたレネが周囲を見回しながら言う。

「こういう場所の方が目立たないし、立ち聞きされる心配がないのよ」

「なるほどな」

　レネは忙しそうに行いき交かう通行人を見て納得した。誰だれもレネたちを見ていないし、すれ違う時間も短いので話の内容まではわからないだろう。それに聞き耳を立てているようなら、逆に目立ってしまう。

「囮おとりだ。機き甲こう馬ばでちょっと暴れてもらって、近衛このえ兵へいが出てきたところを、オレが王宮に忍び込む。囮の方は頃ころ合あいを見計らって逃げてくれればいい。入ってしまえば、後はなんとかなるだろ。目的はひとつだけだ」

「また簡単に……」

　ティナが呆れた声を上げると、メイロンが心配そうに口を挟んできた。

「あのぅ、ご主人様？　脱出のルートくらい考えておいた方がいいと思いますよぅ」

「そりゃそうだけど、そう簡単に王宮の見取り図とか手に入ったら苦労しないだろ」

　レネが言うと、シャルがそんなこと簡単だとばかり首を振った。

「王宮に入ったことのある人に話を聞いてみればよろしいのではなくて？」

「誰だれか心当たりがあるのか？」

　振り返ったレネを挑いどむように見るシャル。

「お兄様の目は誰を見ているのかしら？」

「……おまえ、入ったことあるのか？」

「これでも貴族の生まれですのよ。一度だけですけど、入りましたわ」

　そう答えてから、シャルはふいっと目をそらして小声でつぶやく。

「まだ五歳でしたけれど……」

「なんか言ったか？」

「い、いいえ」

　シャルは首を振ると、レネに伸び上がってささやいた。

「それでは後で説明しますわね、宿にふたりっきりで泊まって」

「作戦に必要ですから、私もご主人様とご一緒します」

　メイロンが咳せき払ばらいして割り込んできた。

「まったく……。遠えん慮りよというものをご存じないのかしら」

「あいにく田舎いなか育ちで不作法なんです」

　メイロンとシャルがにらみ合う。

　まるで女の子の友人同士がじゃれ合ってるみたいだなと思いながら、レネは声をかけた。

「おい、行くぞ。暗くなる前に見ておきたいからな」

「お待ちになって、お兄様！」

　シャルが駆け出すと、メイロンが負けじと走って、シャルを追い抜いた。

　王宮は街の東端に位置する。街に六つある大通りはどれも王宮前の広場に続いており、広場と王宮の間には近衛このえ兵へいの詰め所が関所のように設けられていた。門の前には常時八人程度の兵が待機しており、機き甲こう馬ばも二台にらみを利かせていた。

「警備が厳重だな」

　レネがつぶやく。

「さすがにこの壁は無理でしょ？」

　ティナが示す城壁を見たレネは難しい顔で唸うなった。

「……そうだな」

　高さは二〇メタだが、頂上にいくにつれてせり出し、その上に近衛兵の巡回路が設けられている。城壁の外側はバイール川から引き込んだ水路が取り囲み、城門につながるのは橋だけだ。城門は固く閉ざされ、高い城壁のせいで、王宮の姿はまったくうかがい知れない。

「バイヨン王国の初代国王が二〇〇年前に建てたといわれてるわ。戦時中で防御に重点を置いてるから、あまり綺き麗れいな造りの城じゃないみたいね」

　ティナは複雑な表情で言う。

「入るのは難しいってことか。どこか中が見られるところはないか？」

　レネは街の方を振り返った。城の前に広場があるせいで、近くに高い建物はない。離れているが、屋根の向こうに高々と伸び上がった時計塔が見えた。

「あそこなら少しは中が見えそうだな」

　言うなり、レネは駆け出していた。

「あ、待ってください、ご主人様！」

　メイロンが慌てて後を追う。

「ティナ、なんか飯を買って戻っててくれ！」

　思い出したように振り返ってそう言うと、レネは人ひと混ごみの中に飲み込まれた。

「……自分が狙ねらわれてる自覚あるのかしら？」

　ティナは苦笑する。

「放ほうっておいて大丈夫ですの？」とシャル。

「メイロンがいるからなんとかなるでしょ」

「あの刺客を信用してらっしゃるの？」

「腕は確かよ、ああ見えてもね」

　ティナはそう言うと、大おお股またで大通りへと戻り始めた。

「食べ物の買い出しに行きましょうか。どこかお薦すすめはある？」

「街中で食べたことなどありませんわ」

　シャルはティナの後について歩きながら、つんと答えた。

「それじゃ、適当に探すしかないわね」

「でも、マズいものは口にしたくありませんわ」

「それは同感」

　ティナが小さく笑うと、シャルは付け加える。

「お兄様の料理でしたらなんでも食べるんですけれど」

「レネの料理の腕はいいからね」

「そうですわね。でも、今日くらいは我慢してもかまいませんわ」

　シャルはそう言ってぎこちなく笑った。

「今日くらいは、か……。そうね」

　ティナはそう応じて、自分でも意外なことに気づいた。

　明日、レネがどういう現実と向き合うことになるのか。その結果、どうなるのか。ティナには想像がつかなかった。だから、せめて、今は少しでもレネの負担を減らしてあげよう。そう考えている自分がいたのだ。恐らく、シャルもそうなのだろう。

「頑張って、美お味いしそうなものを探しましょうか」

　ティナは笑みを浮かべてシャルに言った。



　レネは時計塔の真下までやって来ると、天を突くようにそびえる塔を見上げた。

　基底部はまるで神殿のような荘そう厳ごんな造りで、四階くらいから細い塔になっている。その前には小さな噴水池があり、軽食を出す屋台が三つ、仕し舞まい支度を始めていた。ソバ粉のクレープをあぶった香ばしい匂においだけが漂ただよって、レネの鼻をくすぐる。

　腹が減ったなと思いながら、レネは支柱の間に入り口を見つけ、向かっていった。

「あ、こら！　今は入れんぞ」

　すぐ脇わきのベンチに座っていた白髪の老人がしゃがれた声を上げてレネを止める。

「ここの人？」

「ああ、そうだ。今日はもう終わりだ。明日また来なさい」

「ええっ？　せっかく田舎いなかから来たのになぁ」

　困ったように頭をかくレネ。

「この時計塔はいつできたんだ？　ずいぶん古くて立派なんだな」

　褒ほめられて、老人は相そう好ごうを崩くずしてうなずいた。

「そうだろうそうだろう。この時計塔は戦勝一〇〇周年記念に建てられたのだよ。およそ一〇〇年前だ」

「二〇〇年前に戦いくさがあったのか？」

「もちろんエルーランとの戦だよ。最近は子供に教えんのかね？」

　レネの目がすっと細くなる。

「エルーランと戦？　エルーランって、西の居留地にいる？」

「そうだとも。なんでも連中とエルラ鉱石を奪い合ったって話だ。まあ、二〇〇年も前のことだし、よくわからんがね」

　初めて聞く話に混乱しながらも、レネは頭を目の前のことに切り換えた。

「ちょっとだけでいいから中を見たいんだけど、ダメか？」

　うさん臭そうな目で見る老人に、レネはメイロンの頭に手を置いた。

「あ、こいつは、オレの妹。こいつのためにもお願いします。明日はもう発たたなけりゃいけないんで」

　老人はメイロンをチラッと見て、微笑ほほえんだ。

「まあ、いいだろ。だが、ちょっとだけだぞ。暗くなりかけてるから気をつけろよ」

「ありがとうございます」

　レネは頭を下げると、メイロンを先に押しやるようにして中に入っていった。

　細い螺ら旋せん階段を登っていくと、メイロンが振り返った。二段上にいるメイロンはちょうどレネと目の高さが同じだ。

「あのぅ、私、妹なんですかぁ？　恋人とか言っちゃってもよかったんですよ？」

「ああいう爺じいさんには妹思いの兄なんて方が受けがいいんだよ。妹がかわいそうだって思わせたら勝ちだ」

「はー、勉強になりますぅ。でもでも、妹さんでしたらシャルさんがいますよ？」

「シャルじゃ豪華すぎだ。適度にみすぼらしくないとな」

「み……みすぼらしい、ですかぁ……」

　がっくりしたメイロンは自分の地味な色合いの服を複雑な表情で見つめた。

　そんなことなど気づかず、レネは塔の天てつ辺ぺんに出ると、背後で動いている時計の機械には目もくれずに外に出た。腰までの高さしかない柵さくがあるだけの物見台を回って、王宮を見晴るかす位置に陣取る。

「あれか」

　高い城壁の中に王宮がドンと居座っていた。装飾過多な印象があったリアムやギャンニの城とは正反対に、まるで砦とりでのように重々しい。ティナが言っていたように戦争時の砦のような無骨な印象がある。確かに戦いくさになったら攻めにくそうだ。

　城壁の北側から東側を囲むように、水路が巡らされている様子も確認できた。

「どうですか、ご主人様？」

　メイロンの問いにも答えず、レネは城の構造を目に焼きつけるようにじっくりと見つめていた。

「おおい、もういいだろ！」

　下から老人の声が昇ってくる。仕方ないなと、レネは階段を下り始めた。

「悪かった。助かったよ、おっさん」

　さっきとは打って変わったくだけた口調で老人の肩を叩たたく。驚おどろいた顔をする老人をしり目に、レネとメイロンは街の出口へと向かっていった。
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　レネが時計塔を後にした頃ころ、ティナは暮れなずむ市場を歩いていた。

　エルラ機関の明かりが放つ白い光のおかげで、夕暮れでも街は明るい。

　酒場はこれからがかき入れ時だが、市場の方はすでに仕し舞まい支度を始めていた。

　シャルはティナの後ろからゆっくり歩き、値切りの交渉をする様子を興味深そうに見ている。

「庶民はああやって安く買うんですのね。初めて見ましたわ」

　シャルがどこか哀れんだような目でティナを見る。

「店じまいすると、売れ残ったものは自分たちで食べるんだから、安くても買ってあげた方が店にとっても助かるのよ」

「でも、あなたも貴族でしたわよね？　どうしてそんなことができるんですの？」

「人は変われるのよ。あなただって生きるか死ぬかってことになれば、色々なことをするしかなくなるわ。今はそんなことを言ってても……」

「私は死んでもそんなことはしませんわ」

「あなたはそうかもね」

　ティナは肩をすくめると、別の店に向かっていった。

　あちこち回った結果、ティナが買ったのは丸いパンとハム、川魚の塩焼き、それにブドウ酒。葉っぱを買わなかったのは、レネとメイロンがせっせと野草を集めていたのを知っているからだ。ブドウ酒を買ったのは疲つかれを癒いやし、明日に備えようという気配りだった。

「こんなところかしら。そろそろレネたちも戻ってるんじゃない？」

　そう言ってシャルを探して首を回したティナは、視線を感じて背後を振り向いた。

　エルラ機関の明かりに浮かび上がるように、ひとりの青年がたたずんでいた。

　濃紺のマントを羽織り、顔はツバのひろい帽子で半分隠れている。長身で服の上からでも分厚い胸がわかる。いかにも武人という言葉が似合いそうだった。

「……デュラン？」

　ティナは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「久しぶりだな、アルティナ」

　第四王子デュラン・マルト・バイヨンは帽子を軽く持ち上げ、ティナの目を見ると、よく響く声をかけてきた。

「どうしてこんなところに……」

　立ち尽くしていたティナはようやくそれだけを口にした。

「君が王都に来ると聞いてね」

　デュランはティナに歩み寄ってきた。

「どうして知ってるの？」

　ティナの問いにデュランは肩をすくめた。

「これでも数多あまたの王子の中のひとりだからね。ギャンニの城でなにがあったかくらいは聞いている。私に言わせればギャンニは自じ業ごう自じ得とくというところだが。そういえば、ご両親のことは残念だった。お悔やみ申し上げるよ」

「そのことは、もう……」

　ティナは表情を曇くもらせ、首を振った。

「そうだな。もう四年も前になるか」

「ええ……」

　昔のことを思い出して強こわばった顔でデュランを見ると、ティナは話を変えた。

「それで、あなたは今なにをしているの？」

「気ままな暮らしだ。第四王子など数字から考えるよりずっと王座から遠いからな」

「でも、どうして王都にいるの？　領地があるでしょ？」

「だから勝手気ままに旅の日々だよ。飽きたら領地に戻って静かに暮らすつもりだ」

「あなたが？　信じられないわ」

　王都にいた頃ころのデュランを思い起こし、ティナは首を振る。

　成人前のデュランは剣術の訓練では同年代どころか近衛このえ兵へいにも勝てるほどの技量を誇り、学問にも秀ひいでていた。自信に満ち、王位継承権上位の三人を脅おびやかす存在だった。あの頃のデュランは女性たちからも熱い視線を注そそがれていた。ティナは父の事業で王族との取引があり、その関係で当時王都に住んでいたデュランやギャンニとつきあいがあった。

「それを言うなら、君がそんな格好をしているというのも信じられないな。今、この目で見ていてもね」

「これは……」

　ティナは自分の姿を見て口ごもる。王都にいた頃ころは武器はおろか、肌を露出するような服すら身につけていなかったのだ。

　デュランは困った様子のティナの脇わきに立つシャルに視線を向けた。

「それで、こちらのお嬢さんは？」

「申し遅れました。シャルロッテ・ベッセルと申します」

　シャルは優雅にスカートの裾すそを持ち上げて一礼した。

「なるほど。ギャンニの妹君か」

「お目にかかれて光栄ですわ、お兄様」

　虚きよを突かれたように目を見開いたデュランだが、すぐに笑みを浮かべた。

「そうか。そういうことになるな、妹よ」

「お笑いになると、レネお兄様に少し面影が似てこられますのね」

「レネ？　ああ、レーネディアか。そういえば、姿が見えないね」

　デュランは周囲を見回した。

「別行動してるから」

　ここにレネがいなくてよかったとティナは思った。また、殴るだの言い始めると面倒になる。いや、それは言い訳だ。デュランに出会って動揺している自分の姿を見られたくないのだ。

　その時、ティナの後ろから声が聞こえてきた。

「デュラン様、こんなところに――」

　その声を耳にした途と端たん、ティナの目つきが獣のように鋭するどくなった。旋風でも巻き起こしそうな勢いで振り向き、腰のホルスターに手を伸ばす。

「アルティナ！」

　ティナの顔を見た相手も右手を腰に回し、にらみつける。

「ミーガン、やめろ」

　デュランが手を掲かかげ、静かに、しかし、厳しい声で命令した。

「人の目があるところで武器を振り回すな」

「……わかりました」

　ミーガンは歯を食いしばって短弓銃にかけた指をほどき、ティナをにらんだ。

「どういうこと？」

　ティナは腰の短弓銃に手をかけたまま、デュランとミーガンを交互に見た。その表情を見て、ミーガンは勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

「知らなかったようね？　私はデュラン様のために働いてるのよ。今も、昔もね」

「……まさか……」

　目を見開いたティナがデュランを凝ぎよう視しする。デュランはその視線をかわすことなく真まっ直すぐに受け止めた。否定も肯定もしない。

「……本当……なのね」

　ティナはデュランから目をそらし、つぶやいた。かつて、エルラ機関商組合商兵部で働いていた時、上司だったミーガンに殺されかけた。そのミーガンが自分は昔からデュランの部下だったと言うのだ。

「ようやくわかったようね。あなたは不要品なのよ。私の命令はデュラン様の命。それに背そむいて、のうのうと生き恥をさらす心地はどうかしら？」

　ミーガンが冷たい声を浴びせかける。

「その不要品を殺せって命を果たせずに、目の前で見てる気分はどうなの？」

　息を吸い込んだティナは気合いを吐き出すように一気に言い返した。一気に言わなければ声が震えてしまう。そう思ったからだ。

　ミーガンの目が細くなり、殺気があふれ出す。

　デュランの存在がなければ一触即発という緊張が生じた。

　そこに大おお股またの足音が駆け寄ってきた。

「ティナ！　どうしたんだ？　なかなか来ないから――」



    

  
    
      



    

  
    
      　レネの声は途中で途切れた。ティナの表情に気づき、向かい合うデュランを見て険しい声で尋たずねる。

「誰だれだ？」

　デュランはレネを真まっ直すぐに見返した。

「君がレーネディアか。初めてお目にかか――」

「その名前でオレを呼ぶな」

　瞬間的にムッとしたレネがいつものように鋭するどい声を上げる。

「貴様、デュラン様に無礼な口の利き方をするな！」

　鞭むちのように鋭い声がレネに叩たたきつけられた。

　不機嫌な顔をしたレネは声の主ぬしには目もくれずに言う。

「あんたには関係ない。こいつに言ってるんだ」

「こ、こいつだと……？」

　ミーガンの手が再び短弓銃に伸びるが、ふれはしない。デュランの命令を守ろうとしているのだ。

「貴様、デュラン様にこれ以上――」

「ミーガン、彼は王族だぞ？」

　デュランがたしなめると、ミーガンは頭こうべを垂たれた。しかし、目線はレネから離さない。

「その名が嫌いなら、レネでいいか？」

「ああ。あんたがデュランか？」

「そうだ」

　レネはデュランを正面から見つめた。

　帽子のせいで正確な身長はわからないが、目の高さにがっしりとした顎あごがある。身長は八セメタほど高いのだろう。マントと服の下にある体からは威圧感のようなものを感じる。かなり鍛え上げられた無む駄だのない体をしていそうだ。

　髪と同じ明るい茶色の瞳ひとみが値踏みをするようにレネを見ていた。

「確かにあの男の血が流れているようだ。それにエルーランの血も」

　その口調に潜ひそむ侮ぶ蔑べつの響きに、レネは敏感に反応した。

　が、レネが口を開くより先に猛もう然ぜんと食ってかかったのはメイロンだった。

「ご主人様がいい男なのはエルーランのせいなんかじゃありません！」

　デュランは動じることなくレネの後ろにいるメイロンを見た。

「ほう？　ではなんだ？」

「優しさです！」

　デュランは一瞬言葉を探るように口を開いたが、いきなり大声を上げて笑い出した。

「な、なにがおかしいんですか!?」

　顔を真っ赤にしてメイロンが聞き返す。

「いや、すまない、お嬢さん。あまりにも予想外の答えだったからな」

　戸と惑まどうメイロンを見下ろし、デュランは口調を変えた。

「だが、雇やとわれ人なら口など出さずに主あるじを守るだけにしておいた方が賢明だ」

　デュランの強い視線を真っ向から浴び、メイレンは小さい体をさらに小さくする。

「メイロンはオレが雇ってるわけじゃない」

　レネは気け圧おされたメイロンをかばうように強い口調で言った。

「ほう？　ではなんだ？」

「オレの連れだ。ティナもシャルも」

「私は恋人ですけれど」

　シャルがさりげなく訂正するが、誰だれも突っ込んでこなかった。

　デュランも無視してレネに視線を戻す。

「もう少し話をしようと思っていたが、興をそがれたな。今日のところはこれくらいにしておこう。また会うこともあるだろう」

　デュランは羽織ったマントを翻ひるがえした。

「いくぞ、ミーガン」

　ミーガンは最後にティナをナイフで刺すような目つきでにらむと、無言のままきびすを返した。

「大丈夫か？」

　立ち去るふたりが充分離れるのを確認してから、レネはティナに声をかけた。

「……なんてことないわ」

　ティナは笑って答えようとしたが、声は強こわばったまま。

「顔色が悪いぞ」

　レネがティナの表情をのぞき込もうとした途と端たん、

「大丈夫だから！」

　ティナの口からは大きな叫びが出た。

　レネが驚おどろいたのは声の大きさもあったが、ティナが感情にまかせて叫んだのが初めてだったからだ。しかし、それ以上に驚いていたのはティナ自身だった。愕がく然ぜんとして口を押さえていた。

「……ごめんなさい」

　消え入るような声でつぶやく。

「あ、いや、大丈夫ならいいんだ」

　レネは戸惑いながらも、明るい口調で応じる。そして、ずっと黙っているメイロンに目を向けて、また驚いた。いつも能天気なまでに明るいメイロンが泣きそうな顔をしていたのだ。

「あの人、怖いですぅ……」

「オレの兄貴だとさ。第四だから位は五つ上か」

「ええっ!?　王子様なんですか……なんだか、ずいぶん違います」

「リアムとギャンニにも会ったろ？」

「でもでも、あの人たちは怖くなかったです」

「デュランは怖いのか？」

　レネが訊きくと、メイロンは口をひき結んでうなずいた。

「……あの人は凄すごく強いです」

　オレの感じたとおりかと、レネは唸うなった。敵に回すと厄介な相手だ。

　シャルが記憶をたどるように口を開く。

「確か母上が代々軍人の家系で、成人するまでそこで暮らしていたと聞いたことがありますわ。切れ者って噂うわさも聞いてましたけど、さすがですわね」

「なんなら乗り換えてもいいぞ。同じお兄様だ」

「ご冗談を。私がそんな尻しり軽がる女に見えまして？」

「……そろそろ戻ろう。腹も減ったしな」

　レネはシャルの言葉を流し、ティナの持っていた食糧の入った袋をつかんだ。

「ティナ、あの怖い目の女はなんなんだ？」

　背中越しのレネの問いに、ティナはすぐには答えなかった。たっぷり一呼吸置いて、ぽつりとつぶやく。

「――元上司。そして、私を殺すのにしくじったヤツ。それだけよ」



「ミーガン、なぜ出てきた？」

　人ひと混ごみの中を大おお股またに歩くデュランが冷たい声で訊く。

「そろそろあの女も事実を知って自分の置かれた立場というものを知った方がよいのです」

　背後を歩くミーガンが答えた。

「かえって警戒させただけではないのか？」

「デュラン様が領地におられないことには遅かれ早かれ気づくでしょう」

「そうではない。私とおまえとのつながりだ。言う必要があったのか？」

　デュランの声こわ音ねは変わらない。しかし、ミーガンには微妙な差が感じ取れた。いらだちだ。その原因はひとつしかない。

「まさか、あの女に、まだ――」

「私が古い知り合いと会うことが許せんか？」

　ミーガンはデュランの言葉に唇くちびるをかんだ。やはり、会いに行ったのだ。

「嫉しつ妬とか？」

　短い指摘にミーガンは言葉を失った。

「……そんな――」

「つまらん感情を抱くな。私の右腕はおまえだけだ。それを忘れるな」

「……はい。ありがとうございます」

　足を速めるデュランとの距離が開く。

「右腕……それだけだから不安なのです……」

　ミーガンは声にならないささやきを漏もらした。
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　その日の夕食はこれまでになく味気ないものだった。

　料理の出来が悪いとか、味つけに失敗したというのではない。どちらかといえば、素材は旅の間で一、二を争うレベルだったし、ティナたちが買ってきた出来合いの料理もレネが感心したほど旨うまかった。

　ただ、誰だれも口を開こうとしなかった。メイレンだけは街のことを聞き出そうと話を振っていたが、すぐになにかあったんだと理解して口をつぐんでしまった。おかげで静まり返った食事になった。

　陽ひが落ちて、全員が定位置で眠りについた。

　どれくらい時間がたっただろうか。レネが目を覚ましたのは、なにかの気配を感じたからだった。剣でできた柵さくの向こう側の気配が動いたのに気づいた。ゆっくりと身を起こして見ると、ティナの姿がない。メイロンとメイレンは眠ったままだ。シャルはいつものように屋根代わりの機き甲こう馬ばの中。

　メイロンたちを起こさないように立ち上がり、レネはまだ暗い林の中に踏み入った。

　ティナの姿はすぐに見つかった。切り株に腰をかけ、身動きしないで肩を落としている姿はいつもからは考えられないくらいか細い。

「どうしたんだ？」

　レネが小さく声をかけると、ティナは振り向かずに応じた。

「起こした？」

「いや。考え事か？」

「……ちょっと、ね」

　が、それきりティナは黙ってしまった。レネは近づいて隣に腰を下ろす。

「あのデュランってヤツのことを考えてるのか？　それとも、あの女か？」

「気になる？」

「そりゃまあ、な」

　レネは額に垂れかかった前髪を指で払いのけて答えた。

「けど、昔のことだろ？　別に詮せん索さくするつもりはないから、言いたくないならいい」

「聞けば、あなたは私を許さないわ、きっと」

　ティナは硬い声でそうつぶやいた。

「オレが？　なんで？」

「……私が……薄汚い人間だから……」

　吐き捨てるような声こわ音ねに、レネは驚おどろいた。

「それは過去のことじゃないか。オレは今のあんたを知ってる」

　エルーランにかかわることで昔なにかやったらしいというのは、これまでのティナの言葉から想像がついた。しかし、エルーランたちはそれを許したと聞いている。それほどのことではないんだろうと、レネは勝手に思っていた。

「エルーランを殺したのよ？　それもひとりやふたりじゃないわ。両手で足りないくらいよ。それでも許せる？」

　自じ嘲ちようの笑いを浮かべたティナを見て、レネは言葉を失った。

「……どういうことだ？」

　ようやく声を絞り出す。

「二年前までエルラ機関商組合にいたって話はしたわよね？」

「ああ、ギャンニのところから逃げて、そこで働いてたって」

「それが商兵よ」

「エルラ機関商組合の軍ってとこか。あの女が上司？」

「ミーガンが特殊部隊の隊長だったわ。多分、今はもっと階級が上がってるでしょうね。デュランが後ろ盾になってるんなら」

「デュランって、幼おさな馴な染じみだったんだよな？」

　ギャンニと三人が幼馴染みだったという話はレネも聞いた。その頃ころ、ティナは大商人の娘だったのだ。事業の失敗で第七王子ギャンニ・ベッセルの家に引き取られ、一年もたたずに両親が死去。ティナはその裏にギャンニの陰謀があったのを知って逃げ出したのだ。

「そう……。あの頃のデュランは男らしくて、頼りがいがあって、世間知らずの小娘が憧あこがれるような存在だったわ……」

　ティナの遠くを見るような目を見て、レネは鼓動が速くなるのを感じた。まるで少女に戻ったような瞳ひとみ。一度見てみたいと言ったお嬢様時代のティナはこんな感じだったのだろうか。

「五年前なら今のオレよりちょっと若いくらいか……」

　デュランという男は二〇歳くらいだろう。今の自分はそんなに頼りがいのある男だろうかと自問する。

「あいつを、好き……だったのか？」

　自分でも意識しないで、探るように訊きく。

「……どうだったのかな？　中身も知らずに憧れてただけかもね。世間知らずのお嬢様だったから」

　冗談めかして笑ったが、ティナの目は笑っていなかった。

「いい男に見えたけどな」

「見かけはね……。あなたと似てなくもないし。でも、中身は……わからないわ。でも、昔はあんな目はしなかった。少なくとも、メイロンが『優しさ』っていった時の蔑さげすむような、あんな冷たい目は……」

　ティナは思い出して両手で肩を抱いた。

　レネもその時の目は覚えていた。氷のようなという表現は生やさしい。自分の視界に入っているものを人と認識していないような目だった。

「私も昔はあんな目をしてたのかもしれないわ。命を狙ねらわれ、エルーランたちに助けられるまでは――」

　ティナはそうつぶやき、意を決したように口を開いた。

「私は商兵特殊部隊でエルーランを狩ってたのよ。両手で足りないくらいのエルーランを捕まえ、抵抗したら殺した。エルラ鉱石を自分たちのものにしている邪悪な連中だからって、命じられるままにね。でも、それもウソだった。私はまた裏切られたのよ。いえ、そうじゃないわね。自分の意志がなかったから、利用されただけ。やっと気づいて命令に反抗した時にはミーガンに追い詰められてたわ。

　しかも、デュランがミーガンと組んでたなんて……。おまけにそれも今まで知らずにいたなんて……。バカみたいよね」

　ティナは自じ嘲ちようの笑いで唇くちびるを歪ゆがめた。

「軽けい蔑べつしたでしょ？　アルティナ・オルベールは凄すご腕うでディガーじゃないの。ただ、周りに翻ほん弄ろうされてあがいてるだけの世間知らずのお嬢様なのよ。今も昔も全然変わってない」

「そんなことないだろ。エルーランのことはショックだけど、オレになにか言える問題じゃないし、エルーランたちは答えを出したんだろ？　許すってさ。それに前に言ったろ？　オレは今のあんたを知ってるって」



    

  
    
      



    

  
    
      「レネ……」

　ティナはようやく顔を上げてレネを見た。

「逆に今のあんたしか知らないから比べられないさ。昔のティナも見てみたかったけど、それはそれでよかったのかもな。今のあんたは充分凄すごいだろ。少なくとも、オレよりはさ」

　レネが冗談めかして言うと、ティナはつられて笑みを浮かべた。

「……あなたよりはね」

　ティナは冗談まじりに片目をつむってレネを見る。

「でも、あなたも充分凄いわ。バカ正直に突っ込むだけかと思ったら、他ほかのみんなのこともよく見てる。剣なんてまともに使えないくせに、それ以上の力でなんとかしてしまう」

「褒ほめてるのか、それ？」

「ホント、おかしな人よね。もっと早くあなたと出会ってたら、きっと……」

「え？」

　レネがティナの言葉に振り向いた瞬間、

「ご主人様っ！」

　いきなり割り込んできた叫びはメイロンだった。レネが反応するより速く、小柄な影が跳んでくる。

「伏ふせてくださいっ！」

「な――!?」

　気がついたらレネはメイロンに押し倒されていた。

　直後、何かが風を斬きって飛ぶ音。

　短弓銃の矢がまるで横殴りの雨のように飛び去っていく。

　ホッとしたのも束つかの間ま、すぐに跳ね起きようとしたがメイロンに押さえつけられた。体重は遙はるかに軽いはずなのに体を起こせない。それはともかく、声は上げられた。

「ティナ!?」

「大丈夫よ」

　切り株の反対側から声が返ってきて、レネは胸をなで下ろした。

　今度は上にのしかかったメイロンの胸がぐいぐいとレネの顔に押しつけられる。

「動かないでください、ご主人様！」

　メイロンは真剣な声でささやくが、呼吸ができないレネは必死になって顔を横に向けて胸から脱出。

「おまえこそ動くな！」

　息を荒くして叫ぶ。

「これくらい我慢してくださいよぅ。危ないんですから」

「そ、そうじゃなくてだな！　窒息しそうなんだよ」

「へ？」

　メイロンはようやく自分の胸をレネの顔に押しつけているのに気づいた。

「す、すみません！」

　顔を真っ赤にしたメイロンが慌てて飛びのく。文字どおり、ピョンと跳び上がった。

「こら、そこ！」

　すかさず背後からメイレンの矢のような叫びが飛ぶ。

　メイロンが頭を下げて地面に伏ふせると同時に矢が飛び去った。さっきの攻撃とは別の方向からだ。

「油断してるんやないわ！　たるんどるで!!」

　メイレンの鋭するどい叱しつ責せきもまた位置を移動している。一個か所しよに留とどまる危険をわかっているのだろう。

「どうかしてたわ。こんなに接近されるまで気づかなかったなんて……」

　ほふく前進でやってきたティナは唇くちびるをかんでいた。

「いや、オレも全然……」

　レネには足音も気配もいまだに感じ取れない。

「あたしたちが気づいたのもついさっきなんですよ。姉さんの方がちょっと早かったですけど……」

　メイロンが悔しそうにささやいた。

　こりゃメイレンに注意されて気づいたってパターンだなとレネは思った。それで慌てて知らせにきたのだろう。

「ミーガンだわ。商兵に跡をつけさせるなんて予想するべきだった……」

　ティナが悔しそうに吐き捨てると、いつの間に機き甲こう馬ばから降りてきたのかシャルが不機嫌な顔でにらんでいた。中腰になって小こ脇わきに散弓銃を抱えている。

「あの女を見た時からイヤな予感がしてましたわ。まったく、いい迷惑ですわね」

「ごめん……」

「なにを殊しゆ勝しように謝ってるんですの？　愚おろかしい。責任感じていらっしゃるなら、さっさと迎え撃つ準備をしたらどうですの？」

　シャルは冷たくいい放ち、散弓銃のスライドレバーをガシャンと滑すべらせた。戦闘態勢完了だ。

「……そうね」

　ティナはようやく自分を取り戻したように厳しい目で周囲を見渡し、腰に手を伸ばした。が、舌打ちをする。そこにホルスターはない。

「はい、どうぞ」

　メイロンが持ってきた二に挺ちようの短弓銃をティナに手渡し、レネにはバーンエルラの大剣を差し出す。

「助かった」

　レネは剣を腰に吊つるして周囲を見た。まだ敵の姿はレネには見えない。

「これまでの連中と違うみたいやな」

　メイレンがどこかワクワクしたような声でささやいた。

「喜ぶなよ」とレネ。

「なんで？　強いヤツと戦うのは楽しいやんか」

「オレはごめんだ」

「そやかて、もう目の前に来とるんやし。来るで」

　メイレンが小声で鋭するどくささやいた瞬間、レネは周囲の空気がザワッと揺れたように感じた。

　木や動物や鳥がそれを察して反応し、空気の揺れとなったのだ。

　気配を隠していたものが一斉に動いた。

「動いて！　こっちの場所を特定したわ!!」

　ティナが叫んだかと思うと、レネは両足で腰を蹴けりつけられた。おかげでレネは勢いよく地面を転がった。

　次の瞬間、たった今までレネがいた地面に短弓銃の矢が突き立つ。それも一〇本以上。

　ゾッとした。

　が、止まっているわけにはいかない。レネはさらに転がると、大剣を腰だめに持って起き上がった。

　ようやく敵の姿がはっきり見えた。都の入り口や王宮前にいた近衛このえ兵へいとは違う。鋼鉄の装甲で固めた近衛兵とは正反対の革の鎧よろいは一見安っぽく見える。しかし、動きやすさを優先した結果なのだろう。頭、首、胸、腹といった急所だけを守る潔いさぎよさ。

　武器は短剣と短弓銃のみ。しかし、ただの短弓銃ではないかもしれない。リアムのような特注品の可能性もある。

　レネは注意しながらも一気に駆けた。

　まさか標的が突っ込んでくるとは思っていなかっただろう。敵の反応は一瞬遅れた。

「行くぞっ！」

　レネはバーンエルラの大剣の柄つかを握りしめると、一気に抜き放った。

　白い光条が鞘さやから漏もれ出したかと思うと、一瞬、周囲は夜が明けたかのような光が満ちた。

　鋼はがねでできた刃やいばはわずか二〇セメタ。しかし、広い鍔つばから伸びるのは透明な光でできた長い刃だった。

　同時にレネの視界が変わった。ギャンニの兵と戦った時に感じたのと同じだ。周りの動きがゆっくりになり、動くものも手に取るようにはっきりと見える。

　商兵たちが短弓銃を向けるのを見て、レネは一番近くの兵士に迫った。

　短弓銃から矢が射出される。その矢が回転しながら飛んでくるのが確かに見えた。

　体をひねり、射線から逃れる。

　次の一瞬、数本の矢が脇わきを飛び去った。

　風切り音が耳元を通り過ぎる。

　レネは目の前で短弓銃を構えた商兵に向かって跳び、最後の距離を詰めた。空中で見えない大剣を薙なぎ払はらう。突き出された短弓銃の上半分が真っ二つに斬きられ、宙を舞う。

　商兵は驚おどろきに目を見開きながら、すぐさま腰の剣を抜いた。

　レネは返す刀を振りかぶり、目の前の商兵に振り下ろす。

　自分をかばうべく頭の上で構えた長剣。それを抵抗なく真っ二つにし、透明な刃やいばが額に落ちてくるのを見るのはどんな気分だろうか。

　レネの刃は商兵の脳天から体を駆け抜けていった。

　こいつら、今までの相手とは違う。

　そう感じたのは次の瞬間だった。

　歯を食いしばり、折れた剣で斬りつけてきたのだ。

　武器を使い物にならなくされ、バーンエルラの大剣の見えない刃に斬られても、ひるまず、腰を抜かすこともなく、反撃してくる。生きているからには戦う姿勢を崩くずさない。

　これが商兵なのか……。

　レネは強烈に思い知らされた。

　殺やるしかないのか？

　一瞬、その考えが脳裏をよぎり、レネはグッと歯をかみしめ、呻うめいた。

　人を殺すなどやったこともなければ、考えたことすらない。それがレネの本音だ。ならば――。

「やっぱ、オレにはこっちが向いてるよなっ！」

　選択は単純だ。

　固めた拳こぶしを下からアゴに向かって振り上げる。

　まさか拳が来るとは思っていなかった商兵は文字どおり吹っ飛んだ。槍やりのように頭を先にして飛び、地面に激突する。

　さらに左右から商兵が迫ってきた。接近戦では短弓銃は不利だと悟ったのか、短剣で斬りかかってきた。

「私のお兄様に近づかないでいただけます？」

　シャルの冷たい声と同時にドンッと大きな発射音。散弓銃から無数の小さな矢が放たれた。

　レネはとっさに伏ふせて矢をやり過ごした。一瞬遅れた商兵は上半身に矢を突き立てて倒れる。

「オレまで殺す気か!?」

「あら、お兄様なら大丈夫ですわ。私の愛の力で矢の方が避よけますもの」

「おいおい……」

　涼しい声で無む茶ちやなことを言うシャルに、レネは脱力した。

「でも、傷ついたお兄様を看病するうちに許されぬ愛に目覚めて――」

　シャルはうっとりした顔でいつもの妄想を口にしたところで、横から接近してきた商兵に散弓銃を突きつけた。

「邪魔をしないでくださる？」

　シャルは容よう赦しやなく至近距離から散弓銃をぶっ放した。

　前面に無数の矢を受けた商兵は文字どおり吹っ飛んで倒れた。

「まだ来るわ！」

　ティナが短弓銃で応戦しながら叫ぶ。

　見れば、少なくとも八人の商兵がいた。さらに機き甲こう馬ばの音も聞こえる。最初の襲撃はあくまでも偵てい察さつだったのだ。

「どれだけいるんだ？」

　まだまだ増援が来そうな状況に、レネはとっさに決断を下した。

「メイレン！　機甲馬に乗れるか!?」

「どうするんや？」

　思いがけなく近くで答えが返り、レネは小さくささやいた。

「このままオレと一緒に王宮に突っ込む」

「ええっ!?　結局それですかぁ!?」

　メイロンの声まで耳元で聞こえた。が、姿は見えない。この姉し妹まいの技は理解不能だ。

「悪かったな！　おまえはティナとシャルを頼む」

「私も行きます！」

　メイロンが猛もう然ぜんと声を上げる。

「わかったわかった。じゃあ、シャル、船を用意できるか？」

「船、ですか？」

　散弓銃をぶっ放し、ガシャンと次の矢を送り込んだシャルはきょとんとした顔をレネに向ける。

「そんなもの、どうする――」

　片手の短弓銃を撃ち尽くしたティナは一いつ旦たん幹に身を隠してもう一方の短弓銃を抜こうとしていた。構えたところでレネの言葉の意味がわかったのか、うなずく。

「迎えに行けばいいのね？」

「金は頼んだ、シャル」

「仕方ありませんわね。でも、後でお返しをいただきますわよ？」

　シャルが散弓銃で商兵を足止めしながら言う。

「わかった。頼――」

「い、いいんですか、ご主人様ぁ……」

　メイロンが慌てて不安そうな声を上げた。

「命を取られるわけじゃないし、仕方ないだろ？」

「もっと先を要求されてもいいんですか？」

「もっと先？」

　意味がわからずに聞き返す。

「キスの先ですよぅ」

　ゾクッとレネの背筋に這はい上がるものがあった。無む理り矢や理り　唇くちびるを奪われたのを思い出したのだ。が、今は仕方ないと唸うなる。

「今さら取り消しはできませんわよ、お兄様」

　シャルは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、メイロンはどうしようどうしようとつぶやき続ける。

「行くぞ」

　レネは聞こえなかったふりをして機き甲こう馬ばのハシゴに足をかけた。

「レネ……」

　ティナに呼び止められて、レネは振り向いた。

「気をつけて」

　大きくうなずくと、レネは機甲馬に乗り込んだ。
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「行くでーっ！」

　メイレンは嬉き々きとして指を鳴らすと、レバーに手を乗せた。

「ね、姉さん、大丈夫なの!?」

「うちを甘あもぅ見んといて！」

　メイロンの心配などよそに、メイレンはレバーを押し込む。

　機甲馬は尻しりを叩たたかれた馬のように跳ね上がって駆け出した。

「メイロン、追ってきてるか？」

　舌をかみそうになりながら、レネは後方の窓から外を見ていたメイロンに問う。

「はい、来ました、でかいのが！」

「報告は正確にせんかいな！」

「でかい機甲馬です」

「そやから、正確にて――」

　メイレンのいらだった声は途中で消えた。振り向いて斜め後ろに一瞬見えた姿に、思わずつぶやく。

「……でかい機甲馬やな」

「でしょう？」

「『でしょう』なんて喜んでる場合か」

　レネはメイロンの頭を拳げん骨こつを押しつけてグリグリした。

「はうう……」

　頭を押さえるメイロン。

「撃たれないように動けよ」

「わかっとる！」

　メイレンは後方の弩ど弓きゆう砲ほうの射線上にこないように操そう縦じゆう桿かんを動かした。

「来ます！」

　メイロンの叫びに弾はじかれたようにレネは窓を見た。

　猛もう然ぜんと加速してきた機き甲こう馬ばは真後ろではなく、右横に回ってきた。

「乗り移ってくるつもりだ」

　レネは舌打ちすると、ハッチに駆け寄って外に身を乗り出した。

「ご主人様、無む茶ちやです！」

　慌ててやってきたメイロンの頭をなで、レネは笑った。

「ここはオレに任せろ」

　メイロンはその笑顔になにも言えずに見送るしかない。

　レネはハシゴを跳ぶように登り、ハッチを押し上げて外に出た。

　外に出ると、いつもよりスピードが出ているせいで上下に大きく揺れていた。風にも勢いがある。

　レネは接近してくる機甲馬を見た。

　ハッチの代わりに幌ほろがかぶっている。その幌がバッと開き、中から商兵が飛び出した。

「人の機甲馬にタダで乗ってくるんじゃないっ！」

　レネは叫びながら、飛び移ってきた商兵の顔面を蹴けりつけた。もんどり打った商兵はそのまま機甲馬から落ちて地面に転がった。すぐに大剣を抜き放ち、次の相手を迎え撃つ。

　すでに相手は短剣を抜き放って、レネの動きに先んじて飛び移っていた。

　レネの首を狙ねらって真まっ直すぐに突き出す。

　振り返りざま、レネは大剣を垂直に振り下ろした。短剣は柄えまで縦に真っ二つに斬きり裂さかれ、商兵の手元で分かれた。しかし、握った手には血も出ない。

　商兵は分かれた短剣を両手に持って襲いかかってきた。

　薙なぎ払はらわれた攻撃をひょいとしゃがみ込んでやり過ごし、レネは機甲馬の屋根に手をついて足を回す。商兵は足をすくわれて倒れ、もがきながら機甲馬から転がり落ちていった。

　乗り移ってきた商兵は落としたが、併走する機甲馬には操縦者の他ほかにまだ四人の商兵が残っている。

「つかまっときや！」

　いきなり下からメイレンの叫び。

　レネはとっさにハッチの取っ手をつかんだ。

　次の瞬間、機体は大きく左右に揺れた。横の機甲馬がふっと遠ざかり、さらに急速に接近してくる。いや、メイレンが隣にぶつけようとしているのだ。

　ドンガシャンと機甲馬同士が激しくぶつかる。

　相手の機甲馬の方が軽量なのだろう。押し出されるのは相手の方だ。やがて、敵方の機き甲こう馬ばが大きく揺らぎ、傾いた。

　が、その寸前、四人の商兵が飛び移ってきた。

　振り落とされないようにハッチにしがみついていたレネにはそれを阻止する余裕はなかった。

　揺れる足場に商兵の方も必死に手足を伸ばした。が、ひとりはジャンプが足りずに、ひとりはつかみ損そこねて機き甲こう馬ばから落ちていった。彼らの機甲馬の方は操縦者を乗せて横転する。飛び移るのに成功したふたりはすかさず短弓銃を構えようと身構える。

　レネは立ち上がりざま、剣を振り上げた。短弓銃はグリップだけを残して斬きり落とされた。さらに返す刀でもうひとりの短剣を狙ねらう。

　だが、相手の剣は斬れなかった。

「な――!?」

　レネは大剣を凝ぎよう視しした。短剣の刃の周りを取り囲む透明の刃やいばが見えなくなっていた。陽炎かげろうのように揺らめいていた刃が消えているのだ。鍔つばの付け根にあるエルラ機関は緑の光をなくし、耳を澄ますと重く響いていたエルラ機関の唸うなりも消えていた。

「ご主人様、危ないです！」

　メイロンの叫びに我に返ると、前後を挟まれていた。

　とっさに敵の刃を大剣の鍔で受ける。背後の商兵のことを考える余裕はなくなっていた。

　ガツンと衝撃が両腕に走る。敵の攻撃は短剣とは思えないくらい重かった。

　全身が重い。

　レネはそう感じていた。スピードも遅く感じられる。いや、そうじゃない。普通に戻っただけだ。バーンエルラの大剣を抜くと、いつもより速く力強く動ける感覚がある。それがなくなっただけだ。

　自分より年齢も経験も積んだ商兵が必死になって挑いどみかかってくる。レネはとっさに足を払って相手の体勢を崩くずした。倒れていく商兵はそれでも短剣を振るった。レネは靴くつの裏でそれを受け、そのまま蹴けりつけた。

　悲鳴を上げて、商兵は機甲馬から転がり落ちた。

「だ、大丈夫ですか!?」

　メイロンの心配そうな声に振り向けば、すでにもうひとりの商兵は血の跡と共に姿を消していた。

「ああ、ちょっと靴が切れたかな」

　レネは靴底をメイロンに見せた。

「こっちも終わりました」

　料理が出来上がったように明るい声で答えると、メイロンは血のついた短刀をぬぐって収める。

「……メイロンに助けられたな」

　レネはそう言うと、見えない刃を失った大剣を鞘さやに収めた。そして、遠ざかる林の方を振り返る。

「ティナとシャルは大丈夫かな」

「大丈夫だと思います。おふたりは強いですから」

　メイロンは断言すると、ハッチの中に戻っていった。

　その後、機き甲こう馬ばは順調に進み、やがて街が見えてきた。レネは屋根の上から中のふたりに声をかける。

「メイロン、後は頼む」

「任せといてぇな」と操そう縦じゆう桿かんを握るメイレンが声を上げる。

「姉さんじゃありません！」

　メイロンは私の出番を取らないでくださいとばかり、びしっと言う。

「でも……ご主人様、大丈夫ですかぁ？」

　メイロンはレネの大剣にちらっと視線を向け、心配そうにレネを見上げた。

「使えなくなったみたいだな。ま、オレは元から武器に頼ってるわけじゃないし」

　レネは肩をすくめた。

「私の短刀持っていきますか？」

「いや、おまえが困るだろ」

「それじゃお守り代わりにこれを持っていってください」

　メイロンが渡したのは小さなナイフだ。

「薄いですから気づかれずに隠しておけます」

「ありがとうな」

　レネはナイフを受け取り、服に忍ばせた。

「気をつけてくださいよぅ」

「ああ。ちょっと行って、親父おやじぶん殴って帰ってくるだけだ。おまえらも、無理しないでさっさと逃げろよ」

「はいっ！　それは得意です!!」

　メイロンの元気のよい返事に笑みを浮かべ、レネは機甲馬から飛び降りた。



「まったく……。甘く見られたものですわね」

　空になった散弓銃に矢の詰まった矢筒をひとつずつ突っ込みながら、シャルは不機嫌そうに周囲を見回した。

　商兵たちはすべて倒されていた。死んでいる者はいないが、かなりの深手を負って呻うめくだけの者もいれば、利き腕や足をやられて動くに動けない者もいる。レネが機甲馬で出ていく前に倒された者だけではない。ティナとシャルが倒した者も四人いる。四人しか残らなかったことがシャルの機嫌を損そこねたらしい。

「レネの剣と命が目当てなのよ。私たちに人員を割さくなんて意味がないわ」

　ティナは当然だというように答える。

「とにかく、この方たちはお兄様を襲ってきたわけですから、このまま放置しては追いかけて邪魔をするかもしれません。ここで始末いたします」

　シャルは冷たく言い、傷を押さえて呻うめく商兵たちに散弓銃を突きつけた。

「もういいわ。追えるような傷じゃないでしょう」

　ティナがシャルを止めると、嘲ちよう笑しようを含んだ笑い声が聞こえた。

「《紅くれないの死神》の異名を取ったくせに、ずいぶんと甘くなったもんだな、アルティナ」

　ティナは声の主ぬしを見た。腕を撃ち抜かれた商兵だ。

「忘れたか？　一緒にエルーラン掃そう討とう作戦に行ったろ？　あの時の味方もすくませた冷たい目はどうした？」

「……なんとでも言いなさい」

　ティナは短弓銃の矢筒に矢を押し込み、矢筒を持ち手に戻した。ホルスターに収めたところで、商兵が下げ卑びた笑いを上げた。

「年下のエルーランに可愛かわいがられて腑ふ抜ぬけになったか？」

　嘲あざけりにティナの手が反応した。抜く手もみせずに短弓銃を抜くと、引き金を絞る。

　悲鳴が上がった。

「次はないわよ」

　矢は商兵の耳を貫いていた。

「王都に急ぎましょう」

　ティナは器用に短弓銃を一回転させてホルスターに収めると、荷物を担いで身を翻ひるがえした。

「あなた、どうしてお兄様を助けるんですの？」

　シャルは散弓銃で商兵を威い嚇かくしながら、真顔でティナに言った。

「デュランお兄様が言ってましたわね、アルティナ・ラズヴェルって。ラズウェル家といえば没落した貴族じゃありませんの？」

　ティナはそのとおりだと肩をすくめる。

「貴族の娘が商兵になって、おまけにエルーランを助けるなんておかしな話ですわ」

「あなたも貴族の娘で、今はエルーランを助けてるんじゃない？」

「勘違いなさらないでくださる？　私はお兄様をお助けしているだけですわ」

　シャルは言うと、挑戦的に胸を張ってティナに言い返した。

「あなたは私とは違うってことね。わかってるわ。だからよ。これからレネには敵が増えるわ。味方はひとりでも多く欲しいの」

「私はお兄様を敵にするつもりはありませんわ」

　そう答えたシャルだが、ふと思いついたように興奮気味につぶやいた。

「でも、敵と味方に分かれた兄と妹が戦場で禁断の愛に目覚めるっていうのも、捨てがたいですわね。そして、ふたりは運命の激流に飲み込まれて――」

　ティナがじっと見ているのに気づいて、シャルは付け足した。

「もちろん、今のは冗談ですわよ」

「あんたのはどれが冗談かわからないわ」

　ティナは苦笑を浮かべた。

「あなたも答えていませんわ。どうしてお兄様を助けるんですの？」

「半分だけでもエルーランだから――っていうんじゃダメかしら？　それと、レネのお母様に頼まれたのもあるしね」

　ティナはそう答えると、街道に向かって歩き出した。

「……まあ、今のところはそれで許してあげますわ」

　シャルはティナを見つめると、足を速めた。



　その日の王宮は平穏な朝から始まった。

　王宮と街とを隔てる門を守る近衛このえ兵へいは、今日もいつもと同じように門の前に立った。

　仲間たちと共に八人ずつ三交代制で一日、王宮を守る。それが彼らの仕事だ。

　平穏な一日が破られたのは、交代して二時間が過ぎてから。

　王宮の前は広場になっており、そこに六本の大通りがつながっている。そのうち、真正面に当たる大通りが騒がしい。

「なんだ？」

　怪け訝げんに思って見透かすように伸び上がると、そこに突進してくる金属の塊かたまりを見た。

「機き甲こう馬ば!?」

　反射的に背中に背負った長弓銃を降ろして構える。短弓銃よりも長距離用で、威力は強いが、機甲馬を相手にするには非力だ。

「止まれっ！」

　叫ぶが、相手に届くわけはない。

「止まらないと攻撃する！」

　近衛兵は長弓銃を肩に当てて構えた。

　先に撃ったのは同僚の方だった。長弓銃から放たれた矢は機甲馬の先端に当たって弾はじかれた。ガラス窓を突き破れば、その中にいる相手を殺すこともできるが、猛スピードで迫ってくる装甲馬の巨体相手に動揺してしっかりと狙ねらえない。

　連続して発射音が響く。

　機甲馬は真まっ直すぐに門へ向かってくる。

　王宮を守る機甲馬がようやく向きを変え、弩ど弓きゆう砲ほう発射の用意をした。

　しかし、先に弩弓砲を放ったのは暴走機甲馬だった。

　近衛の機甲馬ではなく門に向かって太い矢が飛ぶ。

　頑丈な門に当たった矢はゴンッと重い音を発して近衛兵の方に落ちてきた。近衛兵は飛びのくしかなかった。さらに矢が放たれ、三本目の矢がついに門を突き破った。四本目で蝶ちよう番つがいが一個か所しよ弾け飛んだ。

　直後、破壊音を轟とどろかせて機甲馬が門に激突した。弩弓砲で破られた厚い木製の門がへし折られ、内側に向かってたわんだ。

　機き甲こう馬ばはなおも脚を止めずに強引に門を押し続ける。そのパワーの前についに門は悲鳴のような甲かん高だかい音を上げて吹っ飛んだ。機甲馬はその勢いのまま、王宮へと走り続ける。

「止めろ！　王宮にぶつかる前になんとかしろ!!」

　叫びかわす近衛このえ兵へいが駆け回ったが、止められるわけもない。

　機甲馬は庭を踏み荒らしながら、正面の建物へ突っ込んでいった。

　ドンッとばかりに王宮の石組みにぶち当たり、白はく煙えんを噴き出す。

「操縦者を引きずり出せ！」

　駆けつけた近衛兵たちが殺気立って機甲馬に駆け上った。だが、ハッチを開けて中をのぞき込んだ近衛兵は茫ぼう然ぜんとすることになる。もぬけの殻だったのだ。

　その騒動の中、広場から破壊された城門をくぐって忍び込むレネの姿には誰だれひとり気づいていなかった。
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「なんとかなったか」

　首尾よく誰にも見とがめられずに王宮に忍び込むことに成功したレネはホッと一息つくと、壁に取りついた。雨どいをつかんでするすると登っていく。

「メイロン、上う手まく逃げてくれよ」

　上から現場を見てつぶやく。メイレンについては特に心配していなかったが、メイロンは自分のことよりレネを優先させてしまいそうで不安があった。

　まずは最上階を目指して壁伝いに登る。確かに古い建物だというのはわかった。壁の石がかなり風化しているし、あちこちに苔こけが生えている。おかげで手がかりになる部分が多い。城壁は張り出していたせいで登るのが面倒だったが、王宮の壁はそうではなかったのも助かった。

　シャルから聞いた話では、王の私室は最上階の最奥――最も陽ひの当たる南側にあるはずだった。しかし、そこに行くには屋上伝いでは不可能だ。屋上には兵士が巡回しているからだ。窓から一いつ旦たん内部に侵入し、また壁に出て、見つからないようにして近づくしかない。

　今、レネが取りついている壁は最上階の西側の端はし。大回りになるが、北側に回っていくのが最善だった。西側は庭に面しているために外から発見されやすいからだ。

　素早く北側の壁に移り、窓から内側を見た。

「なんか、シャルの説明と違うな……」

　最上階には近衛兵が要所要所に配置されていると言っていたが、まったく姿が見えない。

　これ幸いとレネは窓を押し上げ、中に滑すべり込んだ。

　柱から柱へ身を隠しながら走り、南へ向かう。

「この辺りのはずなんだが……」

　しかし、王の私室らしき部屋がない。王の私室なら警備が厳重だろうし、豪華そうだろうからすぐにわかると言われていたのだ。

「いい加減なこと言いやがったのか？　仕方ないな。片かたっ端ぱしから当たるか」

　周囲を見て、手近にドアを見つけた。少し押し開けて中の様子をうかがうと、薄暗くて物音はしない。大丈夫だと判断して滑すべり込み、ドアを閉めた。

「なんだ、ここは？」

　昼間だというのに、カーテンが締め切られ、かろうじて隙すき間まから漏もれる光で中の様子が見える。しかし、それ以上に異様だったのは酸すっぱいような異臭に満ちていたことだ。

「臭くせぇなぁ……。空気入れ替えて掃除くらいしろよ」

　レネは顔をしかめて鼻をつまんだ。

　部屋は広い。仕切りのないひとつの部屋に整理されない家具や雑多な小物が散らばっている。服も食事の跡も渾こん然ぜん一いつ体たい。ありていに言えば、ゴミためだ。

「荷物置きにしたって、もうちょっと綺き麗れいにするだろ？　なんで、王宮にこんな……」

　呆あきれた顔で中に進むと、いきなりかすれて聞き取りづらい声が聞こえた。

「……何者だ？」

　誰だれもいないと思っていたレネは驚おどろいた。

　声の主ぬしを捜して見回すと、光の射ささない隅にあるソファから気配がした。

「なにをしに来た？」

　今度の問いはさっきよりもしっかりした声だった。

「あんたこそ何者だ？」

　レネの問いに男はどこか自じ嘲ちよう気味の笑いを発した。

「私か？　私はこの国の国王ということになっているな」

　クックックと喉のどに詰まったような笑いが続く。

「国王だぁ？　こんな小汚い部屋に住むバカが国王のわけないだろうが」

　端はなから信じていない顔でレネは笑い返す。

「だいたい、国王がこんなとこでなにしてんだよ？」

「なにも……。ここで体が朽ち果てるのを待つのが、私の仕事だ」

　かすれた声が静かに答える。

「本当に国王だって言い張るつもりか？　それじゃ、こいつがなにかわかるか？」

　レネはバーンエルラの大剣を突き出した。

「王位継承の剣か……。それで王になるつもりか？　どこで手に入れたのか知らんが無理な話だな」

　相手があっさりと答えたことにレネは驚いた。

「おまえ……本物なのか？」

　まだ信じられないと、レネは目をすがめて陰の中の人物を見る。

「かくいうおまえは何者だ？　それを持ってきたということは、息子のひとりのようだが、もはや何人の息子がいるのかすらわからんのでな」

　相手の面倒そうな声こわ音ねに、レネは抑えていた感情を爆発させた。

「ふざけやがって！　おまえが手込めにしたエルーランの息子だ!!」

「エルーラン？」

　不審そうな声と共に、これまでまったく動く気配のなかった相手が、ようやくソファの上で上体を起こした。

「忘れたのかよ。あのクソババア、やっぱり騙だまされやがったんだな」

「レニアか？　バカなことを……。レニアは我が息子共々谷底に落ちて死んだのだ！　私に思い出させるな!!」

　地の底からわき上がってきたような絶望の咆ほう哮こうが発せられた。

「な、なに寝ぼけてんだ？　クソババアは生きてるし、オレもこのとおりピンピンしてる。殺し損そこねて残念だったな」

　レネが吐き捨てると、暗がりからの呻うめきが止まった。

「レニアが……生きていると言ったのか？」

「ああ、殺したって死なねえよ」

　影がソファから立ち上がった。ゆらりとゆらめくようにレネに向かってくる。

　薄暗がりの中に浮かび上がったシルエットは長身だ。レネよりも一〇セメタ以上高い。それが覆おおい被かぶさるように迫ってくる。さらに鼻をつくすえた臭いが漂ただよってくる。

「な、なんだよ？」

　勢いと臭いに押されてレネは半歩下がった。

「私の……レニアが生きているだと？」

「『私のレニア』だぁ？　気持ち悪いな」

「生きているんだな？」

「生きてるって言ってるだろ。しつこいな」

　レネが面倒そうに答えた瞬間、

「うおおおおーっ！」

　雄お叫たけびを上げて王が突進してきた。長い腕を振り上げ、レネの両肩をがっしとつかむ。

　間近で見た王は手入れもろくにされずにからまった長い髪を振り乱していた。その隙すき間まから青白い顔が垣かい間ま見みえる。がっしりとした体格は昔はさぞかし筋骨隆々だったのだろうと思わせるが、今はやせ、見る影もない。

「……おまえは……おまえはレーネディアなのか？」

　その名を耳にした途と端たん、レネは物も言わずに固めた右みぎ拳こぶしを王の頬ほおに叩たたき込んだ。

「その名前でオレを呼ぶな！」

　王はグラリとよろめいたが、首を振って耐えた。

「ようし、まだ倒れるなよ。まだまだ殴る理由があるんだ。そう簡単に倒れられちゃ困るんだよ」

　吐き捨てるレネに、王は複雑な表情を浮かべ、問う。

「その名が嫌いなのか？」

「好きなわけあるか！　女みたいだって何度言われたか。その度にケンカになったぞ。おまけに親父おやじはいないしな」

　吐き捨てるように言うレネ。

　王はレネを抱きしめようとしたが、レネは強烈な臭いに顔をしかめ、押し戻した。拒否されたと思った王はうなだれる。

「済まなかった……。怒るのも無理はない。しかし、城に呼び寄せた時、事故にあって死んだ。そう報告を受けたのだ」

「それじゃ馬車に乗って事故で崖がけに落ちたのは、ここに来る途中だったってのか？」

「そうだろう。私はレニアを正妃として迎えることにし、レニアも同意してくれたのだ」

「ちょっと待て！　あんたは本気でクソババアを――」

　レネが遮った次の瞬間、王の拳こぶしがレネの頬ほおを襲った。降ってきたと表現した方がいいほど高い位置からの攻撃に、レネは避よけることも出来なかった。顎あごが外れるかと思ったほどの力。一瞬、気が遠くなったが、レネは足を踏ん張って倒れるのを踏みとどまった。

「なっ、なにしやがる!?」

　血の混じったツバを吐き捨てて叫ぶ。

「私をどう言おうが、かまわん。しかし、レニアをクソババア呼ばわりなどさせん！」

「うるさい！　クソババアはクソババアだ!!」

「おのれ、一度ならず二度までも！」

　王は拳を握りしめると、頭上に振りかぶった。

　しかし、今度のパンチは空を切った。最初のパンチほどのスピードもキレもなかった。

　簡単にかわしたレネはそこでようやく王の動きがおかしいのに気づいた。ぎこちない。思うように動かせないという印象だ。年齢のせいか、それとも、それだけではないなにかが王の体をむしばんでいるのか。

「お、おい、大丈夫か？」

　拳を大振りしてよろめいた王を支えようと手を差し出すレネ。

「いらん！」

　レネの手を振り払おうとした王は逆に自分の腕に振り回されるようによろめき、床に膝ひざをついた。

「年なのに無理するからだ」

「腹立たしい……。もう二〇年若ければ、おまえなど……」

「無む茶ちや言うなよ、二〇年前にオレはいないぞ」

　呆あきれたレネが手を差し出すと、王はレネの顔を透かすように見上げた。

「……確かに、レニアの面影があるな」

　王は納得したようにつぶやき、よろめきながらソファに戻った。深く息をつくと、話し始めた。

「レーネディアという名は、男子が生まれたとわかると刺客が来ると考えたレニアが女の名をつけたのだ。しかし、それも数年で露見し、私は迎えをやって城に呼び寄せる決心をした」

「それも誰だれかにバレて、事故に見せかけて殺されかけたってのか？」

「そうだ。私は信頼できる者をやって探させたが、死体すら見つからなかった……。絶望した私はすべてを放ほうり出だし、ここにいる。外との接触は日に二度の食事のみだ。それも人の顔を見ることはない」

「ちょっと待てよ。あんた国王なんだろ？　その間、誰が国を治めてるんだよ？」

「宰さい相しようがいる。それに王子にも不自由していないからな。好きにしているだろう」

「無責任すぎだろ……。そんなんだからエルーランの奴ど隷れいはなくならないんじゃないかよ」

「奴隷だと？　ばかな……禁じたはずだ……」

「今も半ば公然と売買されてるぞ。変態王子が買ったのを自由にしたし、街でも見み世せ物ものにされてた」

「……そうなのか」

　王はソファに沈み込み、顔を覆おおった。

「あんたはエルーランをどうするつもりだったんだ？」

「彼らは素晴らしい。我々と違う力を持った立派な人々だよ。私はレニアを愛し、彼女も私を受け入れてくれた。だからこそ、その剣を託したのだ」

「まあ、役には立った。ちょっと前までは」

　レネは剣にはめ込まれた緑の輝きを示した。しかし、今は輝きも小さくなっている。

「そうか、その謎なぞを解いたのだな」

「こいつはエルラ機関の新型かなにかか？」

「その逆だ。バーンエルラとはエルラ機関以前の物――つまり、試作品だ。二〇〇年前に人間とエルーランの戦いがあった。時の王がエルーランの力を研究させて造らせたものだと言われている」

「こいつが二〇〇年も前の？」

　冗談だろうとレネは改めて剣を見つめた。

　鋼はがねの剣であってもそれほど長い間錆さびもせずに無事でいられるとは思えなかった。それに刻まれた『この剣を使う者に王国を』という文字もほとんど摩ま耗もうしていない。まして、柄つかにはめ込まれた緑の輝きはそんな時の流れなど一いつ蹴しゆうするほどの力を持っている。

「不思議だろう？　しかし、その剣の本当の姿を見た瞬間に納得した。これは我々の技術では造れないものだと」

「この剣を持つ者が王になるってのは本当か？」

「本来の意味は知らん。二〇〇年前の王がどう考えたのか知る術すべなどないからな。しかし、私の知る限り三代前からそういう慣習になっている」

「それをどうしてクソババアにやったんだ？」

「レニアではない。おまえに託したのだ」

　レネはその言葉の意味に気づいて、手で遮った。

「ちょっと待て。自分がなにを言ってるのかわかってんのか？」

「私はおまえに継いでもらいたいと思ったのだ」

「――王位を、か？」

「私には他ほかになにもない。いや、今となってはそれさえもないかもしれないが……」

　王は自じ嘲ちようの笑みで唇くちびるをゆがめた。

「なんでオレなんだ？　オレの前に八人も王子がいるんだろ？」

「彼らではダメだ。エルーランと人の架け橋となるにはおまえしかいない」

「架け橋って――。それくらいなら王にならなくたってできるだろ」

「エルーランを巡る問題はおまえが考えているほど簡単ではないのだ。上に立つ者が差配しなければ解決しない。それができるのは、ふたつの血が流れるおまえだけだ」

「……そんなややこしいことにオレを巻き込むなよ」

　レネは露骨にイヤそうな顔をしてボサボサの髪の毛をかいた。

「エルーランと人間との間になにがあったか、おまえは知らんだろう。私もレニアと出会うまでは知らなかった。いや、知らぬように先祖が歴史を封印してきたのだ、二〇〇年前からな」

　そう言って王は遠くを見る目つきになった。

「かつて、エルーランと人間との間に戦いがあった。それは伝承として今も細々と語り伝えられている。しかし、争いの原因について知る者はいない……。大半はエルーラン側に非があると伝えている。だが、真実は違う。人間がエルーランの命を欲しがったのだ」

「命？　もしかしてエルラ鉱石のことか？」

　レネはリアムのところから逃がしたエルーランや自分を助けるために死んだマレルを思い出した。彼らはエルラ機関を壊して漂ただよい出したエルラを吸い込んで力を得ていた。

「知っていたか。確かに、エルーランはエルラ鉱石が身近になければ、すぐに老いてしまう。しかし、元々は鉱石ではなかったのだ。人間が鉱石という形にしてしまった。その方が使いやすいからだ」

「……元はなんだったんだ？」

「人間は空気を呼吸し、水を飲み、生き物を口にして生きている。それと同じようにエルーランには別のものも必要だったのだ。それをエルラと呼ぶ」

「どこにあるんだ？」

「いたるところにある。空気の中にも水の中にも。人間には感知できない力だ。人間の中には魔力と呼んでいた者もいたようだ。というのも、エルーランはそれを使って不思議な力を操ることができるからだ。しかし、人間はその力を欲した。そして、エルラ機関を発明した。その力を使うためにはエルラを自分たちの目に見える形にする必要があったのだ。だから、魔力を結晶化した。それがエルラ鉱石だ」

「オレたちが掘ってたのは、エルーランにとっての空気の塊かたまり……」

　レネは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「考えてもみるがいい。エルーランにとってはいきなり空気がなくなったようなものだ。人間との戦いくさの最中にどういう混乱が起こったか……」

　レネは顔をしかめて喉のどを押さえた。

「それじゃエルーランはそのせいで戦に負け、死にたえた？　いや、まだ生き残ってるじゃないか？」

「エルラは少なくはなったが、すべて結晶化したわけではない。逃げ延びたエルーランも少なからずいたのだ。それに、結晶化したものを砕けば空気にエルラが溶けるらしい。エルラ鉱山の近くにいれば、自然とそれを吸収できるようだ」

「それは……オレも感じてた……」

　何度も引っ越ししたが、毎回エルラ鉱山の近くだったのだ。その方が仕事があるからと思っていたが、そうではなかった。レニアは鉱山の近くでしか生きられなかったのだ。

「レニアは……老いたか？」

　レネの口ぶりから感じ取ったのか、王は不安げに尋たずねた。

「三年ほど前から急にな」

「……そうか……。あの美しいレニアの姿を何度夢に見たことか……。もっとも、私もこの体ていたらくだがな」



    

  
    
      



    

  
    
      　王は自じ嘲ちよう気味に口元をゆがめると、真顔に戻ってレネを見た。

「レーネディア、おまえに――」

　いきなり王の言葉が途切れた。

「どうした？　年なのに無理してしゃべりすぎて疲つかれたか？」

　レネがからかい半分で言う。が、王の視線はレネの頭上を越えて別のなにかに向けられていた。

「どうした？」

　不審に思ったレネが背後を振り向こうとした。

　その瞬間、いきなり王は身を起こしたかと思うと、猛もう然ぜんとレネに跳びかかった。これまでの力ない動きからは想像も出来ないほど素早く、レネはまったく反応できない。

「なんっ――」

　両手で突き飛ばされたレネは軽々と二メタほど飛ばされ、床を転がった。あのやせた体のどこにこれだけの力があったのか。

「なにすん――」

　なにかに頭をぶつけて視界がぶれる中、身を起こしたレネは王を見た。うつぶせに倒れた王の胸の辺りからどす黒いシミが広がっていくのが見える。

「血……？　おいっ！」

　駆け寄ると、強烈な血けつ臭しゆうが鼻をついた。それにはかまわず体を抱き起こすと、細い矢が深々と突き刺さっていた。そこから井戸をくみ上げるように止めどなく血があふれ出している。

「おい、しっかりしろ！」

「逃げろ……レーネディア……」

　王はほとんど聞こえない声でささやいた。

「おいこら！　クソババアに会わずに死ぬつもりかよ!!」

　傷はすでに手の施しようがないと一目でわかった。意識をはっきりさせようと罵ば声せいを浴びせるが、王の顔はどんどん血の気がなくなっていく。

「どこだ!?　どこから撃ちやがった!?」

　レネは背後を振り返ろうとしたが、王はその肩をつかんだ。

「逃げろ……時間が……ない……おまえが捕まってはエルーランの未来は……ない――」

「っていわれたって、放ほうっておけるわけ――」

「逃げるのだっ！」

　王が震える手でレネの胸を押しやった。

　思いがけない強い力によろけたレネは王の目を見て動きを止めた。鋭するどい眼光は行けと叫んでいる。

「お、親父おやじ――」

　思わずつぶやいたレネに微笑ほほえみを浮かべ、王は力尽きたように首を床に落とした。

　血が床の絨じゆう毯たんに広がっていくのをレネは茫ぼう然ぜんと見つめていた。エルーランに自分を産ませ、見捨て、エルーランを奴ど隷れいにしている自分勝手な親父おやじを殴ってやろうと振り上げた拳こぶしは、相手を見失ってしまった。しかも、自分をかばって命を投げ出すほどに深い想おもいを抱いていたのだ。

「……くそっ！　誰だれが殺やった!?」

　叫びを放って立ち上がると、背後を振り返る。そこには壁しかない。だが、狙ねらうとすればそこからしかないはずだ。

　レネはバーンエルラの大剣を抜き放った。少し前の戦いで沈黙してしまった剣は、しかし、再び重い唸うなりを発して見えない刃やいばを現した。それを不思議と思う余裕もなく、レネは壁に突進し、剣を頭上から振り下ろした。

　手て応ごたえはやはりない。

　それでも壁には確かに斬きれた線が走っていた。しかし、これでは通り抜けられない。

「ちくしょうっ！」

　剣を引き戻し、怒りを叩たたきつけるように剣を突き出した。

　その瞬間、レネの感情が乗り移ったかのように剣が震えた。鍔つばの根元にある緑の石が輝きを増し、ブンッと唸りを発した。壁に見えない力が叩きつけられ、破壊音と共に白いホコリが舞い上がる。

　ホコリが収まると、壁にはちょうどレネがくぐれるくらいの穴が空いていた。

　剣は炎が消えるように輝きを失い、見えない刃を消してしまった。緑の輝きも色をなくす。レネはそれに気づいているのかどうか、ほとんど無意識のうちに剣を収め、部屋に踏み入った。

　そこは狭い部屋だった。部屋というよりも倉庫のようなものだろうか。誰の姿もないが、誰かが座っていたようなイスがあった。座面に手を当ててみると、かすかに温かい。

「どこ行きやがった!?」

　ドアを蹴けり開けて廊ろう下かに出る。

　誰の姿もない。しかし、遠ざかる足音が聞こえていた。廊下の角を曲がって消えていく。

「待てっ！」

　駆け出したレネが角を曲がった途と端たん、

「いたぞ！」

　階段を上がってきた近衛このえ兵へいの一団がレネを指さした。

「くそっ！」

　レネはどうしようかと一瞬迷い、引き返すしかないと判断した。廊下の突き当たりまで戻ると、背後で叫びが上がる。

「陛へい下かが殺されたぞっ！」

　血相を変えた近衛兵がレネを追ってくる。

　手際がよすぎると感じたが、今はそれどころではない。

　と、窓を叩たたく音と共に声が聞こえた。

「ご主人様、こっちです！」

　メイロンが窓際で手招きしていた。

「ちょっと反則やけどな」

　窓から逆さになって顔を出したメイレンが近衛このえ兵へいに向かって何かを投げつけると、廊ろう下かにパッと白い煙が広がった。咳せき込こむ近衛兵は動きを封じられる。

「今のうちに！」

　メイロンにうながされ、レネは窓に駆け寄った。上半身を外に出し、外壁をつかんで引き上げる。

　その時、煙の中から腕が飛び出し、レネの右足首をつかんだ。

「待て、賊ぞくめっ！」

　ヘルメットをかぶった近衛兵が顔を出し、叫んだ。

「誰だれが賊だっ！」

　両手で壁をしっかりとつかんだレネは左足で近衛兵の顔面に蹴けりを入れた。ガンッと激しい音を発してヘルメットが吹っ飛び、近衛兵は鼻から血を噴き出した。

「……よ、よくも、この、私の顔をっ！」

　落ちたヘルメットから三つ編みの鮮やかな茶色の髪がこぼれ、近衛兵は顔中血だらけになりながら叫ぶ。

　レネはさらにもう一発蹴りを放ち、足首をつかんだ手が離れたところで、壁をよじ登って屋上に出た。

　すぐ上に兵士が倒れていた。メイレンがやったのだろう。

　屋上を走り、城の北側に出る。時計塔から見たとおり、こちら側の屋根と壁は真まっ直すぐに切り立つ崖がけのようになっている。その下には水路。

　五階建ての王宮の屋上から見下ろす光景は想像以上だった。城壁よりも時計塔よりも上にある。

「さすがに高いな」

　自分で計画を立てたとはいえ、この高さ。そして、水路の幅は近くで見るよりかなり狭く感じられた。もし、目測を誤れば地面に叩きつけられる。

「ご主人様、来ます！」

　メイロンの声に背中を押され、レネは水路に向かって身を躍らせた。
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　両手をそろえて突き出し、頭から水面に突っ込んだ。

　衝撃が脳天に突き刺さり、一瞬、気が遠くなった。水を飲みそうになり、必死になって両手を動かし、水面を目指す。

「くそっ！　どうなってやがんだっ!!」

　水面に上がったレネは息と共に叫びを吐き出した。叫びながら、水路の護岸に向かって泳いだ。

　水路は幅一五メタ。すぐにたどり着いたが、石組みの護岸がかなり高い。しかも、コケや水草で滑すべってつかめない。

「レネ！　こっちよ!!」

　跳び上がろうともがいていると、背後から声が聞こえた。振り向けばティナが船の上から手を差し出していた。

　レネは懸命に手を伸ばす。

　ティナはレネの表情を見て息を飲み、その手を力強くつかんだ。全身の力を使って船に引っ張り上げる。

「……なんて顔してるの」

　甲かん板ぱんに仰あお向むけになってぐったりしたレネを見て、ティナがつぶやく。

　レネはふっと顔をそらして両手で顔を覆おおった。顔をふくようにこすり、垂れてくる前髪を跳ね上げる。

　後から船に上がってきたメイロンがレネの顔を見て一瞬目を輝かせたが、様子がおかしいのに気づいて口をつぐむ。

「それで、殴れたの？」

　ティナがためらいがちに訊きくと、レネは声にならない声で答えた。

「……ああ。殴ったし、殴られた」

「国王に殴られた？　豪快な王様ね。なんて言ってたの？」

「謝って……死んだよ……」

　ぽつりとつぶやいたレネの答えをティナは愕がく然ぜんとした顔で聞いた。

「死んだって、まさか……殺したの？」

「冗談じゃない！　誰だれかに殺されたんだ!!」

　レネは拳こぶしで甲板を殴った。

「誰かって？」

「わからない……。隣の部屋から撃たれた。オレを狙ねらったのかも知れないし、王だったのかも知れない」

「そんな……まさか……」

　ティナは予想もしなかった結果に言葉を失った。なにかが起こる気はしていたが、そんな結果になるとは考えてもいなかった。

「そんな……ご主人様はやっとお父上と会えたのに……」

　そばで聞いていたずぶ濡ぬれのメイロンがしゃくり上げる。

「おまえが泣くことないって」

　反射的にレネはメイロンの濡ぬれた髪をくしゃっとした。

「ほら、おまえの好きだっていう髪型だぞ」

　レネは髪を後ろに寝かせた自分の顔を示す。

「はいぃ、嬉うれしいですぅ……」

　泣き笑いをするメイロンの髪をくしゃくしゃにしたレネはシャルに目を向けた。船室から出てきたシャルは固く唇くちびるを閉ざして立ち尽くしていた。

「……そうだよな。国王はおまえの父親でもあるん――」

　ところが、シャルは珍しくはしゃいだ声でレネの言葉を遮った。

「さあ、お兄様！　いよいよ禁断の逃避行、水上編の始まりですわよ!!」

　大げさな身振りで船を示すシャル。

「シャル、おまえ――」

「お兄様、気を使ってくださらなくても結構ですわ。父といっても直接会ったのは物心もつかない頃ころですから……」

　どこか強こわばった声で言うと、シャルはまた明るい声に戻った。

「どうです、この船は？」

「……あ、ああ、助かったよ、シャル。立派な船だな」

「本当でしたら、もっと大きくて、ロマンティックな船がよかったですけれど、この水路は浅いのでこれくらいが精一杯らしいですわ」

「充分だよ」

　残念そうに言うシャルだが、レネは船を見て首を振った。もっと小さなボートを想像していたのだ。しかし、これなら五人が余裕で寝られるし、機き甲こう馬ばよりも広いくらいだ。幌ほろではなく、ちゃんとした屋根のある船室もついている。いったい幾らしたのか、恐ろしくて訊きけない。

「では、船の代金の代わりをいただきますわ。まずは熱い抱ほう擁ようと口づけから――」

　シャルがレネの首に腕を回そうとすると、鋭するどい声が割り込んだ。

「騙だまされないで。お金を出したのは私だから」

　シャルが眉み間けんにシワを寄せてティナをにらんだ。

「ええ、そうでしたわね。急に『ここは私が出すわ』なんていうんですのよ。気が利かないったらありませんわ」

「助かった」

　レネは苦笑いを浮かべてティナに礼を言う。

「別にあなたのためじゃないのよ」

　ティナは素っ気なく答えたが、必要以上に力がこもっているようにも感じられた。

「まったく。お兄様の抱擁が欲しいんでしたら素直になればどうですの？」

「そ、そんなんじゃないわよ」

　今度はティナがシャルをにらみつける。

「まあいいですわ。愛は障害があった方が燃え上がるものですから」

　さほど残念そうな様子も見せず、シャルは船室に入ろうとする。

　ニヤニヤしながら成り行きを見ていたメイレンがそれを呼び止め、指さした。

「あんたの好きな障害が向こうから来たみたいやで」

　指の先には王宮から駆け出してきた近衛このえ兵へい。長弓銃を構えて撃ち始めた。矢がかろうじて届く距離だ。

「ほな、行くで！」

　メイレンが船尾のエルラ機関に駆け寄る。

「出来るの？」と追いかけてきたティナ。

「うちを誰だれやと思てんのや？　メイロンの姉やで」

「だから不安なんですわ」

　シャルが顔をしかめた途と端たん、メイレンはエルラ機関のボタンを押した。

　ブウンとエルラ機関の低い唸うなりが響いたと思うと、船はグンッと船首を上げた。水面を切り裂き、白い波を蹴け立たてて走り出す。

「もっと丁てい寧ねいな操縦をしてちょうだい！　まったく、なってませんわ!!」

　よろめいて頭を柱にぶつけたシャルが抗議の叫びを上げる。

「しっかりつかまっときや！」

　メイレンは声を張り上げ、さらにスピードを上げた。

　船室の前に立つレネは遠ざかる王宮を振り返った。

　激しい風が髪をなぶり、普段隠されたレネの目を朝の光にさらす。

　その瞳ひとみは哀かなしみとも怒りともつかない複雑な感情に沈み、固く握りしめられた拳こぶしは振り下ろす先を見失って震えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
　近衛このえ隊たい小隊長ジャック・ジャックスははっきりいえば下したっ端ぱだった。小隊長とはいえ、受け持ちは全部で九九ある小隊のうち、下から数えた方が遙はるかに早い九五番目なのだ。

　それが今、こともあろうに宰さい相しようオルバソンの執務室で頭と、そして、三つ編みにした明るい茶髪を垂れていた。

「ジャックス、貴様は陛へい下か暗殺犯の顔を見たそうだな？」

　老宰相が厳いかめしい顔で訊きく。

　顔を上げたジャックスは鼻が赤く腫はれ上あがり、血をふき取った跡がまだはっきりと残っていた。

「はい！　この私の目でしかと見ました。忘れることなど金輪際ございませんとも！　その上で、賊ぞくを一いつ旦たんはこの腕でつかみながらも取り逃がしたことは責任重大であり、いかなる叱しつ責せきをも――」

　ジャックスの大声にオルバソンは顔をしかめ、黙れというように手を振った。

「よかろう。では、貴様を国王陛下殺害犯の討とう伐ばつ隊たい隊長に命じる。速すみやかに追跡を開始し、必ず捕とらえるのだ」

「……は？」

　ジャックスはなにを言われたのか理解するのにたっぷり三秒かかった。てっきり賊を取り逃がしたことへの叱責あるいは処罰だと思っていたのだ。それもかなりきつい処分に違いないと。でなければ、中隊長でも大隊長でもなく、宰相直々に呼ばれるわけがない。

「……この私が、ですか？」

「そのとおりだ。言うまでもないが、これは重大な任務だ。心して当たるように。おまえの小隊の他ほかに九六と九七小隊も率ひきいていけ。副隊長としてこちらからひとり人選して加える。よいな？」

「あ、ありがたき幸せ！　必ずやこの手であやつめを引っ捕らえ、閣下の面前に引き出してご覧に入れます!!」

「では行くがよい」

「はっ！」

　ジャックスは大おお仰ぎように敬礼すると、宰相の部屋を辞した。

「よーし、来ましたよーっ！」

　ドアを閉めた途と端たん、ジャックスは拳こぶしを握りしめて快かい哉さいを叫んだ。

　廊ろう下かを歩いてきた召使いが目をあわせないようにこそこそと歩き去っていく。姿が見えなくなってから押し殺した笑い声が聞こえてきた。しかし、そんなことは些さ細さいなものだ。

「フフフ……。笑わば笑うがいい。ついにこの私の出番が来たのです。苦節二三年。王の息子として生を受け、母が娼しよう婦ふだったというだけで虐しいたげられ、ようやく近衛兵に取り立てられて早五年。ついに！　ついにこの時がやってきました!!　小隊三つということは中隊クラス。しかも、この任務を成功させれば出世は間違いありません。そして、頭角を現し、目にも止まらぬ速さで出世。やがては宰相、いや、国王に――」

　ぶつぶつとつぶやきながら廊ろう下かを歩く。

「よーし、待っているがいい、レーネディアとやら！」

　ジャックスは高らかな笑いを放ちながら王宮を出た。



　小隊長が立ち去った後の執務室に、隣の私室からふたりの人物が入ってきた。

「あのような者に任せてよろしいのですか？　レーネディアとアルティナは私が始末するつもりでしたが」

　商兵部長ミーガン・クライズがうさん臭そうにドアの方を見て不満そうに訊きく。廊下からかすかに笑い声が聞こえてくる。

「楽しそうな男ではないか。商兵を使うまでもない。それに国境が不ふ穏おんな様子だ。兵力は残しておきたい」

　穏やかな声こわ音ねで答えたのはデュラン・マルト・バイヨン――第四王子である。

「ヨルク帝国ですか」

「まったく、面倒な場所に居留地など作ったものだ、エルーランどもは」

　デュランはうんざりした顔でため息をついた。

「それにあの近衛このえ隊たい長ちようならばちょうどいいだろう。嘘うそか真まことかはわからんが、名目上の立場としては国王の血を引いているというのは理にかなう。敵かたき討うちとしても、近衛の仕事としてもな」

「確かに捨すて駒ごまとしては手て頃ごろですな」

　オルバソンが言うと、デュランは笑みを浮かべながらたしなめた。

「継承順位は下位だが仮にも兄だ。言葉を選べ」

「失礼いたしました」

　オルバソンは真面目まじめに頭こうべを垂たれる。

「あの男の継承権は何番でしたか？」とミーガン。

「四五番だったか？」

　デュランが問うと、オルバソンは頭の中に系図でもあるのかすぐに答えを弾はじきだした。

「四八番でございますな」

「よくもそれだけ息子を作ったものだ」

　デュランは呆あきれた顔でため息をついた。

「もうこれ以上増えはしませんが」

　オルバソンはおもしろい冗談を言ったというように低く笑い、付け足した。

「エルーランとの子に王位を継がそうなど、くだらぬ考えをもたれる困った王でしたな」

「いや、死者に鞭むち打うつのはやめよう」

　デュランはこの話題は終わりだとばかり、ミーガンに問いを向けた。

「例の件はどうなっている？」

「すでに兵を派遣しております。間もなくヤンネ村に到着するかと」

「わかった。手荒なマネはしないようにな。王がただひとり執しゆう着ちやくした女だ」

「心得ております」

　ミーガンは頭こうべを垂たれた。
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「あのう、ご主人様……？」

　メイロンが恐る恐るといった様子で声をかけた。

　穏やかに揺れる船の甲かん板ぱんで、レネは一心不乱にナイフを持った手を動かしていた。

「……今日も酸すっぱい魚ですかぁ？」

　レネは釣ったばかりの魚を慣れた手つきで三枚に下ろしている。慣れたというより、機械的という方が正しいのかもしれない。ほとんど手元も見ずに次々にさばいていく。

「ああ……」

　レネは応じたが、どこか上うわの空そらだ。

「あのぅ、もう充分じゃないかなって思うんですけどぉ……」

　ほとんど泣きそうなメイロンの声にレネはようやく横の器を見た。手のひらくらいの大きさの魚が二〇匹以上、山になっている。

「ああ、そうだな」

　レネはメイレンから借りていたナイフを床に刺すと、切り身に塩をして、袋から酢を振りかけ始めた。

　それを見てメイロンは肩を落とす。

「もう三日も酸っぱいお魚ばっかりですよぅ……」

　船が進むのは大河バイールの下流だ。釣れるのは味が淡泊な淡水魚ばかりで、しかも、日ひ頃ごろは料理に一手間かけるレネがえんえんと酢でしめた魚ばかり作り続けている。日頃は大喜びでレネの料理を食べるメイロンだが、さすがに辟へき易えきしていた。本当のペットならば、耳も力なくたれ下がっているところだ。

「せめて焼き魚が食べたいですわ」

　船尾にいたシャルは漂ただよってきた鼻をつく酢の匂においに、はあっと大きなため息をついた。

「……まあ、船の上だしね。岸に着けるのもまだ危険だし」

　隣で船の舵かじを取っていたティナはそう言った。

「そういう問題かしら？」

「もうしばらくそっとしときましょう」

　ティナは首を伸ばして船首方向のレネを見た。

「でも、そろそろどこか安全なところをみつけて上陸しないと。食料も補給しないと、私たちの方がやばいわ」

「目星はありますの？」

　シャルの問いにティナは唸うなった。

「こっちの方には来たことがないからあまり自信はないわ。このまま海まで出るのも手かもしれないわね」

「この船で海は無理ではありませんこと？」

　シャルは心こころ許もとない様子で自分の足元を見た。河を行くくらいなら頑丈に感じられるが、海の波に耐えられるとは思えない。

「海岸線に沿って進むくらいなら大丈夫でしょ」

「だったらいいんですけど……」

　シャルは不安そうにつぶやいたが、すぐに視線を船首に向けた。

「まあ、それより大きな問題はお兄様ですわね」

　レネは王宮から脱出して以来、ずっとあんな様子だった。なにがあったのか、詳しい話も聞けずじまいだ。

　多分、とティナは想像している。

　父である王を殴るという単純な考えで出発したというのに、それが目の前で父を亡なくし、しかも、その嫌けん疑ぎが自分にかけられるという現実に直面して悩んでいるのだろう。しかし、このままでは時間ばかりが無む為いに過ぎていく。

「なにかショックを与えないと無理かな……」

　ティナがぽつりとつぶやくと、シャルがにこっと笑った。

「それでは、私が――」

「却下」

「聞きもしないで失礼ですわね！」

「どうせ、夜よ這ばいをかけるっていうんでしょう？」

「あら、いけません？　傷ついた心を献身的な妹の愛で癒いやすのですわ。ふたりの間に禁断の――」

「いっそのこと四人で襲ってしもたらええんや」

　船室の屋根に寝転がっていたメイレンが楽しそうに提案してきた。

「あ、あのね……」

　ティナは頭を抱えた。

「どうしてそういう話になるのよ」

「そやかて、男ゆうもんはスケベなもんやし、レネはんかて一人前の男やろ？　ええ女が四人もおるんやし、いっせーのせーで襲ったら元気も出るやん」

「ごっ、ご主人様はそんなんじゃないですよぅ！」

　メイロンが顔を真っ赤にして声を上げた。

「お子ちゃまは黙っとき」

　メイレンがピシッと指を突きつける。

「お子様じゃないですよぅ」

　メイロンは頬ほおを膨ふくらませた。

「立派なお子様ですわね」

　シャルもばっさり切り捨てる。

　と、そこへ船首からレネのどこか呆ほうけたような声が飛んできた。

「おーい、飯だぞー」

　途と端たんにシャルの顔がしかめられた。

「私は遠えん慮りよしますわ」

「愛いとしのお兄様の手料理ならなんでも食べられるんじゃなかったの？」

　ティナがからかうと、シャルは眉み間けんにシワを寄せてうなだれた。

「……仕方ありませんわね」

　肩を落としたシャルは船首へと歩いていった。

「でも、ホントにそろそろ立ち直ってもらわないと困るのは確かね」

　ティナはその光景をながめ、なにかいい考えはないものかと首をひねった。



　翌日は天気もよく、遠くまで見渡せた。

　風は向かい風だが、エルラ機関の動力は物ともせずに船を推し進めている。

「おかしな臭いがしませんか？」

　メイロンは眉間にシワを寄せてクンクンしていた。

「また酢じゃありませんの？」

　シャルがうんざりした顔で言う。

「そうじゃないです。なにか生臭いような……」

「腐った魚ですわ、きっと」



    

  
    
      



    

  
    
      　シャルは鼻をつまんで応じた。

　と、船首に立っていたメイレンが声を上げる。

「海や！」

　ティナが立ち上がって前方を見ると、左右に続く河岸が途切れていた。その向こうには青々とした水平線しかない。

　メイロンがかぎ取ったのは、いつの間にか風に混ざっていた磯いその香りだったのだ。

「ご主人様、海ですよ、海！」

　メイロンが興奮した声を上げる。

「……ん？　ああ」

　船室で仮眠を取っていたレネはなんとなくという様子で起き上がり、前方を見た。

　バイール河も下流まで来ると幅五〇メタを超える広さがあるが、その先はさらに広がっていた。一面が輝く水面。果てがない。陽光を浴びてまばゆいくらいの銀色に輝いている。

「あれが海か……。でかいな」

　レネが茫ぼう然ぜんとつぶやく。

　ちょっとは違う反応があったと、メイロンは期待してレネを見た。が、すぐに顔を曇くもらせる。レネの表情にはまだ力がなかった。

「それで、どうしますの？」とシャル。

「海岸線に沿って南下するわ。船を着けられる場所を見つけて上陸しましょ」

　ティナは河口から出たところで舵かじを南に切った。

　岩場の続く海岸線に沿ってしばらく進むと、砂浜が見えた。

　人ひと気けがないのを確認して、船を浜に着ける。メイロンとメイレンが真っ先に海に飛び降り、ロープで船を浜に引っ張り上げ始めた。

「四日ぶりの陸ですわ！　あら？」

　飛び降りたシャルはなにもないところでよろめいた。上う手まく歩けないのを見て、ティナが笑った。

「ずっと船の揺れに慣れてきたから、揺れない地面の上に立って体が戸と惑まどってるのよ。しばらくしたら戻るわ」

「な、なんてことありませんわ！　砂に足を取られただけです」

　シャルはそう言い放ち、歩き出す。が、砂浜に残る足跡は右に左に蛇行していた。

「まずは火をおこして、パンを焼きましょうか」

　ティナが言うと、メイロンたちは歓声を上げて作業を始めた。

　海岸は白く細かな砂が広がり、奥には潅かん木ぼくが茂しげっている。流木も幾つか打ち上げられている。メイロンたちは薪まきにするために流木と潅木を集め始めた。

　砂地と土の狭はざ間まくらいに即席のかまどを造り、火が燃えるのにそれほど時間はかからなかった。

　さっそくティナが小麦粉を練ねって生地を造り始める。鍋なべに丸めた生地を並べてフタをする。メイロンはまだ酢でしめていなかった魚を枝に刺し、かまどの前に突き立てて放置。

「焼けるまで休憩！」

　ティナが立ち上がって声を上げ、上着を脱いで海岸に向かった。

「ほら、レネ。泳いだら？」

　陽気に声をかけたが、海を見つめるレネの反応は鈍い。

「後から行く」

　上うわの空そらで応じる。

　反対にメイロンははしゃいで駆け出した。

「わーい、海～！」

　メイロンは波打ち際に座り込んでいたシャルを見て足を止める。

「シャルさんは？」

「海水はお肌によくないから結構ですわ」

　刺し繍しゆうの入ったハンカチを頭にかぶって面倒そうに答えるシャル。

「そんなこと言わないでくださいよぅ」

「ほな、行くで！」

　後ろから忍び寄ってきたメイレンがシャルの腕をつかみ、すかさずメイロンがもう片方の腕をつかんで抱え上げた。

「ちょっとあなたたち!?」

　シャルが抗議した瞬間、体がフワッと浮いた。落ちる感覚がしたと思ったら、尻しりから水に叩たたきつけられた。

「やりましたわね……」

　ずぶ濡ぬれになりながらメイロンとメイレンを振り返る。

　その途と端たん、水が顔面に浴びせかけられた。

「油断大敵やな」

　メイレンが両手にすくった水を放ったのだ。

　真っ赤になったシャルはティナに八つ当たり気味の叫びを上げた。

「あなた、あの野や蛮ばんな姉し妹まいをなんとかしてちょうだい！」

「実力で勝負しなさい。でも、武器はなしでね」

　ティナは笑いながら海に入っていった。

「わかりましたわ。見ていなさい！」

　シャルはいきなりしゃがみ込んで足元でなにかし始めた。

「覚悟なさい」

　立ち上がったシャルは紐ひもを持ってサンダルを振り回しながらメイレンに向かっていった。

「反則やん！」

　メイレンが横っ飛びで攻撃をかわす。

「あら？　これは武器じゃありませんわ。ただの靴くつですのよ」

　小悪魔のような笑みを浮かべ、シャルはメイロンに狙ねらいを変えた。

「ほらほら！」

「はうう……」

　メイロンは頭をかばいながら逃げると、

「えいっ！」

　かけ声と共に勢いよく両手のひらを水面に叩たたきつけた。派手な水みず飛沫しぶきがまき散らされ、メイロンはシャルがひるんだ隙すきに姿を消した。

「ひ、卑ひ怯きような手を……」

　顔をふいたシャルはメイロンを探して水をかけ始めた。あっという間に全員ずぶ濡ぬれになってしまう。

「あれ？」

　ふと、はしゃいでいたメイロンが立ち止まって周囲を見回した。

「ご主人様は？」

　レネの姿はいつの間にか消えていた。



　レネはというと、四人から離れて海岸線を歩いていた。

　皆が自分を気づかっているのは感じていた。王が殺されて動転していると思っているのかも知れない。確かにそれもある。しかし、それ以上にレネは迷っていたのだ。

　これからどうすればいいのか。それがわからない。勢いでやってきたものの、途中でエルーランを救うという目的が加わった。それも本来の目的――親父おやじを殴って改心させれば済むかと思えば、予想外の結末がついてきた。思ってもいなかった想おもいを告げられたのだ。

　――王位を譲りたい。そして、エルーランと人間の架け橋になって欲しい。

　まさか、だ。王子だということすら、ついこの間まで知らなかったというのに、現実味のまるでない話だ。しかも、継承順位九位となれば可能性はかなり低い。おまけに、目の前で王を殺され、自分に疑いがかけられている。なにから手を着ければいいのか、皆目見当がつかない状況に放ほうり込まれてしまった。

　どうすりゃいいんだ？

　考えながら歩き出し、気がつけば砂浜を抜け出して、岩場にやってきていた。靴くつが踏みしめる地面の感覚が変わって、ようやく気づいたのだ。

　かなりの距離を歩いたのはわかった。振り返っても四人の姿は見えない。海岸線が大きく弧を描いているせいもあるだろう。

　ふと見ると、一〇メタほど離れた波打ち際に人影があった。

　黒い大きな岩があり、その手前に隠れるようにして屈かがみ込こんでいるのは女性のようだ。

　レネに向けられた背中を長い黒髪が覆おおっている。体は濡れているところを見れば水から上がったところのようだが、髪は濡れていない。着替えでも入っているのか、脇わきにバスケットが置いてあった。

「どうかしたか？」

　動かないのを妙に思って声をかけた途と端たん、

「きゃあっ!?」

　悲鳴を上げて振り向かれた。

　年はレネと同じくらいか。きりっとした顔立ちは少年のようだが、隠しようもないのは胸の膨ふくらみ。水遊び用の服は濡ぬれて少し肌が透け、艶つやっぽい。

　妙に思えたのは、振り向いた時、その胸よりも頭を押さえていたことだ。

「あー、そんな驚おどろくなよ」

　レネはなだめるように言った。

　なんだか、あんな悲鳴を聞いたのは久しぶりで新鮮だ。刺客のメイロンたちはいうまでもなく、ティナもシャルもあんな悲鳴を上げるタイプではない。

　立ち上がった少女はレネより一〇セメタほど低く、引き締まった体をしていた。

　見れば、左足首に血がにじんでいる。

「怪け我がしたのか？」

「たいしたことない。ちょっと足を……」

　かばうようにしているところをみると、痛いのかもしれない。

「見せてみろ」

　レネは返事も待たずに少女の足元に屈かがみ込こんだ。

「貝殻か？」

　海は初めてだが、湖で貝殻の破片で切ったことはある。結構よく切れるのだ。しかし、傷口はミミズがのたくったような跡になってはれており、血が流れていた。

「いえ、なにかに刺された……みたいです」

「毒があるといけないな」

　そう言うや、レネは傷口に口をつけた。

「なっ!?　なにを――」

　驚いて足を引っ込めようとする少女。

　レネはそれにはかまわずに傷口から血を吸い出した。

「ああ……っ……」

　少女はブルッと震え、なにかに耐えるように唇くちびるをかみしめる。

　血を吐き出したレネは傷口を確認して大丈夫そうだとうなずいた。

「毒が入ってたらマズいからな。それにツバには傷を治す力もある。よく『なめとけば治る』って言うだろ？」

「そ、そう、ですか？　知らなかった……」

　少女は顔を赤らめてささやくようにつぶやく。

　レネは自分のシャツの裾すそを切り裂き、包帯代わりに足に巻きつけた。

「ありがとう……」

　礼を言い、足を少し動かして、顔を曇くもらせる。

「大丈夫か？」

「ちょっと痛いけど、たいしたことない……です」

「家まで送るか？」

「い、いや、ご心配には及ばない……です。すぐこの上の――いや、あの、町なので」

　途中に妙な間があった。

「町があるのか。なんて町だ？」

「レードです」

「ふうん。ま、歩けそうならいいんだ」

「はい」

　と、その時、

「レネー？」

　ティナの呼び声が聞こえてきた。

「ご主人様ーっ！」

　メイロンたちの声も聞こえてくる。

「レネ……さん？」

　それまでうつむきがちだった少女が突然顔を上げてレネの顔をジッと見た。黒髪からは想像できない淡い色の瞳ひとみがレネを見つめる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ、オレの名前だ」

「……あなたが……そうなんですね」

　少女は小声でつぶやくと、近づいてくる呼び声の方に注意を向けた。

「女の人の声ばかりですね」

「ああ、そういやそうだな」

　レネは今になって気づいたというようにうなずく。

「もてるんですね」

「そういうわけじゃない。なんというか、なりゆきで仲間になったようなもんだ」

「……仲間、ですか」

　少女の目がすっと細くなった。すぐに真顔に戻り、

「もう大丈夫。ありがとう……ございました」

　どこかぎこちなく礼を言うと、急に声をひそめて早口で付け足した。

「もし、城に行くなら、用心した方がいい」

「どういう――」

　レネが訊きくより早く、少女はカバンを持ち、足をかばいながら歩き去ってしまった。

　なんだったんだ、今のは？　忠告？

　少女の背中を見送りながら、レネは首をひねった。

「あ、ご主人様！　ダメですよ、ひとりで遠くに行っちゃ」

　メイロンが跳んできた。

「どうしたの？」

　ティナが岩場を登っていく少女の後ろ姿にチラッと目をやって尋たずねた。

「いや、あの娘が怪け我がしててな」

　レネは何でもないと肩をすくめた。

「なんや、地元の女を襲ってたんか？」

「イヤですわ。ここにこんなにいい女がいますのに、まだ満足できませんの？」

「人聞きの悪いこといわないでください！」

　メイレンとシャルの言葉にメイロンが言い返し、レネの腕をつかんだ。

「それよりパンと魚が焼けてますよ、ご主人様」

　レネはメイロンに手を引かれて歩き出し、ふと思い出した。

「そういや、名前訊くの忘れてたな」
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「やっぱり、魚は焼いた方が美お味いしいですぅ……」

　メイロンは涙を流しながら、自分で焼いたただ塩を振っただけの焼き魚を頬ほお張ばっている。

「泣きながら言うなよ」

　レネは呆あきれて、串くしに刺した魚にかぶりつこうとして手を止める。

「違いますよぅ。煙が目にしみるんですぅ……」

　確かにまだ湿った薪まきなので火の勢いがなく、煙ばかりが出ている。とはいえ、涙が出るほどメイロンがかぶっているわけではない。

　突っ込まない方がいいかと、レネは魚を食べ始めた。一口食べて、なんの気なしにふっと感じたことを口に出してしまう。

「塩加減がいまいちだな。それと、もう少し火から遠ざけた方がふっくらと――」

「ど、どうせ、ご主人様の腕には敵かないませんよぅ……」

　メイロンは頬ほおを膨ふくらませて、自分が焼いた魚をじっと見つめた。

「い、いや、そうじゃなくて……」

　レネは慌てて取りつくろったが、他ほかの三人の視線が突き刺さった。

「悪かった……。そうだよな、文句があるなら自分でやれって話だ」

　頭をかきながら言うレネを見て、ティナは首を振る。

「そういう意味じゃないんだけど……」

「ご主人様は悪くありませんよぅ」

「いや、悪いのはオレだ。すまん」

「そんなことありま――」

「ほな、また食える料理作ってくれるんやな」

　メイレンがメイロンの声を遮って、念を押すようにニヤッと笑う。

「わかったよ」

　レネが答えると、メイロンの顔がぱあっと輝いた。

「……う、嬉うれしいですぅ」

「わかったから泣くな」

　メイロンの肩を叩たたくレネに、ティナもどこかホッとしたように笑った。

「これじゃ、どっちが主人かわからないわね」

「ホントですわ。お兄様ったらだらしない。ガツンと言うべきですわ」

「そう言いながら、嬉しそうなんやけど？」

　メイレンがシャルの表情に指を指す。

「当たり前ですわ。お兄様のお料理ならどんなものでも美お味いしくいただけますから」

「あれ？　酢漬けには文句言ってへんかったか？」

「……あ、あれは、あれですわ。毎日はちょっと……」

　シャルはもごもごと口の中でつぶやいた。

「まあ、ちゅうわけで、皆がケンカせんように頑張ってや、レネはん」

　メイレンが言い、ようやく場の雰囲気がいつものように戻った。

「そういや、この上にレードって町があるみたいだな」

　レネは少女との会話を思い出して言った。

「レードっていうと――」

　ティナが言うより早く、シャルが声を上げた。

「それならマーティン・レードの町ですわ」

「こないだ襲ってきた連中の雇やとい主ぬしか！」

「そうね。第七王子よ」

　今度はティナが答える。

「……そうか。ここにいるのか」

　レネは小さく唸うなった。どうするかと考えていた問題が早速突きつけられてしまった。

「どうするの？」

「礼をしなきゃならんし、一応、訊きいてみた方がいいか……」

　レネはあまり気乗りしなさそうにため息をついた。それに気づいたティナが不思議そうな顔をした。

「どうしたの？　自分が剣を持ってることを知らせる手紙を出した王族を捜すって言ってなかった？」

　メイロンにレネ暗殺の依頼をした第八王子リアムは、レネが王位継承の証あかしであるバーンエルラの大剣を持っていると手紙で知らされていた。差出人は不明だが、その情報は王族以外に知り得ない。その後のギャンニにもその手紙が届いていた。国王を一発殴るという目的が消きえ失うせた今、差出人を捜すことはたったひとつの明確な目標であるはずだった。

「……そうだな」

　レネの答えには妙な間があった。そして、自ら気合いを入れるように声を上げて立ち上がる。

「とにかく、食料も少ないし、町に行ってみるか」

「賛成です！」とメイロンも張り切って跳ぶように立ち上がる。

「ほな、まずはうちらが偵てい察さつしてくるわ」

　メイレンの提案にティナがうなずく。

「その方がいいわね。一番、顔を知られてないだろうから」

「頼んだぞ」

「はい、ご主人様！」

　メイロンがメイレンと共に駆けていくと、ティナはレネに小さく声をかけた。

「レネ、ちょっといい？」

「どうした？　またなにかあったのか？」

　警戒して周囲を見るレネ。

「そうじゃなくて。私じゃ頼りにならないかもしれないけど、悩んでることがあるなら相談してくれない？」

　ティナの言葉にレネは驚おどろいて目を見開いた。

「頼りにならない？　あんたが？」

「ほら……情けない女だしさ」

　自じ嘲ちよう気味の笑いを口元に浮かべるティナ。

「おいおい、あんたが頼りにならなけりゃ誰だれも頼れないだろ？」

「そ、そう？」

　ティナは意外な答えに戸と惑まどった。

「そうだよ。あんたがいなかったら、ここまで来られなかったんだから」

「でも……私はなにもしてないわ。ただ自分の都合につきあわせただけ――」

　レネはティナの言葉を遮り、真顔になった。

「違う違う。あんたの都合はオレの都合なんだ」

　ティナは鼓動がドクンと大きく打つのを感じた。

　どうして、こんな言葉に反応してしまったんだろうと、ティナはレネを見つめた。

　が、レネは口調を戻すと、軽く笑った。

「とにかく、ありがとうな。心配してくれて。でも、今は自分でなんとかするよ。ダメなら言うからさ」

「……わかったわ」

　と、その背後から聞こえよがしの咳せき払ばらい。

「私に内緒でなんのお話かしら？」

　シャルがティナをにらんでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「たいしたことじゃないぞ」

「そうですの？　それでは私とも内密のお話をしませんこと、お兄様？　なんでしたら船室に――」

「船室はあなたの嫌いな酢の匂においでいっぱいよ」

　ティナの指摘に酢じめの魚を思い出したのか、シャルはげっそりした顔をする。

「……でしたら、浜辺で我慢しますわ」



　メイロンたちが戻ってきたのは夕暮れ間近。

「どうだった？」

　レネの問いにメイレンは両手を広げて見せた。

「全然やわ。警戒もユルユルやし、手配書もあらへんし、近衛このえ兵へいなんか姿も見かけへん」

「私たちみたいなよそ者が歩いてても注意してる人は誰だれもいませんでしたよ」

「連絡が届いてないのか？」

　意外そうなレネ。ティナも首をひねる。

「おかしいわね。そんなにのんびりしてる状況じゃないのに……」

　国王が殺されて、犯人とされるレネが逃げた方向もわかっているのに、その方角にある町に注意が向いていないわけはない。

「念のため、船はこのままにして港に行くべきではありません？」

「そうね。いざとなったら、ここに戻って逃げられるし」

　シャルの提案にティナはうなずいた。



　レードの町は港町だった。

　漁業が主な産業で、港には大きな市場がある。

　メイレンの案内で砂浜から岩場を通って海岸に沿って歩くと、そこが港だった。

　さすがに夕暮れが近い市場には人が少ない。漁が終わって船が入ってくるのは午前中だ。それでも、夕食の準備に立ち寄った人々や飲み屋の女将おかみがひっきりなしにやってきては仕入れていく。

「活気がある町だな」

　レネは感心していた。大きさからいえば王都の比ではない。しかし、行いき交かう人々の活気にあふれた姿は見ている方にも活力を与える。

「美お味いしいものがありそうですよ、ご主人様！」

　メイロンがわくわくして市場を見回す。

「オレの料理よりは旨うまいだろうな」

「……そ、そんなこと、言ってませんよぅ」

　泣きそうな顔をするメイロンの頭に、レネはいつものように拳げん骨こつを押しつける。

「冗談だ」

　メイロンは頭を押さえて顔をしかめた。

「い、痛いですよぅ……。最近おかしいですよ、ご主人様？」

　いつもなら『はうう』と嬉うれしそうな顔をするメイロンが本気で痛がっていた。

「あ……悪い……」

　慌てて拳こぶしをどけたレネは言葉を失ってしまった。

「ずっと上うわの空そらなんです。こっちに戻ってきてくださいよぅ」

　メイロンの嘆願にレネは苦笑した。

「そうだよな……」

「私じゃ頼りにならないですけど、でもでも、精一杯役に立ちますからぁ」

「そんなことないぞ」

　答えながら、レネは自己嫌悪に陥っていた。周り中に心配をかけてなにをやってるんだ、オレは。

「もうちょっと待ってくれ。なんとかするから」

「……わかりましたぁ。約束ですよ？」

「ああ」

　レネはメイロンを安心させるように笑い、ついメイロンの頭に伸ばした手をかろうじて止めた。

「元に戻ったら、遠えん慮りよなくやってくださいね？」

　拳を見るメイロンがにこっと笑った。

「そうだな」

　やり場のなくなった拳を揺らすレネ。

「さあ、行きますわよ。今夜は宿のベッドの上で寝るんですから」

　楽しそうなシャルはレネの拳を両手で包むと、そっと体を寄せてきた。

「潮風で冷えそうですから、温めてあげますわ、お兄様。ふたりで温めあえば、心配事など溶けてなくなりましてよ」

「もっと心配することが増えそうね」

　ティナがにこっと笑って腰の短弓銃に手を伸ばす。

「そうやなぁ、自分の身の危険とか」

　細身のナイフを両手でちゃらちゃらと出したり隠したりするメイレン。

「なんですの？　私を目の仇かたきにして。私はお兄様と許されぬ愛を育はぐくみたいだけですのに」

「それが問題なんやろ」

　メイレンが言った時、暗がりから数人の男たちがぶらりと姿を現した。

「よう、兄ちゃん、いいご身分だな？」

　二〇代半ばの若い男だ。腰には剣を差している。町の自警団というところか、でなければ、ただのゴロツキだ。

「ひとりで女四人とはちょっと贅ぜい沢たくじゃないか。そこの赤毛のあんた、ガキ相手より俺おれたちの方がいい思いできるぜ」

「俺おれ、そっちの気の強そうなベッピンさんがいいね。どう？」

　男がシャルに笑いかけると、シャルはツンと鼻を突き上げるようにして相手を見下した。

「あなたたちが私に相応ふさわしいだなんて、みくびられたものですわ」

「ほう？　そこのガキはあんたにお似合いだってのか？」

「あなたたちなどお兄様の足元にも及びませんわ」

「なんだと……？」

「よくお聞きなさい、お兄様は王位継承権を持――」

　慌てたティナがシャルの口をふさごうとしたが手遅れだった。

「おい、聞いたか!?」

「こいつが手配のヤツだな」

　男のひとりが甲かん高だかい指笛を吹いた。すぐに慌ただしい足音が聞こえ、路地に男たちが駆けつけた。その数、あわせて一〇人。

「手配？　手配書はないって……」

「配って回って警戒されちゃ賞金首も町に立ち寄ってくれないからな。無警戒に見せかけて、こうやって自分から飛び込んでくるのを待ってたってわけだ。あとは捕まえて賞金をいただくって寸法だ」

「なかなか考えた作戦ね」

　ティナが感心した風に声を上げる。

「はうう……。ご主人様、すみません……」

「うちもやられてしもたわ。油断しとったなぁ」

　しおれるメイロンとは反対に、メイレンは笑いながら舌を打つ。

「で、近衛このえ兵へいはどこかしら？」

　ティナが訊きくと、男たちは冗談を聞いたように笑い出した。

「そんな必要がどこにある？　こっちはそっちの倍だぞ。しかも、ガキばっかりだ」

「剣を持ってるのはふたりだけのようだしな」

　こいつら、目が見えないのか……。

　男たちがもう勝った気でいるのを見て、レネはため息をついた。

　しかし、それを勘違いしたか、男たちはさらに強気になった。

「おらおら、腰の立派なもんは飾りか？」

「ママのところに泣いて逃げ込むか？」

　男たちがレネを挑発するようにはやし立てる。

　黙っていたレネのこめかみが引きつった。拳こぶしを固めて前に出ようとすると、

「ご主人様、私がやります」

「一瞬で終わらせよか？」

　メイロンとメイレンがレネの背後からささやいた。

「いや、やりたい気分なんだよ」

「お？　やる気になったか？」

　男たちがレネに剣を突きつけた瞬間、

「そこでなにをしているのですか？」

　鋭するどい声が飛んできた。

　現れたのはすらっとした女性だった。三〇代半ばというところか。目を引く銀色の髪を結い上げ、紫のロングドレスの裾すそは地面にふれんばかり。それを優雅に舞い上がらせながら足早に歩み寄ってくる。

「こ、これはこれは、奥方様……」

　男たちはバツの悪そうな顔をして言葉を濁らせる。

「他よ所そから来られた方にレードが未開の地のように思われるのは本意ではありません。無礼なマネはなりません」

　女性が厳しい口調で言うと、男たちはレネを指さした。

「しかし、こいつら――」

　男たちは女性の目を見て慌てて口をつぐむと、すごすごと引き上げていった。それを待って、女性はレネたちに振り返った。

「町の者が失礼をいたしたようで申し訳ございません。申し遅れましたが、私はこの町の領主代理をしております、シモーネ・レードと申します」



　　　３



「領主代理ってどういうことだ？」

　迎えにやってきた馬車の中でレネは向かい側に座ったティナに尋たずねた。

　不快な思いをさせたお詫わびにと、シモーネ・レードに屋敷に招待されたのだ。

「ここは代々レード家が領主だったのよ。でも、前領主のグレムが確か七年くらい前に亡なくなって、跡を継ぐのは息子のマーティン。成人して陛へい下かに承認されるまでは代理が代わりに治めるの。それが今のシモーネってことになるわね」

「でも、マーティンってオレより年上じゃないのか？　だったら、もう成人してるんじゃないか？」

　レネが不思議そうに訊きく。成人は満一六歳。レネもつい先日成人したばかりだ。

「……確かにそうね。おかしいわ」

　ティナはなにか知ってるかというようにシャルに視線を向けた。

「私も詳しくは知りませんわ。ただ、前領主の弟の悪い評判はよく聞きますわね」

「弟？　なにかあるのか？」

「領主の座を狙ねらって兄を殺そうとしたとか、今度は甥おいを殺そうとしたとかね」

「甥ってマーティンか？　なんでそんな噂うわさが出てくるんだ？」

「数年前にマーティンの妹が事故で亡くなったようですわ。それで疑いをかけられているとか」

「今度の王子はえらく苦労してそうだな」

　レネは命を狙ねらわれたというのに同情するようにつぶやいた。

「レネ」

　ティナは声をひそめた。

「なんだ？」

「わかってると思うけど、自分が第九王子ってことは……」

「ああ。でも、バレてると思うけどな」

　うなずいたものの、レネは肩をすくめる。

「どうしてそう思うの？」

「オレの名前訊きかなかったよな？」

「あ……」

　ティナは驚おどろいて口を開けた。確かにシモーネは自分たちの名前をまったく訊かなかった。

「普通訊くだろ、ああいう場合？　しかも、向こうは自分から名乗ったんだしな」

「凄すごいです、ご主人様！」

　メイロンが感心して手を叩たたく。

「それでもご自分から宣伝する必要はありませんわね」

　シャルが言うと、レネはもちろんだとうなずいた。



　屋敷は小高い丘の上にあった。

　周りを低い木々に囲まれた瀟しよう洒しやな建物だ。

　馬車は玄関へ続くスロープを登り、スムーズに止まった。

　執しつ事じがドアを開け、まずメイロンが飛び降りて周囲を確認する。レネはその後から降り立った。

「どうぞこちらへ」

　先に着いていたシモーネについて、一行は館やかたの中に足を踏み入れた。

　玄関の先は広間になっており、左右に大きなドア。そして、正面には階段があり、途中で左右に分かれている。どうやら二階建ての建物が中央の庭園を囲うようにできているらしい。

「皆様にはお部屋をご用意いたしますわ。執事のヨルンが案内します」

　初老の執事がレネたちに一礼して右のドアに歩み寄った。

「どうぞこちらへ」

　ドアを開けて先をうながす。

　長々と伸びた廊ろう下かを進むと、執事は三つの部屋をそれぞれに割り当てた。レネだけはひとりだ。

「後ほど晩ばん餐さんの準備が出来ましたらお呼び致しますので、それまでごゆっくりおくつろぎください。部屋を出てもかまいませんが、二階には奥様方の私室がございますので、くれぐれもお入りにならないようにお願いします」

　執しつ事じが立ち去ろうとすると、ティナが尋たずねた。

「ひとつ訊ききたいのだけれど」

「なんでございましょう？」

「こちらの領主様はいつもよそからの旅人にこんなもてなしを？」

　問いに対して、執事はわずかに表情を引き締めたように見えた。しかし、口に出しては普通の口調で答える。

「そういうわけではございません。奥様のお考えは私どもにはなんとも……」

「わかったわ」

　ティナはうなずいて、立ち去る執事を見送った。

「用心して」

　ティナがレネに言うと、レネは苦笑した。

「大丈夫だから、のぞきに来るなよ」

　レネはティナとメイロンに釘くぎを刺しておく。なんといっても前科がある。

「では、私が――」

「あなたは私と一緒」

　ティナはレネの部屋に入ろうとしたシャルの襟首をつかむと、引きずっていった。

　それを見届けてから、レネは自分に割り当てられたドアを開けた。

　部屋はシャルの屋敷ほどではないが、レネ程度の知識では違いがわからないくらいの豪華さだった。

「また寝つきが悪くなりそうだな」

　ベッドのふかふかさを確かめてつぶやく。シャルの屋敷で寝つけなかったことを思い出したのだ。

「こっちの方がいいか」

　そうつぶやいて座ったのはベッド並に大きなソファだった。



　晩ばん餐さんの用意が調ったと知らせがやってきたのは、窓の外が薄暗くなってきた頃ころだった。その間にレネは自分の服を風ふ呂ろ桶おけで洗い、用意された服に着替えていた。シャルの屋敷で身につけたような、羽根のように軽い絹のガウンではなく、簡素ながらも服の形をしている。

　念のため、大剣は腰の帯に差し、レネは食堂に向かった。

　ティナとシャルは着替えていたが、メイロンとメイレンはそのままだ。恐らく、武器を隠す都合があるのだろう。

「皆さん、お揃そろいですね」

　シモーネが姿を現し、席に着くと、遅れて少年がやってきた。

　母親と同じ、見事な銀の輝きを持つ髪をしている。鋭角に切りそろえられたせいもあり、冷たい印象を受ける。レネより年上のはずだが、どこか幼く見えるのは体格が小柄なせいだろうか。

　少年の視線がレネに止まり、一瞬、目を見開いた。なにか言おうとしたのかとレネは思ったが、すぐに目は伏ふせられてしまった。

「うわぁ、綺き麗れいな男の人ですねぇ」

　目を見張ったメイロンが隣のシャルにささやく。

「なら、あなたに差し上げますわ。お兄様は私が――」

「いりません」

　声を上げたメイロンだが、少年にちらっと目を向けられて慌てて口を閉じた。

「母上、この方たちは？」

　少年が少しかすれた声で尋たずねる。

「紹介しますわ。我が息子、マーティン・レードです」

　シモーネは少年を横に手招きし、肩に手をかけた。

「マーティンは王子ですのよ」

　そう言うと、レネに視線を向ける。

「あなたと同じにね、レーネディア・シャール。ただし、マーティンは継承順位七位ですけれど」



    

  
    
      



    

  
    
      　シモーネの口からその名が出た瞬間、場に緊張が走った。ティナたちがレネを見る。

「いいか？　その名前でオレを呼ぶな」

　レネの不機嫌な声に一瞬たじろいだものの、シモーネはすぐに元に戻った。

「あら、失礼。その名前がお嫌いなのね。では、晩ばん餐さんを始めましょう」

　何事もなかったかのようにシモーネが手を叩たたいて合図を送ると、執しつ事じとメイドが食事を運んできた。緊張が一気に引いていく。

　まず前菜とスープが全員の前に並べられる。鮮やかな赤色のスープを前にしてメイロンとメイレンが警戒もあらわに匂においをかぐのを見て、シモーネは穏やかに笑った。

「大丈夫ですよ。毒なんて入れてませんから。なんでしたら、皿を取り替えましょうか？」

「いや、いい」

　レネはそう言うと、スプーンでスープをすくった。

「ご主人様!?」

　メイロンが慌てて飛びつこうとしたが、その前にレネは飲んでしまった。

「ああううっ……」

　メイロンはおろおろとレネを見て固まってしまう。

「だ、大丈夫ですかぁ？」

「問題ない。旨うまいよ」

「エビを裏ごししたスープはこの地方の名物ですのよ」

　シモーネはにこやかに応じると、そのままの口調で続けた。

「ところで、あなたが陛へい下かを亡なき者にしたという噂うわさですね」

　このタイミングで切り出されるとは予想していなかっただけに、テーブルに再び緊張が走った。

「やっぱり、王都から連絡が来ているんだな」

　レネはスープを飲みながら平然と聞き返す。

「ええ。翌日には届きましたよ」

「なんだ。それじゃ町に手配書がなかったのは罠わなか？」

「町の者が賞金目当てに勝手に手を出しては困りますから周知させなかっただけですわ。それでも隠し通すことはできなかったようですが。

　今の私はレード家の人間です。陛下の死を悼いたみこそすれ、それ以上の感情はありませんわ。それより、我が息子の今後が大事です」

「王位を目指すつもりか？」

「あなたよりは可能性が高いでしょう？　その剣を別にすれば、ですけれど」

　そう言うと、シモーネはテーブルの下に隠れた大剣に視線を向ける。

「ああ、これね。王が言うには特に王位継承の証あかしってわけじゃなさそうだけどな」

「それは関係ありません」

　シモーネの答えにレネはどういうことだという顔を向けた。

「皆がそう信じていることが重要なのです。たとえ、ただの石でも皆が宝石と信じれば、それは宝石になるのです」

「なるほどな。で、ひとつ訊ききたいんだが、オレがその剣を持ってるって話はどうやって知った？」

「それは……」

「誰だれかから手紙が届いたとか？」

　レネがさりげなく尋たずねると、シモーネは目を見開いた。

「やっぱりそうか」

　最初に会った第八王子リアム・マルト・バイヨンの話はやはり正しかったのだ。そして、手紙を送った誰かというのは、このレード家の者ではない。

「私はね、マーティンより下位のあなたがその剣を持っていることが許せないの」

　これまで淡々としていたシモーネの声こわ音ねに初めて感情が表れた。

「だから刺客を雇やとった？」

「簡単にあしらったようですね。あれくらいの刺客に苦戦するくらいなら剣を持つ資格などありませんから」

　シモーネは悪びれる様子もなく応じる。

「オレの力を試したってのか？　それじゃ次はどうするんだ？」

「もう力で奪い取ろうとは思いませんわ。それではレード家の面目が立ちませんから」

「それじゃ金で買うとか？」

「いいえ、他ほかの方法ですわ」

　シモーネは言葉を切って微笑ほほえんだ。

「マーティンと剣で勝負していただきたいの」

「ちょっと待って！　それじゃレネにメリットがないわ」

　黙って聞いていたティナが立ち上がって声を上げると、シモーネはティナを見て穏やかに告げた。

「あなたには関係のない話です。これは王族同士の問題ですから。しかし、あなたの言うとおりですね。では、マーティンが負ければ、レード家はあなたを認めましょう」

「そんなことしてもらわなくても結構で――」

　ティナの鋭するどい声をレネが遮った。

「わかった。やろう」

「レネ!?」

　驚おどろいてレネを見るティナ。

　意外にもマーティンが息を飲み、レネを凝ぎよう視ししていた。試合を受けるとは思っていなかったという表情だ。

　席を立ったレネはテーブルを回り込んでマーティンに歩み寄る。

「レネ・シャールだ。よろしくな」

　改めて名乗ったレネは手を差し出し、立ち上がったマーティンはためらいがちに握り返した。

「こちらこそ」

　マーティンは一瞬だけレネに視線をあわせ、すぐにそらしてしまった。

「では、試合は明朝一〇時。中庭で。私どもはお先に失礼しますわ。ごゆっくり」

　シモーネはレネに不敵な笑みを向けると、マーティンを伴って立ち去った。

　ふたりが消え、ドアが閉まると、全員の視線がレネに向かう。

「ご主人様ぁ、本当にやるんですか？」

　メイロンが心配という字を顔いっぱいに書いたような表情をしてレネを見た。

「そうみたいだな」

「他人事みたいですよぅ。私が代わりに試合に出ましょうか？　変わり身はできますよ」

「オレの胸はそんなにでかくないぞ」

　レネが言うと、メイロンは慌てて胸を押さえた。それをチラッと見て、眉まゆを寄せたティナがレネに訊きく。

「念のために訊いておくけど、剣術の経験は――」

「ない」

　あまりにもきっぱりとした答えにティナはため息をついた。

「だと思ったわ」

「そんな金も暇ひまもなかったからな」

「付け焼き刃だけど、基本くらいは教えてあげられるわ」

　ティナの申し出にレネは首を振った。

「いや、遠えん慮りよする」

「え？」

　ティナは聞き間違いかとレネを振り返った。

「自分でなんとかするさ」

「なんとかって、相手は自信がありそうだったわよ？」

「でもでも、ご主人様は強いですから。それに、あの人、小さいし、力もありそうじゃなかったですし」

　メイロンが言うと、メイレンが首を振った。

「まだまだ甘いな、あんたは」

「なんですか、姉さん？」

「足の運びなんか見てると、見かけによらずかなり訓練してるで、あの王子」

「だろうな。剣の練習してるのは手を握ってわかったよ」

　レネはマーティンと握手して、剣を振ることでできたタコを感じ取ったのだ。

「そ、そうなんですか!?　だったらなおさら――」

「今からあがいてもな。剣術ってそんな甘いもんじゃないだろ？」

「それはそうだけど……」

　ティナが言いよどむと、シャルがレネの腕にすがりついてきた。

「ああ、お兄様。切り刻まれても私が手厚く看病して差し上げますわ。そして、ふたりの間に禁断の愛の炎が燃え上がるんですのね！」

「私が消火します！」

　すかさずメイロンがレネの腕を引っ張る。

「ま、オレはオレのやり方で戦うだけだ」

　レネはそう言って肩をすくめた。

「先に戻ってる。心配はいらねーよ。ゆっくり食べてろよ」

　大剣を腰の帯に差すと、レネは食堂を出て行った。

　残された四人は不安そうにその背中を見つめていた。

「大丈夫でしょうか？」

「なにか考えがあるんだと思うわ」

「だったらいいんですけど……。ご主人様、ずっと迷ってるみたいでしたから……」

「いっそあの王子に殺されてしまおうって？」

「まさかですよぅ！」

「……ホンマにそやったら、うちがサックリとどめ刺したるわ。許さへん」

　メイレンは怒ったように宙をにらんだ。



　食堂を後にしたレネは廊ろう下かを歩きながら、暗くなった窓の外を見ていた。

　決闘について、特に考えがあったわけではない。自分が王位に就つくなどという夢物語には実感がない。他人にやってもいいとは思う。しかし、誰だれに渡すのか。王子にはこれまで三人に会ったが、デュラン以外のふたりは論外だ。こうなったら、やはり当面の目的――レネが生きて王位継承の剣を持っているという情報を流した相手を探す――とは違うが、王子全員と会うのがいいのかもしれないと思い始めていた。そのために、マーティンと戦うのもひとつの方法だ。戦えば本性が出る。もっとも、それまでに自分が殺されてしまうという可能性もあるが――。

　剣じゃなくて拳こぶしなら負けないと思うんだけどなぁ。

　正直なレネの本心だ。

「おう、少年」

　と、レネの背後から馴なれ馴なれしい声が飛んできた。

　初めて見る男が立っていた。執しつ事じなどではないのは贅ぜい沢たくな刺し繍しゆうを施した服でわかる。頭が少し薄くなっているが、顔を見ればまだ40代前半というところだろうか。

「あんたは？」

「マルコ・レードだ。前の領主の弟だよ」

　そう名乗ると、貴族とは思えない気さくな態度で手を差し出してきた。

　兄を殺したとか、次期領主の妹を事故に見せかけて殺したとか噂うわさがある男だと、レネは思い出した。一瞬、迷ったが、結局、相手の手を軽く握り返した。

「ははあ、その顔は噂を聞いてるって面だな？」

「少しは」

「どう思うよ？」

「初めて会ったからわからないな」

　かわそうとしたが、マルコはさらに続けて問うてきた。

「あの女め狐ぎつねはどうだ？」

「シモーネ・レード？　王子をどうしても王にしたいんだろうな。ちょっと無理してるんじゃないかと思う」

「ふふん、バカじゃなさそうだな。そうさ、あの女は見た目ほど強くはない」

　マルコはニヤニヤ笑いを浮かべてレネを見る。

「王子はどうだ？」

「それこそ会ったばかりだし、ほとんどしゃべらなかったからな。ただ、あの目はどこかで……」

　記憶を探ってもわからないが、どこかで見たような気がする。

　口ごもったレネをどう思ったのか、マルコはニヤニヤ笑いをやめない。

「マーティンは強いぞ」

「だろうな」とレネは肩をすくめた。

「せいぜい健闘を祈ってるぜ」

「あんた、オレが勝ってもいいのか？」

　レネが尋たずねると、マルコはニヤッと笑った。

「おう、いいぜ。遠えん慮りよなく勝ってくれ。そうだな、服を切り裂いてくれりゃ感謝するぜ。あの女狐の好きにさせたくないからな」

　マルコは謎なぞめいたことを言い、ひょいひょいと体を揺さぶって歩き去った。

　この家もややこしい事情がありそうだ。自分の問題だけでも頭がこんがらがってるってのに……。

　レネは天を仰あおいだ。
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　翌朝、軽く食事を取った後、レネたちは広間にやってきた。

「お待ちしておりました。奥様がお待ちです、こちらへ」

　執しつ事じにうながされ、左のドアの奥に進む。少し行くと、右に大きなドアが現れた。

「こちらでございます」

　執事がドアを開け、招き入れる。

　庭園だと思っていた屋敷の真ん中は剣術の訓練場になっていた。木の柱に革の甲かつ冑ちゆうを着せた訓練用の人形が四体立っている。それもかなり使い込まれていた。

　レネが周囲を確認しながら入っていくと、シモーネとマーティンはすでに待っていた。マーティンは練習用の革の鎧よろいを身につけている。

「気をつけて」

　ティナがささやき、レネはうなずいて歩き出す。

　召使いたちがレネに歩み寄り、マーティンと同じ鎧をつけ始めた。胸と腹の前面、上腕から肘ひじ、そして兜かぶとだけだ。革に詰め物をしただけで、気休め程度と考えた方がよさそうだが、試しに腕を動かしてみると、動きを制限されるほどではない。

「時間無制限。どちらかが負けを認めるまで。これでどうです？」

「かまわない」

　レネが応じると、シモーネは満足げにうなずいた。勝ったという確信だろうか。

「剣を貸してくれ。それとも、こいつを使ってもいいか？」

　レネが大剣を示すと、シモーネは少し顔をしかめた。

　あの表情だと、剣の力は知らないなとレネは思った。知っていれば最初から釘くぎを刺していたはずだ。単に王位継承の剣が折れたりするのを嫌がったのだろう。

「私のを――」

　ティナが自分の剣をベルトから外そうとしたが、レネは首を振る。

「いや、折るかもしれねーし、もったいないからな」

「剣を！」

　シモーネが声を上げると、ほどなくして執しつ事じが一振りの剣を持ってきた。

「こちらをお使いください」

「ありがとな」

　差し出された剣を受け取り、レネは試すように振ってみた。正直な話、初めて大剣以外の普通の長剣を振ったのでバランスが良いかどうかもわからなかった。思ったよりも重い物だという印象だ。

「預かってくれ」

　レネはティナに歩み寄ると、大剣を手渡した。ティナが黙ってうなずく。メイロンは口を開けてなにか言いかけたが、結局拳こぶしを握りしめただけだった。

「待たせたな」

　マーティンはその間に一段高くなった試合場に登っていた。審判役の執事頭も待機している。ひょいと駆け上がって向かいあうと、マーティンは自分の剣を差し出した。

「交換しましょう」

「は？」

　驚おどろくレネにマーティンは小声でささやく。

「母がそちらの剣に細工をしたかもしれません。ボクは正々堂々と戦いたいんです」

　レネはマーティンの表情を探るように見た。あるいは、こっちに細工がしてあるのかもしれない。しかし、そんなことを考えても仕方がない。

「わかった。ありがたく使わせてもらおう」

　レネはマーティンの長剣をつかんで軽く振ってみた。明らかにさっきの剣よりも軽い。いや、重量はほとんど変わらないのだが、バランスが違う。重心が手元よりも切先に近い感覚がある。

「いいんだな？」

「もちろんです」

　マーティンはうなずくと、小さく笑みを浮かべる。

　食事の時はまったくしゃべらなかったから暗い性格なのかと思ったが、実際はそうではなさそうだとレネは思った。

　マーティンと向かい合うと、目の高さに頭がある。手足もレネより短いし、腕の太さを見てもレネより力があるようには見えない。

　油断禁物だ。

　自分に言い聞かせて、レネは剣を構えた。もちろん型など知らない。

　マーティンは戸と惑まどったようにレネを見る。

「二歩下がって」

　執しつ事じ頭がしらから指示が飛ぶ。

「試合の場合は中央から二歩下がったところで構えるんだ」

「あ、そうなのか」

　マーティンの小声の指摘にレネは苦笑した。

「悪い悪い。これでいいのか？」

　レネは後ろ向きに二歩下がって確認する。

　すでにマーティンは構えていた。両手で柄つかを持ち、正面にレネを見ている。

「試合開始！」

　執事頭の声が中庭に響いた。

　レネは身構えたが、マーティンはすぐには仕掛けてこなかった。互いの切先をあわせて押したり引いたりを繰り返す。少し出ようとすると、その分、退ひく。

　まずはこちらの出方を探ろうってんだろう。

　レネはそう思った。こっちが相手のことを知らないのと同じくらい向こうも知らないはずだ。あるいは、色々な噂うわさが耳に入って過大評価し、慎重になっているのかもしれない。

　仕掛けてみればわかるか。

　レネはそう考えると、すぐに動いた。軽く切先をあわせると、そのまま足を踏み出す。真横に構えた相手の剣を思い切り押し返し、上体を浮き上がらせた。すかさず剣を振り下ろす。

　マーティンはそれを鍔つばで受け止めた。

　ガツンと金属同士が激突する。

　互いに押し合い、鋼はがねがこすれあって軋きしる。

　レネが力を込めて押すとマーティンの表情が変わった。マーティンは確かに巧いが、純粋に力でいえばエルラ鉱山で鍛えたレネの敵ではない。

　レネはマーティンを突き放して飛びすさった。

　離れ際、マーティンが剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんする。

　外野から悲鳴が上がる。メイロンの声だ。

　やばかったらしい。運がよかったということか。

　レネがそう考えた途と端たん、足元に何かが落ちた。目だけで素早く見ると、鎧よろいが落ちていた。左胸のストラップを斬きられて、胸当てが外れてしまったのだ。

　レネは舌打ちして胸当てを蹴けり上げた。

　それがマーティンの顔に飛ぶ。

　避よけようとしたマーティンに隙すきが出来た。

　が、レネは踏み込まなかった。当然、相手も今攻撃してくると思っているだろうから、敵を近づけないように剣を振ってくるはずだ。

　しかし、マーティンは横に動いて避けるだけ。そのままなにごともなかったように同じ構えを取る。

　レネには剣術の知識など皆無だ。当然、相手の腕がどうかなど判断できる基準もない。基準があるとすれば、これまでのケンカの経験と数少ない刺客との戦いだけだ。その基準に当てはめると、今のマーティンの行動には違和感が残った。

　ただ、さっきの攻撃で油断するわけにはいかないのだけは肌で感じられた。

　自分の戦いをやるしかないよな、やっぱり。

　レネはふんと鼻息を吐き出すと、剣を右手一本で持ち、大きく開いた。懐に飛び込んでこいといわんばかりの体勢だ。

　マーティンは剣を構えたまま戸と惑まどったように眉まゆを寄せた。

　レネはマーティンの周囲を一定の距離を保ちながら円を描くように動き始めた。剣を持った右手をゆっくり動かしながら相手の反応を確かめる。

　剣を蝶ちようのようにひらひらと動かし、不意に左足を大きく踏み出した。

　マーティンはその足をめがけて剣を斬りつける。

　レネはその瞬間、左足で地面を蹴って跳び、体を回転させた。マーティンの剣は足の下を空振りし、レネの剣はとっさに身を低くしたマーティンの頭の上を通り過ぎていった。

　着地すると、レネはなにごともなかったように同じように構えた。

　マーティンも前と同じように剣を正面に向けた構えになって、眉み間けんにシワを寄せた。

　その時、レネは違和感の正体に思い至った。

　ひょっとして、こいつ、訓練以外で戦ったことがないんじゃないか、と。



　同じことをティナも感じていた。

　マーティンの剣術は基本に忠実だ。流派によって違いがあるが、諸もろ刃はの長剣ならば基本的な部分は同じだ。スピードに乗って、的確に攻めている。だが、実戦向きではない。あまりに狙ねらいが素直でフェイントもない。

　今までの戦いを見ていると、レネにはそれがわかっているように思える。意識してか、無意識なのかはともかく、そうだとすれば、凄すごい。レネの母であるレニアが日々やっていた訓練――不意に食器を投げたり、犬をけしかけたり――が実を結んだということになる。

　それ以上に驚おどろいたのは、いきなりレネが片手で構えたことだ。

　片手で剣を持つことは試合ではほとんどない。諸刃の剣は軽くないし、片手で振ればぶれる。ぶれると斬きれ味あじが鈍るので実戦を想定した訓練では教えられない。

　一度もそんな訓練もしていないレネがとっさにやってしまった。レネの鍛えられた腕だからこそ片手で振れるのだ。

　いや、そんなことはいい。とにかく、ここはなんとしてでも負けないで欲しい。いや、無傷であれば結果はどうでもいい。

　そんなことを思っている自分に驚き、ティナは拳こぶしを握りしめてレネを見た。



　何度か剣を交えた後、マーティンの息が上がってきた。体力はあまりなさそうだというレネの印象どおりだ。

　さらに切り結ぶと、ついにマーティンの動きが変わった。鋭するどい声を上げて自分から斬りかかってきたのだ。

　踏み込みながら真まっ直すぐ脳天を叩たたき斬るように剣が迫る。

　レネはそれを剣で受けようと額の上にかざした。

　が、それは誘い水だった。マーティンの剣は翻ひるがえって、がら空きのレネの右みぎ脇わきに滑すべるように伸びてきた。

　レネの背筋に冷たいものが走り抜けた。飛びすさるか、左に逃げるか。

　とっさにレネが取ったのは片手持ちならではの反射的な行動だった。切先を下に向けると同時に左手で剣の腹を押さえ、壁を作った。

　直後、マーティンの剣が激突した。衝撃で剣を押さえた左手がしびれる。

　マーティンはさらに剣を押し込んで巻き込むようにしてレネの剣を奪い取ろうとした。

　その力に抵抗しようとしてとっさに右手に力を入れたレネだが、それが逆に仇あだになった。動きに自由がなくなり、なすすべもなく一回転し、レネの手は逆手で剣をつかんでいた。

　持ち直す余裕などなく、レネはとっさに逆手で持った剣を跳ね上げた。踏み出されたマーティンの左足に切先が走る。

　マーティンのゆったりしたズボンが切り裂かれた。

　左足を退ひいたマーティンが顔をしかめ、足をかばうような仕草をした。破れたズボンの裾すそからは白い包帯が見える。

「え？」

　レネの脳裏に海岸で手当てした少女が浮かんだ。同じ左足だ。とっさに顔を見つめる。どうして気づかなかったんだろう。淡い色の瞳ひとみには見覚えがある。

「おまえ、あの時の――」

　レネが口を開いた途と端たん、マーティンが猛もう然ぜんと斬きりかかってきた。

「黙って！」

　剣のぶつかり合う音にまぎれて押し殺した叫びを上げる。

「生きて出たいなら早く剣を突きつけて」

　レネはマーティンに押され、飛びのいた。とっさに言葉どおりに剣を突きつける。切先がマーティンの喉のどに真まっ直すぐに伸びた。まるで計ったかのようにぴったりと。

「――まいりました」

　マーティンは剣を落として、きっぱりと負けを認めた。

「勝負あり！」

　レネが驚おどろいていると、審判役の執しつ事じが手を掲かかげる。

　その瞬間、シモーネが立ち上がって信じられないと叫びを上げた。

　マーティンは剣を収め、一礼するとレネに歩み寄ってきた。

「夜にあの海岸で」

　離れる間際、マーティンの早口のささやきが背後に消えていった。

　振り返ろうとしたレネに駆け寄ってくる幾つもの足音。

「ご主人様ぁ！」

　メイロンが飛びついてきた。

「凄すごいですぅ！」

「お兄様ならこれくらい当然ですわ」

　シャルの表情は言葉とは裏腹に安あん堵どで笑っている。

「やったわね！」

　ティナも喜びと共にレネの肩を叩たたいた。

「なんや妙な試合やったけどなぁ」

　釈然としないのはメイレンだけだが、それでも機嫌はいい。

　誰だれもマーティンが去り際に残した言葉を聞かなかったようだ。

「これで満足か？」

　レネはできるだけ平静を装ってシモーネに向かって両手を広げて見せた。

「まさかマーティンが……」

　シモーネは悔しそうに唇くちびるをかんだ。

「言っとくけど、オレは勝ったなんて思ってないぞ」

「とにかく、約束は約束です。私は一度口にしたことは守ります」

　勝利の余裕と解釈したか、悔しそうに答えたシモーネはドレスの裾すそを翻ひるがえらせると、マーティンをつれて中庭を出ていった。

「どういうこと？」

　ティナが不思議そうにレネを見る。

「悪い。ちょっと今は言えない」

　そう答えて、レネはマーティンの背中を見送った。



　　　５



　夜の海岸は半分に欠けた月明かりしかなく、足元を見ることすらおぼつかない。

　聞こえるのは繰り返す波の音だけ。

　レネは濡ぬれた岩場に足を滑すべらさないように注意しながら歩いていた。借りた服に腰ベルトをして大剣を吊つるしているだけだ。

　波打ち際に大きな岩があった。昨日、少女に会った岩だ。その影に人の姿がある。

「……レネ？」

　岩陰から小さい声が聞こえた。

　影から月明かりの下に出てきたのは昨日の昼間に出会った少女だった。

　レネは大おお股またに歩み寄っていった。

　レネが口を開くより早く、少女は長い黒髪に手をかけた。するりと髪が落ち、その下からは短い銀色の髪が現れる。

「やっぱりか……」

　レネは納得してうなずいた。そこにいたのは朝、戦った相手マーティンだった。髪に隠れていたとはいえ、確かに同じ顔だ。

「どういうことなんだ？　おまえ、女……だよな？」

　レネの問いに、マーティンは岩に背を預けると、そのまま座り込んでしまった。レネもなんとなく隣に腰を下ろし、答えを待つ。

「……ボクはマーティンじゃない。妹のターヤなんだ」

「確か事故で死んだって聞いたけどな」

　レネはシャルの話を思い出して尋たずねた。

「死んだのは兄のマーティン。母はボクが死んだことにして、ずっと兄の身代わりをさせてきたんだ」

「なんでまたそんな面倒なことをしたんだ？」

「兄にはキミと同じ陛へい下かの血が流れている。でも、ボクの父上は兄が生まれた後に母と結婚したレード領主グレムだから、母にとってボクにはなんの価値もないんだ」

「価値がないって、おまえはれっきとした領主の子だろ？」

「わからない？　女には国王どころか領主の権利もないんだよ。母は領主になれないから息子が必要だった。それが王の子であれば完かん璧ぺきだ。王位は継げなくても、レードの地位は上がるからね。でも、父も兄も死んだ。残ったのはボクだけだから、母はボクをマーティンとして育ててきた。知っているのは母と、執しつ事じ頭がしらのヨルンだけ。ヨルンは母が嫁いできた時に実家からついてきた忠臣だから」

　レネは試合の審判を務めた老執事を思い浮かべた。

「それから剣術も乗馬も兄のレベルに追いつき、追い越せるように必死になったよ。幸い、兄もボクも母似で、髪も同じ銀髪だったから疑われることもなかった。兄は年も近くて、いつもボクと一緒に遊んでくれたから表情も仕草もしゃべり方も全部覚えてる」

「よっぽど仲がよかったんだな」

「そう。優しい兄だったよ。どんなマネでもできる。でも、最近は……」

　ターヤは複雑な顔で自分の胸を見下ろした。年とし頃ごろの女らしく手のひらで覆おおい隠せない膨ふくらみがある。

　これはだましとおすにも無理があるな。

　レネは横目でチラッと見て思った。ティナくらいならなんとかなるかもしれないが、これではコルセットで締めつけても限度がある。

「それに声もね」

　確かにターヤの声は少しかすれているが、少年にしては高い。声変わりのない女だけにそれらしくするのも限界がある。

「一時も気が抜けない中で兄を演じなければいけない。ボクはどこにも存在しない。疲つかれたよ、そんな生活は……」

　ターヤの口から大きなため息が漏もれた。

「それで、息抜きのためにひとりで海に出てたってわけか」

「……そう。普段は砂浜の方から人が来ることはないから、声をかけられて驚おどろいた」

　こくんとうなずいたターヤは苦笑し、レネに尋たずねた。

「剣は誰だれに習ったの？」

「オレ？　いや、習ったどころか、使ったこともない。この大剣も何回か使っただけだし」

　レネが笑って答えると、ターヤは硬い顔でレネを見た。

「冗談？　おもしろくないよ」

「本当だって」

「本当なら、もっとおもしろくない」

　ターヤは怒ったようにレネをにらみつける。

「ボクは六年間、ずっと男のように剣術の訓練に明け暮れてたのに……。それでも敵かなわないなんて――」

　自尊心を傷つけられたというより、自分の努力が無む駄だだったと言われたようなものだ。レネはそれに気づいて言葉を足す。

「あれはオレが勝たせてもらったんだ。それにあんたは足を怪け我がしてたし――」

「いや、あのまま続けてたらボクが負けてたよ。力がどんどんなくなっていくのがわかったしね」

「剣が悪かったんじゃないか？　重いからな。ティナが持ってるみたいな細身の剣の方がいいんじゃないか？」

「そうかもしれない。でも、母が男はあんな剣は使わないって、最初から諸もろ刃はの長剣しか与えてくれなかった。急に変えても、型が違うから扱あつかえないよ」

「そんなもんか……」

　レネが言うと、ターヤは首を振った。

「いずれ体力がなくなって動けなくなってたか、そうなる前に倒そうと焦って自滅したか。どっちかだと思うよ。キミは体力があるから」

　ターヤは事実を口にするように淡々としていた。

「まあ、体力だけは人並み以上だからな。でも、どうしてオレに打ち明けたんだ？」

　レネの問いにターヤは当然のように答えた。

「どうしてって、ボクの正体に気づいたからだけど？」

「気づいたにしても、オレが勝ったんだから、関係ないだろ？」

「え？」

　ターヤは意味がわからず聞き返す。

「いや、オレが負けたら、自や棄けになってあんたの正体を暴あばくかもしれんけど、勝ったら関係ないだろ？」

「……それもそうか……どうしてだろ？」

　ターヤはしばらく悩んだ末にポツリとつぶやいた。

「……負けると思ったから、かな」

「へ？」

　今度はレネが意味がわからず聞き返す。

「キミは思った以上に強かったよ。ボクは兄の身代わりで剣術を教え込まれて、しかも、試合なんてイヤでイヤで仕方なかった。わざと負けようかとも思ったくらいね。でも、いざ負けそうだと思ったら悔しくなった。そんな気分になったのは初めてだったから――。だから、キミには話しておきたいと思ったんだ」

　ターヤは横に座ったレネにチラッと目を向けた。

「自分でもよくわかってないんだ。どうしてなのか……」

　と、その時、一際大きな波が押し寄せてきたかと思うと、岩に砕かれて飛沫しぶきが散った。海に向かって座っていたふたりはまともにかぶってしまう。

　レネは顔にかぶった塩辛い水を手のひらで払い落とした。

「ぷっ、ひどいな」

　難しい顔をしていたターヤはレネの頭を示して弾はじかれたように笑い出した。

　レネはずぶ濡ぬれの頭に手を当てて、なにかが乗っかっているのに気づいた。つかんでみると、ぬるっとした手触り。幅の広いコンブがぺろんと垂れる。コンブを放ほうり投げて、ついでに濡ぬれた髪をかき上げた。

　ターヤはそのレネの顔をジッと見つめる。

「……なんだよ？」

　居心地悪そうに訊きくレネ。

「その方がずっと見み栄ばえがいいね」

「そうか？　メイロンにもそう言われたな」

　笑って視線を戻すと、ターヤはまだレネを見つめていた。

　月明かりの下、淡い色合いの瞳ひとみが揺らぎもせずにレネに向けられる。メイロンに見つめられるよりも落ち着かないなと、レネは視線を少し下にそらせた。

　が、それが裏目に出た。ターヤの服は水に濡れて透けてしまい、胸の輪郭がはっきりと見えていたのだ。レネが慌てて視線をそらすと、気づいたターヤは真っ赤になって腕を組んで胸を隠す。

　妙な空気が流れ、レネは思い出したように咳せき払ばらいして口を開いた。

「あー、ひとつ気になることがあるんだが、訊いてもいいか？」

「なに？」

「マルコはおまえの兄貴が亡なくなった事故の時、どうしてた？」

　思いがけない問いに、ターヤの反応が一瞬遅れた。

「叔父上？　どうして？」

「あいつ、疑ってるな、おまえのこと」

「……やはり、そうか」

　ターヤは眉まゆをひそめ、つぶやいた。

「思い当たることがあるんだな？」

「ボクを見る目がおかしいんだ」

「なるほどな」

「それに、兄の事故にも不自然なところが――」

　ターヤは不意に口を閉ざした。

「誰だれかいる……」

　ささやき、レネに確認する。

「まさか、誰か一緒に連れて来た？」

「いや、オレだけだが……」

　レネが答えた瞬間、いきなり白い光がふたりを照らし出した。

「これはこれはマーティン王子。夜分にどうしました？」

　光の源からからかうような声がする。

「マルコ叔父!?」

　立ち上がったターヤは急いで胸を隠した。しかし、強烈な光に浮かび上がった姿は隠しようがない。

「おや？　それにしても立派な胸ですなぁ？」

「こっ……これは……」

　光に背中を向けるターヤ。

　マルコはレネに視線を移してニヤリと笑った。

「服を切り裂くのには失敗したが、上う手まくやったもんじゃないか、少年。さすが、女たらしの血を引くだけはあるな」

「やっぱり、疑ってたんだな」

　レネが訊きくと、マルコは笑い出した。

「もちろんだよ！　俺おれをバカだとでも？　おかしいところだらけだったからな。かといって、甥おいの、いや、姪めいの寝室に忍び込むわけにもいかないじゃないか」

　マルコは下品な笑いを浮かべた。

「しかし、こうなると話は早いな」

「どういうことだ？」

「領主にはなれないが、領主の妻にはなれるぞ」

「……妻？」

　意味が理解できずに、背を向けたターヤが聞き返した。

「俺の妻になるんだよ。その方がおまえのためだ。それに領民も納得できる。将来的には人気のあった兄貴の孫が跡を継ぐんだからな」

　考えもしなかったマルコの提案にターヤは顔を強こわばらせた。

　ターヤが『ボクを見る目がおかしい』とマルコを表現した言葉の意味は、疑っているというだけではなく、いやらしい目つきだったらしい。

「姪を力尽くで手に入れるってのか？」

「貴族の間じゃ血を絶やさないために親族が婚姻することなど珍しいことじゃないさ」

「ターヤの意志はどうなる!?」

「そんなものあるのか？　今までだって母親の言うとおりにやってきたんだ。なあ？　俺とも上手くやれるだろ？」

　マルコがターヤに向かってニヤリと笑いかける。

　レネがターヤに視線を向けると、彼女のきりっとした顔は蒼そう白はくになっていた。

　ニヤニヤ笑いが収まらないまま、マルコはレネに向き直った。

「少年、礼を言うよ。確認する手間が省はぶけた」

「黙れ！　あんたに感謝されたくない」

「こりゃ嫌われたもんだ」

　おどけた調子で言うと、マルコは指を鳴らした。

「それはともかく、一緒に来てもらおうか、ターヤ」

　背後に付き従っていた男たちがマルコを回り込んでターヤの左右の腕をつかむ。

「おい！　手荒なマネはするな!!」

　レネが声を上げて男たちに手を伸ばそうとすると、マルコは短弓銃を突きつけてきた。使い慣れているのか、レネの胸を狙ねらって微動だにしない。

「少年はこの件については部外者だ。早々にお引き取り願おうか。それともお姫様を救う王子様を演じるつもりかね？」

　数人につかまれたターヤが間際でレネに振り返った。真っ青な顔で、必死に手を伸ばそうとするが、男たちに引き戻される。

　余裕の笑いを浮かべながら、短弓銃を構えたマルコはゆっくりと後ずさっていく。そして、闇やみの中に飲まれて姿を消した。

「……あの野郎――」

　レネは遠ざかっていく明かりを追って駆け出した。途中、沖合に光が見えた気がしたが、確認するだけの余裕などなかった。



「さて、義あ姉ね上うえ、どういうことか説明願いましょうか？」

　レネが屋敷に戻った時、玄関ではマルコがターヤの首をつかんでシモーネに突きつけていた。

「くっ……。失態だったわ。あなたたちが手を組んでいたなんて。レーネディア、あなたには失望したわ」

　シモーネはレネに憎々しげな目を向けた。

「お母様、それは違います！」

「あなたは黙っていなさい」

　抗議しようとしたターヤだが、シモーネの鋭するどい声を聞いた途と端たん、うなだれて口をふさいでしまった。

「申し訳ありませんが、これは私たちの問題。お引き取りください」

　口調こそ丁てい寧ねいだが、シモーネは硬い表情でレネをねめつけた。

　そこへ騒ぎを聞きつけたティナたち四人も部屋から玄関に出てきた。

「……どういうこと？」

　ちらっとターヤの姿を見たティナが戸と惑まどいながら訊きく。顔はマーティンのままで、服装は女の姿だ。しかも、波をかぶって濡ぬれているとなれば状況がわからないのも無理はない。レネはかいつまんで状況を説明した。

「ふうん、夜の海にふたりきりね。どおりでいそいそと出かけていったはずだわ」

　ティナはジッと眼めを細くしてレネを見る。

「ロマンティックですぅ。私もご主人様とご一緒したかったですよぅ」

　メイロンはうっとりした目でレネを見る。

「私という者がありながら、なんてふしだらな……」

　シャルは吊つり上がった目でレネをにらむ。

「そーゆー問題じゃないだろうが！」

　レネは思わず叫びを上げた。

「わかってるわ」

　ティナはレネをいなした。

「でも、この問題には私たちの出番はないわよ」

「どうしてだよ？」

　不満げに聞き返すレネ。

「継承問題に無関係な者は関与できないわ」

「バレたのはオレのせいだ」

「あなたのせいじゃないわ。いずれこうなったはずよ。少し早くしただけ。それはわかってるんでしょ？」

　痛いところを突かれてレネは押し黙るしかなかった。確かにわかっていたことだ。

「そうですよ。ご主人様が悪いわけじゃないです！」

　メイロンがとどめを刺すようにもう一押し。

「とにかく、今夜のところは引き上げた方が良いわ。向こうの話し合いに決着がつくまではね。でも、この分じゃシモーネの分が悪いわ。せっかく味方してくれそうだったけど、ダメになりそうね」

　ティナがレネの肩をポンと叩たたいたその時、

「お、お館やかた様さま！　大変ですっ!!」

　まだ若い執しつ事じが開いたままだった玄関から駆け込んできた。

「なんですか、今はそれどころでは――」

　シモーネの不機嫌極まりない声を遮って執事が叫んだ。

「港に、か、艦隊が！」

「なんですって!?」

「兵士たちは港を占せん拠きよして勝手に上陸してきました！」

「どこの兵ですか!?」

「近衛このえ兵へいです！」

　全員の視線がレネに注そそがれた。
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「近衛兵の大軍です！」

　執事がもう一度叫ぶより早く、メイロン、メイレン、シャルの三人は自分たちの部屋に駆け戻った。

　同時にティナがレネに振り返る。

「レネ！　着替えて支度して!!」

「……あ、ああ。そうだな」

　近衛このえ兵へいがなにをしに来たかなど、考えるまでもなかった。レネを捕とらえに来たのだ。

「へへっ、少年も大変なことになったな」

　マルコがいかにも楽しそうにレネに声をかけた。

「あんたが知らせたんだな？」

「さあ、どうだかな？　急がないと、この屋敷にも踏み込んでくるぜ」

　からかうように笑うマルコの声を遮ったのはシモーネだった。

「ここは私の屋敷です。たとえ近衛兵といえども無断で立ち入りは許しません」

　シモーネはレネに向き直ると、笑みを浮かべた。

「安心してください。一度かわした約束は守ります」

「おいおい、あんたが庇ひ護ごするそいつには王位継承権どころかレード家を継ぐ資格すらないんだぜ？　つまり、あんたにはなんの権限もないんだ」

　マルコは義理の姉を指さして罵ののしる。

「忘れたようね、マルコ。私は陛へい下かから領主代理の地位を賜っているのよ？　それが取り消されるまで、私にはこの地の統治権があります」

「くっ……」

　マルコは歯の間から忌いま々いましげな呻うめきを吐き出す。

「わかったなら、ここから出て行きなさい」

　シモーネは凛りんとした声で命令した。

「……後で痛い目にあうぞ！」

　捨すて台詞ぜりふを吐くと、マルコは憤然として身を翻ひるがえして足音高く玄関を出て行った。

「今言いましたようにこの屋敷に近衛兵は入れません。ご安心ください」

「いや、迷惑をかけるつもりはない。乗ってきた船でこっそり逃げるから」

　レネが言うと、シモーネは表情を曇くもらせた。

「それが……」

　言いよどむシモーネ。

「どうした？」

「実は……あなたがたに逃げられないように昼間のうちに港に移しておいたのです。もうすぐ大潮ですから、流されないとも限りませんでしたし……」

「え？　まいったな……」

　レネは顔をしかめて髪をかき上げた。

「仕方ない。オレたちはここを出て――」

　そう言った瞬間、

「みなさん！　そこまでにしていただきましょう!!」

　屋敷の外から高らかな声が響き渡った。

　全員の視線が声のした方向に注そそがれた。

　外の暗がりから明かりの中にゆっくりと進んできたのは、明るい茶色の髪に近衛隊の制服を着た長身の兵士だった。背後の闇やみに二〇人以上の兵士が従っているところを見ると、近衛このえ隊たい長ちようなのだろう。

「宰さい相しようオルバソン閣下の命である。陛へい下か殺害犯の身柄を引き渡していただきます」

　玄関に入るや、近衛隊長はレネに指を突きつけた。長い髪が一本の三つ編みになって背中で揺れる。

「そこの君！　私に見覚えがあるでしょう!?」

「なんだ、おまえ？」

　苦い顔でその近衛隊長を見るレネ。

「覚えてない？」

「いや、全然」

　ブンブンと首を振るレネ。

　隊長はこめかみに指を当てて、なにかをこらえるように小さく呻うめいた。

「……そうか。そうでしょうね。君は、私の、この顔を、足あし蹴げにして、逃げていったのだから！」

　隊長は言葉をひとつひとつ区切って強調した。

「ああ、あの時の！」

　レネはポンと手を叩たたいた。王宮から逃げる時につかまれたのを足で蹴り飛ばした覚えがあった。

「思い出しましたか！　い、いや、しかし、そんなことはもういいのです。もう逃げられませんよ、レーネディア・シャール！　君の身柄を拘束――」

「その名前で呼ぶな」

　レネの目つきが鋭するどくなったが、相手はまったく気づかない。

「は？　君の名はレーネディア・シャ――」

　近衛兵たちが止める暇ひまもなく、レネが猛もう然ぜんと飛びかかった。拳こぶしが相手の顔面を捕とらえ、左の頬ほおを打ち抜く。長身の隊長は下から突き上げられたパンチに体を浮かせ、玄関ポーチに倒れた。

「にゃ、にゃ、にゃにをしゅるんれすかっ!?」

　頬を押さえた隊長は目をひんむいてレネを見上げた。

「その名前で呼ぶなって言ったろ」

「だ、だからって、この私を殴るとはどういう了見ですかっ！」

「この私だかあの私だか知らんが、警告を無視すれば誰だれでも殴る」

「なるほど、陛下にも警告をして無視されたあげく殺したんですね？」

「確かに殴ったが、殴り返されもしたぞ」

「やはり、君が殺やったのですね、レーネディ――」

　言い終わるより早く、近衛隊長はもう一発食らって倒れた。

「学習能力がないのか、おまえ？」

　拳こぶしを振り抜いた形のまま止めて、レネは呆あきれた声を上げる。

「はっはっは、学習ならしているとも、レーネ――」

　レネが拳を振ろうとすると、

「おっと、こっちですか」

　近衛このえ隊たい長ちようは反対側に首を振ってかわそうとした。すかさず放たれたレネの左が炸さく裂れつする。

「ちっとも学習してないな」

　反対側によろめいた近衛隊長に呆れた目を向けるレネ。

「おもしろいですぅ！」

「まっ、漫才をやっているんじゃありません！」

　いつの間にか部屋から戻っていたメイロンが手を叩たたくと、近衛隊長は両の頬ほおを赤くしていらだたしげに叫んだ。

「ええい、私を誰だれだと思っているんですか!?」

「誰なんですかぁ？　ひょっとして凄すごい有名なんですか？」

　メイロンの興味津しん々しんの目に満足したか、近衛隊長は胸を張った。

「聞いて驚おどろくんじゃありませんよ。私こそ王位継承権を持つ男ジャック・ジャックスなのです！」

　プッと誰かが吹き出した。視界に入っていなかったが、レネにはメイレンだとわかった。

「貴族っぽくない名前だな。貴族ってのはもっと持って回ったような名前してるんじゃないのか？」

「や、やかましいですよ！　だいたい、反応するのはそこじゃありません!!　もっと重要な部分があるでしょう!?」

　ジャックスはいらいらと両手を振った。

「ああ。何位？」

「は？」

「王位継承権は何番目なんだ？」

　レネがうながすと、ジャックスはぽつりと答えた。

「……よん……」

「四番はデュランってヤツだろ？」

　レネが確認すると、横にいたティナがうなずく。

「じゅう……はち……だ」

「一八？　何位だって？」

「四八位だ！　どうだ!?」

　居直ったかのように叫ぶジャックス。

「ご主人様は九番目ですよ？」

　なんだぁというようにメイロンは笑った。

「なん……だと……？」

「オレは王位継承権九番目だそうだ」

「……聞いてないし……」

　ジャックスは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「私はそんなことは聞いてませんよ！　九位!?　私より三九番も上じゃないですか！」

「よく計算できましたぁ！　凄すごいですぅ!!」

　メイロンがパチパチと手を叩たたく。

「わっ、私を愚ぐ弄ろうするなぁっ！」

　ジャックスが一いつ喝かつすると、メイロンは首をすくませた。

「もう問答無用です！　こいつを捕とらえなさいっ!!」

　ジャックスが背後の近衛このえ隊たいに命じると、レネの前に四人の壁が出来た。

「ご主人様は渡しません！」

「うちを倒してからにしてもらおか」

「私の恋こい路じの邪魔はさせませんわ」

「誰だれの恋路なのよ」

　それぞれの得え物ものを構えた女たちが対たい峙じする。

「女性を盾にするとは恥も知らないのですか？」

「……あのな、これが盾に見えるとしたら、あんた目がおかしいぞ」

　レネはそう言うと、四人をかき分けて前に出た。

「ご主人様？」

　メイロンが怪け訝げんな顔で見上げる。

「ほら」

　レネは両手を差し出した。

「は？」

　戸と惑まどうジャックスにレネはうながすように腕を突き出す。

「捕まえるんだろ？」

「……ほう。殊しゆ勝しような心構えです。まだ良心は残っているようですね」

　ようやく意味を理解したジャックスは後ろの兵士に指示を出す。

「レネ!?　なにを――」

　ティナが声を上げるのをレネは遮った。

「ここで戦うわけにいかないだろ。それに向こうの方が多いしな」

　レネの両腕に手鎖がかけられた。

　と、その時、ジャックスの後ろから小柄な男が耳打ちしてきた。

「ジャックス様、剣をお取り上げになりませんと」

「ああ、そうですね」

　ジャックスはレネの腰に吊つられた大剣を外した。

「では、それは私が預かります」

「任せましたよ、ランデ」

　手を伸ばしてきた男にジャックスは無む雑ぞう作さに大剣を渡した。

「確かに……」

　ランデと呼ばれた男は恭うやうやしく捧ささげると、小さく口元に笑みを浮かべた。

「引き上げです！」

　ジャックスの号令で近衛このえ隊たいはレネを引き連れ、港に向かって進み始めた。

「お兄様！」

　駆け出そうとしたシャルの腕をつかんで引き戻したのはティナだ。

「見捨てるんですの？」

　シャルがきっと振り返ってティナをにらむ。

「そうじゃないわ。気になることがあるの」

　ティナは去っていった一行を見つめていた。



「出航は出来ん」

　すぐにでも出港したいジャックスだが、ヒゲ面の艦長はすげなく拒否した。

　戦艦の甲かん板ぱんだ。戦艦といっても河から海の沿岸をテリトリーとする小型のもので、ジャックスがレネたちを追って出発した三日後に、河沿いに逃げているという情報を得て、急きゆう遽きよ協力を頼んだのだ。

「どうしてです？　隊長は私ですよ。その私が命令――」

「いいか、若いの？　艦長は私だ。艦と艦隊に関しては私が全責任を負っている。夜の出航は認められん。だいたい食糧や水の積み込みも終わっておらん」

「いいですか？　私は宰さいし相よう閣下から直々の命令を――」

「我が海軍は陛へい下か直ちよ轄つかつの軍だ。艦隊を危険にさらして貴様はどう責任を取るのだ？」

「くっ……」

　ジャックスは唇くちびるをかむと、精一杯の虚勢を張って命令する。

「明朝、日の出と共に出航。それでいいですね？」

「もとよりそのつもりだ」

　艦長はふんと鼻息荒く艦長室に歩み去った。

　元々の階級は艦長が上だ。それが宰相の特命ということで暫ざん定てい的てきにジャックスが上になっている。それがまた対立の原因にもなっていた。本来なら、艦長がジャックスをアゴで使うくらいなのだ。

「ランデ！」

　ジャックスは不機嫌に副官を呼んだ。王宮からの出発間際になって宰相からの命令でやってきた副官だ。四つの小隊からなる複合中隊なので、立場が違うランデの着任は仲間内のいざこざには発展しないだろうということで、歓迎だった。

「ランデはどうしました？」

　ジャックスは自分の小隊の兵士を捕まえて訊きいた。

「先ほどまで隊長と艦長のお話を聞かれてましたよ。その後はお姿を見かけませんね」

「どこに行ったんだ？」

　ジャックスは周囲を見回したが、ランデの姿はない。元々、妙に影の薄い男なので、近くにいても気づかないことがあるのだが。

「まあよろしい。殺害犯は捕とらえたのですからね」

　満足そうにうなずくと、

「さあ、これが私の華麗なる出世の始まりです。これまでの惨めな二三年間よ、さらば！」

　高らかな笑い声が甲かん板ぱんに響き渡った。



　ジャックスが取らぬ狸たぬきの皮算用をしているその下では――。

「……暗いぞ、おい」

　閉じ込められたレネがぼやいていた。

　連れてこられると、手鎖のまま船倉に押し込まれ、奥の一室に入れられた。牢ろうではない。船が小さいため、牢は元からなかったのだろう。倉庫代わりの狭い部屋だ。手鎖の他ほかには拘束具がないのは幸いだった。

「やかましい！　陛へい下か殺害などした重罪人には寛大すぎる処しよ遇ぐうだ。ありがたいと思え」

　外から見張りの兵士の叫びが返ってきた。

　声の聞こえ方から、この部屋の防音レベルがわかった。少しくらいの音なら外に聞こえないだろう。

　レネは周囲を見回した。隙すき間まから外の明かりが射さし込こむだけで、かすかにしか見えない。広さは両手を広げると指先がふれる程度。高さは背伸びしても天井に届かないくらい。ドアには外から鍵かぎがかけられている。

「さてと……」

　レネは屈かがみ込こんで靴くつを脱いだ。靴底から取り出したのは、小さなナイフ。以前、メイロンからもらった薄いものだ。

　元々、レネは素直に捕まる気などない。とにかく戦いの場所を変えたかっただけだ。おかげで大剣を奪われてしまったが、それは取り返せばいい。そう考えていた。

　ドアの鍵を開けるのは面倒だと考え、蝶ちよう番つがいの方を外すことにした。

　まずは上の蝶番。

　蝶番の周りをナイフで削って掘っていく。途中、手が勢い余ってドアに当たって大きな音がした。やかましいと見張りが叫んだが、レネの様子を見に来ることはなかった。手を切らなかったのが幸いだ。

　ようやく柱の蝶番を止めた釘くぎが緩み始めた。一撃を加えれば外れるだろう。下の蝶番に取りかかろうかと立ち上がった時、外でガタンと音がした。

　ドアの音ではない。まさかバレたのかと緊張したが、見張りの動きはない。

「なんだ？」

　とにかく、下の蝶ちよう番つがいも外そうとすると、声が聞こえてきた。

「レネ？」

　少しかすれた特徴的な声には聞き覚えがあった。

「……ターヤか？」

　レネが応こたえると、ドアの向こうでホッとした気配がした。

「少し待って」

　鍵かぎを開ける音がして、ドアが開けられた。その向こうにいたターヤは海岸で見かけた黒髪の女の姿をしていた。

「助けはいらなかったかな」

　開け放ったドアが斜めになっているのに気づいて、ターヤが言う。

「そうでもない。でも、どうして――」

　レネの問いをターヤは鋭するどい声で遮り、鍵で手鎖をはずした。見張りはと見ると、床に倒れていた。どうやらターヤに不意打ちされたようだ。

「時間があんまりない。見張りに食事を持ってきただけだから。これを着て」

　言われて渡されたものを広げたレネの手が止まった。

「お、女物ぉ？」

「町から兵士の食事を持って船に乗り込んだ女たちと一緒に来たんだ。キミも一緒に帰ればバレない」

「これを着るのか？」

「そうだけど？」

「……他ほかに方法は？」

「あるなら別だけど」

「ない……んだよな？　わかった……」

　服をにらみつけたレネは意を決したように服の上からワンピースをかぶった。

「ティナたちは？　それとオレの剣がどこかわかるか？」

　レネが尋たずねると、一瞬、ターヤの眉まゆがムッとしたように中央に寄る。

「全員、屋敷にいると思うよ。剣って王位継承の証あかしの？」

「まあ、そうだな」

　うなずきながら袖そでを通すレネ。

「そんなに王になりたい？」

　責めるような口調に不意を突かれたレネは袖に腕を突っ込んだまま動きを止めた。そして、首を振りながら袖から手を出す。長さはちょうどいい。大柄な女性用の服らしい。

「いや、王なんて面倒なだけだ。なりたくもない」

「だったらどうしてこだわるの？」

　レネはちょっと考えて答えた。

「親父おやじの……形見みたいになったからな。王位を継いで欲しいなんて言われたけど、遺言ゆいごんは聞けそうにないし。せめてオレが持っておいてやらないといけないような気がする」

「陛へい下かにそう言われたの？」

「ああ。エルーランと人間の仲を取り持ってくれって」

「……そうか。キミは半分エルーランなんだよね」

「なんだよ、あんたも気になるのか？」

「そうじゃない！　……いや、そうなのかな……」

　ターヤはレネの顔をじっと見つめた。

「どっちなんだよ？」

「……どっちでもないよ」

　不思議な答えを返すと、ターヤはレネの顔から目をそらして隠すように笑みを浮かべた。

　レネはわけがわからないと首をかしげながら話を元に戻した。

「まあ、それに、あの剣はクソババアから渡されたわけだし、なくしたりしたら面倒だ」

「……クソババア？」

「ああ、オレの母親だ」

「お母様のことをクソ……」

　絶句したターヤに、レネは重ねて言い放った。

「クソでいいんだよ、あのババアは」

「おかしいな、キミは」

「ああ、この格好はおかしいだろうな」

　もう一方の袖そでを通したレネが言うと、ターヤは首を振る。

「そうじゃない。クソババアがそんなに愛のこもった言葉だなんて夢にも思わなかったよ」

「なんだって!?」

　レネは思わず声を上げた。

「だって、声の響きが優しく感じるよ」

「きっ、気色悪いこというな！　あのクソババアに愛だと!?」

　ターヤが指を口の前に立てるのを見て、慌てて声を抑え、聞き返す。

「あんたはどうなんだ？　六年も兄の芝しば居いをさせられて、母親に利用されてるんだろ？　それでいいのか？」

「……母上のことは――」

　ターヤは一瞬うつむいたが、すぐに顔を上げてレネを見た。

「今はキミのことだろ。陛下はキミにエルーランと人間の間を取り持つことを望んだんだね。でも、エルーランの方はどうなんだろう？」

「……それもそうだな。オレの話なんて聞いてくれるかどうかもわからねぇんだし……。だったらクソババアを連れていった方が話が早いんじゃねぇか」

　一声唸うなると、レネはエプロンと一緒になったリボンを苦労して後ろで結ぶ。

「よし、これでどうだ？」

　レネは服を着終えて、エプロンを叩たたいてみせた。ターヤは驚おどろいた顔でレネを見る。

「ちょっと待って」

　ターヤはレネの前髪を指でかき上げ、自分と同じ黒く長いカツラをレネにすっぽりとかぶせた。指で髪を整えていく。

「……驚いた」

　ターヤが手を止めてつぶやく。

「なにがだよ？」

「ボクより似合ってるかも」

「よせよ！　名前が女みたいだって散々からかわれてきたんだ。顔まで女みたいじゃ笑えないだろ」

「だから前髪で隠してるの？」

　ターヤの問いにレネは怒ったように口をとがらせた。

「もういいだろ？」

　ターヤはレネの姿を見て満足そうにうなずいた。

「うん、上出来。あとは……しゃべらないで、少し猫背にして背を低く見せて」

「わかった」

　ターヤの言うように姿勢を調整する。



    

  
    
      



    

  
    
      「これを持って。行くよ」

　見張りの兵士が食べ終えたことにして中身を捨てた器の入ったバスケットをレネに渡すと、ターヤは歩き出した。それを追って、レネは深呼吸して足を踏み出した。



　　　７



　闇やみの中を駆ける人影がひとつ。

　ランデである。川沿いの土手を真まっ直すぐに西に向かっている。その先には王都がある。

「上う手まくいったな。なにも知らない愚おろか者め」

　剣を片手にニヤリと笑った。レネから取り上げたバーンエルラの大剣だ。

「船が出ないと聞いて焦ったが、三日もあれば……」

「そんなに急いでどこに行くんですかぁ？」

「無論、王都の――」

　不意に聞こえてきた無邪気な問いかけに思わず答えて、ランデは足を止めた。声の主ぬしを捜して振り返る。

「人の物を盗とるのはいけないんですよぅ」

　すぐ後ろに立っていたメイロンが頬ほおを膨ふくらまして言う。

「おまえはレーネディアと一緒にいた……」

「レネがいたら、まず一発ね」

　脇わきから現れたティナが拳こぶしの代わりに短弓銃を突きつけた。

「な、なぜ、ここに!?」

「近衛このえ隊たい長ちようはその剣のことを知らないみたいだったのに、あなたは妙に恭うやうやしく受け取ったでしょ？　おかしいと思ったのよ。案の定だったわね」

　ティナは構えた短弓銃を小さく振った。

「で、そっちはひとりでこっちはふたりなんだけど、どうするの？」

「愚か者どもめ。こっちにはこの大剣があるのだ！」

　ランデはふたりから離れるように一歩後退し、右手で柄つかを握った。

「ああん？」

　びくともしない。もう一度、柄を握った腕に力を込めた。しかし、やはり抜けない。

「なんなんだ、この剣は!?」

　ランデは忌いま々いましそうに吐き捨てたが、さすがに地面に投げつけることはなかった。

「残念だったわね」

　身構えていたティナはほっとした。レネが使っているのを見る限り、人は斬きれないようだ。しかし、まだよくわからないだけに抜けないのは助かった。もっとも、またひとつ疑問が増えた。リアムは抜けたのだから、レネしか抜けないわけではないはずだ。

「くっ……。大剣など使わずとも、あの方の目に適かなった私を甘く見ないでいただこう」

　ランデは大剣を地面に置くと、腰の短刀を抜き放った。刃渡り三〇セメタほどの真まっ直すぐに伸びた片刃だ。

「あの方ってのは宰さい相しよう？　それともまだ他ほかにいるの？」

「誰だれが教えるか！」

　言い放つや、ランデはティナに向かって飛びかかった。

「無む理り矢や理り聞き出すしかなさそうね」

　攻撃を飛びすさってかわしたティナが唸うなると、メイロンがどこか楽しそうな声を上げる。

「拷ごう問もんですね！」

　ティナが短弓銃をランデの足に向けた途と端たん、ランデが動いた。

「速い!?」

　短弓銃の狙ねらいがつけられない。とっさに銃を持ち替えて剣を抜こうとしたティナ。

　そこにランデの斬ざん撃げき。

　キンッとティナの前で火花が散った。

「この人、私と一緒です！」

　攻撃を弾はじき返したメイロンが驚おどろいた声を上げる。メイ一家と同じ闇やみ家業の仕事人ということだ。とんぼを切って一いつ旦たん離れたランデの身のこなしは、確かに小柄なメイロンに引けを取らない。

「ここは私がなんとか――！」

　メイロンは最後まで言い終えることができなかった。身を低くしたランデが突っ込んできたからだ。

　ティナはランデが地面に置いた大剣を奪おうとしたが、力で劣るメイロンが押されているのに気づいた。このままではマズい。ここはメイロンだけに任せておくわけにはいかない。

　左の短弓銃を抜き、右手には長剣。

　ランデがメイロンから離れたところを狙って引き金を引く。しかし、相手が速すぎた。矢は闇の中に吸い込まれる。ティナは舌打ちしてランデに向かっていった。

　月明かりだけしかない中、わずかな視覚と、聴覚を頼りにティナは剣を構える。接近してようやく相手が見える。まるで闇から刃やいばが現れるような感覚だ。相手の攻撃を待っているようでは反応が遅れる。自分から仕掛けなければ。

　ティナは激しく火花を散らすふたりに割って入ると、隙すきを見て長剣を突き出した。

　ランデは転がってそれをかわし、土をつかんで投げつけてきた。

　その隙にメイロンが斬きりかかったが、ランデは鍔つばで受けると、押し返しながら足を蹴けり上げた。爪つま先さきが鳩尾みぞおちにめり込み、メイロンは呻うめきを上げながら転がった。

　起き上がろうとしたランデが無防備になったと見て、ティナは反対側から斬りつけた。

　が、起き上がるランデの動きはティナの想像以上に素早かった。バネのように跳び上がった勢いで剣を叩たたき落とし、ランデは勝ち誇った顔で斬りつけてきた。

　その時、メイロンの放ったナイフがランデの利き腕を切り裂いた。

　一瞬ひるんで動きが止まったところを逃さず、ティナは足を狙ねらって短弓銃を撃った。矢が太ふと股ももに突き刺さり、ランデは膝ひざをつく。

　すかさず飛びかかったメイロンがランデの背後からつかみかかった。腕を首に回して絞めようとするメイロン。ランデは短刀を持ち替えてメイロンの脇わき腹ばらに突き立てようとした。

　ティナはとっさにランデの腕をつかみ、そのままねじり上げる。関節を極きめられてランデは短刀を取り落とした。

「さあ、あなたに大剣を持ってこいと命じたのは誰だれ!?」

「言うわけないだろ？」

　ティナの詰きつ問もんにランデはニヤッと笑うと、ギリッとなにかをかんだ。同時にビクンと体を痙けい攣れんさせる。

「しまっ……」

　ティナはランデの口に指を突っ込んでこじ開けた。しかし、すでに毒を飲み込んだ後。奥歯の中に詰め込まれた毒薬をかみつぶしたのだ。

「やられたわ……」

　ティナは力を失ったランデを地面に落とし、唇くちびるをかむ。

「ティナさん、急がないとご主人様が！」

「わかってる」

　ティナは大剣を拾い上げると港へと駆け出した。



「あー、久々にスカッとできそうやな～」

　メイレンは小さなナイフを一本一本刃を確かめるように布でふき、そろえて腰に戻す。

「もう、ずっと戦えへんから体がうずいてしょうがなかったんよ」

「なんですの、その下品な言い方は」

　シャルが眉まゆを寄せる。

「あんたに言われとうないわ」

「なんですって？」

　振り向いたシャルの鼻先で短刀の切先が揺れる。

「せっかくレネはんにつぶされた短刀を買い換えたっちゅうのに、なかなか使うチャンスがなかったし、これで斬きれ味あじが試せるわ」

　メイレンは短刀を鞘さやに収めると、帯で背負った。そして、もたれていた樽たるの陰から伸び上がって港を見た。

　港は周囲の闇やみなど無関係にこうこうと明かりが灯ともっていた。船が停泊する埠ふ頭とうは五つ。それぞれに船が四隻せき程度係留されている。その中の三隻が近衛このえ隊たいを運んできた軍艦だ。レネたちが乗ってきた船はその隣の埠頭にあった。

「なんや見張りが多いな。明かりで丸見えやないの」

　メイレンがつぶやくと、シャルは散弓銃を片手にバカにしたように笑う。

「明るくしてるのは、それだけ私たちを警戒しているからですわ」

「普通の兵隊がか弱い娘っ子を怖がるかいな。暗いのが怖いだけやないの？」

　背中越しにそう答え、メイレンはじれたようにつぶやく。

「まだ動きがないな」

「あの女がしくじったのではありませんの？」

「それならそれでなにか動きがあると思うんやけど……。少なくとも剣の腕はたいしたもんやったし、なにもせんうちに捕まる思えへんしな」

「あら、あの女を評価してらっしゃるの？」

　シャルが意外そうにメイレンを見る。

「そらもう、あんだけ剣の腕が立つんやったら、うちとも一回試合してもらわんとな」

「あなたはそっちだけですのね」

「あんたも人のこと言えへんやろ。この色ボケ」

「誰だれが色ボケですの!?」

「あんたしかおらんやろが」

「失敬ですわ！　私のどこが色ボケなんですの!?」

　シャルが叫びを上げた。メイレンは埠ふ頭とうの方をチラッと見て、シャルに声をかける。

「落ち着けっちゅうんや」

「私は落ち着いてますわ！」

「そうやのうてな……」

　メイレンはこめかみに手を当て、落ち着けと手のひらでなだめるような仕草をする。

　が、これが逆効果だった。シャルがさらに声を大きくした。

「だいたい、なんですの、その方言は!?」

「方言？　アホ！　これはヨルク帝国の言葉や!!」

「ヨルクですって!?　エルラ機関も使えない野や蛮ばんな国じゃありませんの」

「どこが野蛮やねん！　そっちこそエルーラン迫害しまくっとるやないの。間違うて、うちに殺やられても文句言わんといてや!!」

「上等ですわ！　前から同じ顔なんてふたつもいらないって思ってましたのよ!!」

「うちがメイロンと同じやて？　ええ度胸やないの！」

　メイレンが短刀を抜いて立ち上がった。

「そちらこそですわ！」

　シャルが散弓銃のスライドを引いて矢を送り込む。

「おい、そこでなにをしている!?」

　運悪く様子を見にやってきた近衛このえ兵へいが詰きつ問もん口調で声をかけてきた。

「口出さんといてか！」

「やかましいですわ！」

　ナイフと散弓銃が兵士に浴びせられた。



　薄暗い船倉から甲かん板ぱんにつながるドアを開けると、光が射さし込こんできた。真っ昼間とまではいかないが、夕方くらいの明るさはある。エルラ機関のランプが幾つも灯ともされているのだ。

　マズいな……。

　レネはカツラの下で顔をしかめた。こんなに明るけりゃ下へ手たな女装がバレてしまう。

　そう思って顔をうつむき加減にして甲板を見て歩く。

「時間がかかったな？」

　見張りがターヤに話しかける。

「入ったのはふたりだったか？」

「そうですよ。申し送りなかったですか？」

「いや、ならいい。行け」

　面倒そうに手を振る兵士。ターヤが頭を下げて行くのを見て、レネもさらに頭を下げて後に続くと、小声で訊きく。

「どういうことだ？」

「見張りの交代の時を狙ねらったんだ」

「なるほど」

　納得して行く手をチラッと確認する。

　もう少しで船から出られる。

　そう思った時――。

「お待ちなさい、お嬢さん」

　レネは首をすくめて足を止めた。

　声の主ぬしはジャックスとかいう近衛このえ隊たい長ちようだ。ジャックスは横からターヤに向かっている。

　ここからならダッシュすれば逃げられるかもしれない。しかし、それではターヤが置き去りになる。

　早く用を済ませてどっかに行け！

　そう毒づきながら、レネは小さく肩をすぼめた。

「おお、やはり美しい。この町にもこんな美しい方がおられたとは。捨てたものでもありませんね、田舎いなか町まちも」

「あ、ありがとうございます」

　ターヤはぎこちなくジャックスに微笑ほほえんで、申し訳なさそうに付け加えた。

「あの……、そろそろ戻らなければ、家の者も心配しますから」

「そうですね。無理を言って食事の用意をしていただいて助かりました。ご苦労でした」

　ホッと一息ついたレネは歩き出したターヤの後について歩き出す。

　が、その背にジャックスが声をかけてきた。

「ちょおっとお待ちなさい！」

　先を行くターヤの足が止まり、レネも止まるしかなかった。それでも目測で距離を測って駆け出そうかと考える。この距離ならターヤも連れて駆け抜けられるはずだ。

　が、ジャックスの動きは思いの外素早かった。まるで踊るように跳んでくると、レネの前に立つ。

「こちらの方には挨あい拶さつしていませんでしたね。お友達ですか？」

　オレかよ!?

　内心で罵ののしりながら、レネは小声でささやく。

「は、はい」

「おや？　警戒しているようですね。ご心配は無用です。このジャックス、あなたのような美しいご婦人には一切危害を加えません」

　そう言いながら、ジャックスはレネの顔を見ようとする。レネはススッとターヤに近づいて顔を隠した。

「おや、なんといじらしい。しかし、妙に腰を屈かがめてますが、背が高いのを悲観することはありません。私のように背の高い女性を愛する者もいるのですよ」

　ジャックスがさらにレネをのぞき込もうとすると、レネは顔をフイッとそらせた。

「なんとも奥ゆかしい仕草ですね。それとも、そうやってじらして私の気を惹ひこうというのですか？」

「……いえ、早く戻らないと――」

　レネはもそもそと答える。内心では早くどっかに行けよと罵しりながら。

　しかし、

「少しならいいではありませんか。王位継承権を持つ男ですよ。その私が目を止めて――」

「四八位だろ」

　いらっと来たレネは思わずボソッと口走ってしまった。ジャックスは口をあんぐりと開ける。

「は……？　どうしてそんなことを……」

　ジャックスはポンと手を打った。

「なるほど！　私のことを調べておいたのですね。そんなに私に気が――」

「アホかっ！　誰だれがおまえに気があるかっ!!」

　レネは思わず叫び、バスケットをジャックスに叩たたきつけた。その拍子にカツラがずり落ちる。

「……あ、あれ？」

　ジャックスは目を見開いてレネを見つめて、三度パチパチと瞬またたかせた。

「……君は……レーネディア？」

　途と端たん、レネの拳こぶしが風を斬きってジャックスの左ひだり頬ほおに襲いかかった。

「いいかげん学習しろっ！」

　吹っ飛んだジャックスに向かってレネが怒鳴る。

「レネ！」

　ターヤが声を上げた。

「……しまった！」

　頭を抱えるレネ。

　ほとんど反射的に攻撃してしまったのだ。

「だ、脱走だ！　捕まえろ!!」

　兵士の叫びであっという間に甲かん板ぱんは近衛このえ兵へいで埋め尽くされた。レネとターヤは逃げることも出来ずに取り囲まれる。

「へ、陛へい下か殺害に飽き足らず、この私を四度も殴り、しかも、女の姿で誘惑しようとするとは……。なにを考えているのかわかりません」

　頬ほおを赤くはらしたジャックスがため息をつきながら首を振った。

「わからんのは、おまえの頭の方だ！」

　周りを短弓銃を構えた近衛隊に囲まれて、レネは唸うなる。

「ああ、ショックです。どうせ君も男なんでしょう？」

　ジャックスはターヤの胸をむんずとつかんだ。

「……おや？」

　ジャックスが不思議そうに眉まゆを寄せ、感触を確かめるように指を動かす。

「ボ……ボクは女だ！」

　顔を真っ赤にしたターヤの足が跳ね上がってジャックスの股こ間かんを直撃した。

「むうっ……ぉ……ぉ……っ!?」

　一瞬で顔を青に変えたジャックスは股間を押さえて悶もん絶ぜつする。

「た、隊長っ!?」

　殺気立った近衛隊が今にも引き金を引きそうな顔でレネとターヤをにらむ。レネはターヤをかばって前に出た。

　港の方で悲鳴が上がったのはその時だった。

　悲鳴は近衛兵のものだった。

　全員の視線が港に向くと同時に、レネは一番近くにいた近衛兵に体当たりを食らわせた。同時に隣の兵士の腰に吊つるされた長剣を抜き取る。

「ターヤ！　こっちだ!!」

　叫んで剣を投げ渡す。

「う、撃てっ！」

　近衛兵の反応が遅れる間に、レネは船尾に駆け出していた。兵士の数が最も少なかったのだ。ワンピースに足を取られそうになって裾すそをまくり上げて走る。

　射出された矢が壁や甲板に突き刺さる音を聞きながら、船せん尾び楼ろうに登る階段を跳び上がっていく。船尾楼は二メタほど高くなっており、後方の見張りをする場所だ。柵さくがあり、今は兵士がひとりしかいなかった。

　レネに気づいて兵士が斬きりかかってきた。レネは振り下ろされた剣を横にステップしてかわすと、ワンピースの裾すそをめくり上げて剣を包み込んだ。腕を固定すると、膝ひざで手首を蹴けり上げ、剣を奪い取る。とどめに柄つか頭がしらで頭を殴りつけて倒した。

　レネとターヤはそこに陣取り、階段に殺到してきた兵士と対たい峙じした。

　近衛このえ兵へいたちは階段だけでなく、柵さくを乗り越えようとよじ登ってきた。レネはターヤに階段を任せ、柵に取りついた兵士に殴りかかる。

「くっ……。いつまでもここにいたのでは持たない！」

　剣を振りながらターヤが叫ぶ。

「わかってる！」

　叫び返しながら、レネはターヤを横目で見た。

　ターヤは斬っていない。やはり試合形式のみで実戦に出たことがないのだろう。人を斬ったことなどないのだ。が、それはレネも同じだ。

　あまり時間がないのはわかった。ターヤの体力があまりないのは先の試合でわかっている。それにこれは初めての実戦だ。緊張が長く続くとそれだけ早く疲つかれてしまう。しかも、体格はティナより小さいのだ。力もない。

「なにをしているのですか!?　取り囲んで捕まえてしまうのです！」

　ようやく目を覚ましたか、ジャックスが股こ間かんを押さえながらうわずった声を上げる。

　隊長の命令に奮起したか、大人ふたりがかりでターヤを押し返し始めた。レネの方にも迫ってくる。

　マズい。

「――飛び込むぞ」

　レネはターヤに駆け寄ると、左手を腰に回した。

「ひゃっ!?」

　甲かん高だかい声を上げてターヤが身をよじる。

　レネはターヤを抱きかかえて身を翻ひるがえした。

　船尾――つまり、沖合に向かって飛び出す。ふたりは真っ黒な海に頭から飛び込んだ。

「撃て！　いや、船を出しなさい!!　私の出世を逃がすんじゃありませんっ！」

　ジャックスの必死の叫びが闇やみの海に飲み込まれたレネを追って消えた。
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　膝まで達する黒い波が岩にぶつかって白い飛沫しぶきを高々と飛び散らせた。

　二度三度とぶつかる波から体を引き上げたのはレネ。ターヤの腕を肩に回し、ぐったりした体を岩の上に引っ張り上げた。

「大丈夫か？」

「……へ……平気……」

　仰あお向むけになったターヤは激しく咳せき込こみながらも返事をする。

「……泳ぎ、上う手まいね……」

「ああ、川では泳いだことがあったからな。結構流れが激しいのにクソババアに突き落とされたりしてな。海は初めてだったけど、こっちの方が体が軽い感じで楽だったな」

「……そう……」

　ターヤは疲つかれ切った声でつぶやいた。

　濡ぬれた服は重く、ターヤのスカートは足にからんで動きを邪魔する。岩の上にしゃがみ込んでスカートの裾すそを雑ぞう巾きんのようにしぼるターヤを見て、レネは身をよじりながら、ずぶ濡れのワンピースを脱ぎ捨てた。ほとんど雑巾のようにぼろぼろだ。垂れかかって視界を遮る髪をかき上げ、周囲を見る。

　最初にターヤと出会った岩場のようだ。潮が満ちているせいで浜辺が狭くなっている。

「立てるか？」

「大丈夫……」

　立とうとしたターヤだが、まだ体はふらついていた。よろけたところをレネはすかさず手を伸ばして受け止める。

　その手が柔らかい胸をつかみ、レネは慌てて手を引っ込めようとした。

「あ、離さないで――」

　レネの腕をつかむターヤ。バランスを崩くずしてしまったふたりは、もつれあって倒れてしまう。

「わ、悪かった」

　両手をついて身を起こしたレネは目の前にターヤの顔があるのに気づいた。レネが押し倒したような格好になっていた。

　近くで見ると、月明かりの下で濡れた銀色の髪が美しく輝いている。ティナの燃えるような髪とは正反対に冷たい光をたたえるような髪だ。

「……あの……」

　ターヤに見つめられているのに気づいて、レネは跳ねるように起き上がった。

「悪いっ！　わ、わざとじゃなくて――」

「あ、ありがとう……」

　身を起こしたターヤは乱れた服を手で直しながらささやいた。その顔は暗がりでもわかるほど真っ赤になっている。

「……えーっと、行くか？」

　レネがぎこちなく言った時、真っ暗の波打ち際に光が射さした。

　海から光の筋が伸びていた。それがまるで浜辺を手探りするように動き回る。

「追ってきやがった！」

　レネはこうこうと照らす明かりをにらみつけ、ターヤの手を取って駆け出した。

「いたぞーっ！」

　海上から叫びが聞こえると、すぐに光が束になってレネとターヤに集まってきた。真っ昼間のような明るさが波打ち際に現出する。

「かまいませんっ！　奴らを撃ちなさい!!」

　砂浜に出ると同時にジャックスの怒声が光の源から聞こえてくる。

「そこから撃っても届かないだろ」

　余裕でレネが言った途と端たん、重い唸うなりが聞こえた。

「艦かん載さい弩ど弓きゆう砲ほう!?　逃げないと！」

　顔色を変えたターヤが叫んだ瞬間、わずか数メタ離れたところに轟ごう音おんと共に砂の柱ができた。身長より高く伸び上がり、砂をまき散らして消える。残ったのは太い矢。弩弓砲の矢が突き刺さったのだ。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ！」

　レネは着弾の衝撃と轟音に負けまいと声を上げる。

　ふたりとも武器はない。奪った剣も海に飛び込んだ時に落としてしまったのだ。もっとも、この状況では剣があったところでどうしようもない。

　さらに発射音が連続し、砂の柱が次々と生まれては消えていく。その度にレネの体は突き上げられて浮き上がらんばかりになった。

「崖がけの上まで走れ！」

　レネがターヤの手を取って声を上げる。

　直後、飛んできた矢がふたりの背後に突き立った。

　衝撃がレネの背中に襲いかかる。つかんでいたターヤの手が引きはがされる感覚。

　あっと思う間もなく、レネ自身も吹っ飛ばされて宙を舞っていた。

　二度三度と回転し、背中から砂地に叩たたきつけられる。受け身を取る余裕すらない。すぐに起き上がって口に入った砂を吐き出す。

「ターヤ!?」

　叫んで周囲を見回すと、一〇メタも離れた辺りに倒れていた。

　走り出そうとすると、目の前に砂の柱が現れ、遅れて衝撃が襲いかかる。

　まるで壁に向かって全力で突っ込んでいったように、レネは叩きのめされた。数メタ吹っ飛ばされて尻しりから着地。勢いで後転して突つっ伏ぷした。

　頭を振って立ち上がろうとしたレネだが、視界が二重になって足元がふらつく。

　ぐらつく視界の中に、海の方からボートに乗った近衛このえ兵へいたちが岩場に上陸して来るのが見えた。すでに上陸した兵が短弓銃や長弓銃で狙ねらいをつけ、エルラ機関の投光器で照らし出していた。

　昼間見たように岩の階段の他ほかは絶壁で登れる高さではない。おまけにベッセルの街で囲まれた時のようにバーンエルラの大剣があるわけではない。

　八方ふさがりだ。

　近衛このえ兵へいたちは倒れたターヤに駆け寄ると、引き起こして後ろ手にして捕とらえる。

　沖合に留とどめた戦艦の舳へ先さきに右足を乗せ、腰に手を当てたジャックスが勝ち誇った声を上げた。

「今度こそ逃げられませんよ！　あの娘には私の大事なところを足あし蹴げにした報いを受けていただくとしましょう。さあ、あなたはどうしますか？」

　余裕の表情で訊きくジャックスに、レネは指を突きつけた。

「あんたに決闘を申し込――」

「却下です！　陛へい下かの殺害犯にそんな権利などありません」

　ジャックスはレネが言い終えるより早く要求を蹴った。

「自分が圧倒的有利になると強気になるタイプだな、あいつ」

　レネは小声でつぶやく。

「さあ、私の出世のために捕らえるのです！」

　勝ち誇った笑いを浮かべると、海岸に降りた兵士たちに命じた。兵士たちがわらわらとレネに駆け寄ってくる。

　レネはターヤの方に視線を向けながらも、後退するしかない。しかし、それも限界があった。背後には崖がけだ。近衛兵たち十数人が短弓銃ではなく剣を突きつけてくるのは余裕の表れだろう。

　その時、レネの頭上から声が降ってきた。

「ご主人様！」

　見上げた崖っぷちに人影が見えた。

「メイロン!?」

「レネ！　受け取って!!」

　ティナが叫びと共になにかを放ほうり投げた。

　同時にパンッパンッと破裂音が連続し、それまで海岸を照らし出していた光が次々と消えていく。ティナが短弓銃でエルラ機関の投光器を破壊したのだ。中心にぼうっと残っていた緑のエルラ機関の光も霧散する。

　レネの頭上の闇やみの中に、緑色の光輝が浮かび上がった。ティナが投げた大剣の鍔つばの付け根にあるエルラ機関の光だ。それが回りながら飛んでくる。

「助かった！」

　暗闇で視界を奪われた近衛兵が右往左往するのと対照的に、レネは光に向かって跳び上がり、大剣をつかんだ。着地と同時に剣を抜き放つ。

　瞬間、白い光輝が周囲を照らし出した。

　混乱する近衛兵たちが浮かび上がり、そして、視線がレネの持った大剣に注そそがれる。

　闇の中に浮かび上がる白い光の刃やいば――。

　太い光は意志あるように揺らめき、太く低い唸うなりを上げながらレネの右腕から遥はるか先まで伸びていた。

　近衛このえ兵へい以上に驚おどろいていたのはレネだ。

　輝きがいつもより力強く、透明な刃やいばは以前より明らかに長い。それに柄つかを握った腕から力が脈打つように注そそぎ込まれているようだ。

　レネはこみ上げてくる感情を抑えきれずににやりと笑った。

「今夜の斬きれ味あじはちょっと違うぞっ！　どけっ!!」

　目の前の近衛兵に向かって大剣を一いつ閃せん。光輝が巨大な扇型の残像を生み出し、斬られた近衛兵は呻うめきを漏もらしてその場にへたり込んだ。

　一瞬にして障害がなくなり、目の前が開ける。レネは捕まったターヤに向かって駆けた。

　体が軽い。一〇メタ以上の距離をわずか三歩で跳び、ターヤの前に着地する。両側からつかまれていたターヤは目を丸くしてレネを見る。

　大剣で目の前の兵士を斬り伏ふせ、剣を振り上げた兵士を拳こぶしで黙らせる。ふたりともレネのあまりの速さにまったく対応できなかった。

　ターヤは兵士が取り落とした剣を拾い上げ、呻いている兵士に柄頭で一撃を食らわした。うつ伏せに倒れる兵士に満足したように息を吐き、つかまれて赤くなった手首をさすった。

「大丈夫か!?」

　レネが声をかけると、ターヤは魅入られたように輝く大剣を見つめたままうなずいた。

「ティナ、ターヤを頼んだぞ！」

　レネは崖がけの上にいるティナたちに叫んだ。そして、波打ち際へとって返す。

　いつまで大剣の力が使えるかわからない。また急に見えない刃やいばが消えるかもしれないのだ。早くケリをつけてしまいたかった。しかし、今日の剣が放つエルラ機関の唸うなりはいつもに増して力強かった。緑の輝きもまばゆい。この剣にはまだまだわからないことが多くある。レネはそう感じていた。

　投光器の数が半減したせいで明るさはかなり落ちているが、誰だれがいるかくらいわかる明るさはあった。新たにボートで上陸してきた近衛兵の数はざっと二〇人。

　レネは砂を蹴けりたてて駆けた。

　先頭の三人が走りながら短弓銃を撃ってきた。走りながらでは狙ねらうのは難しい。それでも数発はレネに向かって飛んできた。

　が、今のレネには矢の飛ぶ軌道がはっきりと見えていた。正面から飛んでくるなら首を傾けただけでやり過ごせる。

「とっとと撃ちなさい！」

　沖合の戦艦からジャックスが必死の命令を叫ぶ。

　艦かん載さい弩ど弓きゆう砲ほうの一際重い唸りが空気を震わせ、太い矢を放った。

　高々と上がった矢は鋭するどい先端を下にするとレネに向かって一直線に落ちてくる。落下すれば砂に深々と突き刺さり、砂柱を舞い上げる。人間に当たれば全身の骨が粉砕され、肉片にされてしまうだろう。

　が、レネはその場から動かなかった。夜空を見上げ、腰だめに構えた大剣を気合いと共に天に向かって突き出す。

　大剣のたたえた光が一瞬強烈な閃せん光こうになった。

　その瞬間、頭上でバキッと甲かん高だかい破砕音が弾はじけた。真っ逆さまに落下してきた矢が見えない壁にぶつかったようにへし折られたのだ。粉砕された矢が無数の木片と化して周囲に飛び散る。

「――ば、化け物かっ、君はっ!?」

　ジャックスの悲鳴のような甲高い叫び。

　弩ど弓きゆう砲ほうの矢が破片となって周囲の近衛このえ兵へいに降り注そそぐ。破片が刺さって傷を負った者や逃げ回る者で砂浜は混乱状態に陥った。

「どけ！」

　目を見張る兵士を拳こぶしで黙らせ、レネは戦艦の上から指揮を執とるジャックスに向かって一直線に駆けた。

　波打ち際に浮かぶボートに向かって一気に跳ぶ。

「はっ！」

　高々と舞い上がったところで、鋭するどい呼気と共に大剣を薙なぎ払はらった。

　水面に真一文字のラインが走り、並んだ数隻せきのボートの舳へ先さきがスパッと切れた。浸水し始めたボートから兵士たちは慌てて海に飛び込む。

　レネは沈み始めたボートに飛び降りた。トントンと助走して優に八メタはジャンプして隣のボートに着地。ぐらつくボートからさらにジャンプ。向かうはジャックスの乗る戦艦。

「なにをしているのですか!?　撃ちなさい！」

　ジャックスが叫びを上げ、戦艦の上から長弓銃を構えた兵士たちがレネを狙ねらった。

　矢がレネの周りを飛んでくる。しかし、今のレネにはすべて見えていた。かわす手間がわずらわしいと、大剣を一いつ閃せんすると、矢は粉々になった。

　最後のボートから一段と高く跳び上がり、横を向いた戦艦の腹に飛び乗ると、大剣を一閃して一番近くの帆柱を斬きり落とした。帆は畳まれたままだが、長い柱がゆっくりと倒れていく。

　悲鳴を上げて次々に海に飛び込んでいく兵士。

　木材が割れる音が耳をつんざかんばかりに響き、ついに甲かん板ぱんに倒れた。一段と大きな破壊音と共に、柱が甲板を中心からＶの字にへし折った。木片が飛び散り、兵士が何人か海に飛ばされる。

　混乱の中、レネは逃げるジャックスの姿を見つけて駆け出し、大剣を振り上げる。

「うわわっ!?」

　気づいたジャックスは剣で頭を守るようにかざす。

　レネが振り下ろした大剣はジャックスの剣を真っ二つに斬り、脳天から股こ間かんに駆け抜けた。

　腰を抜かしたジャックスはしゃがみ込んだ。大剣に斬られると皆が呆ほうけたように力が抜けてしまう。

「勝負ありだな？」

　レネが一瞬気を抜いた瞬間、ジャックスは甲かん板ぱんの上をごろんと転がって逃げ出した。

「え？」

　意表を突かれたレネに剣を投げつけ、ジャックスは海に飛び込む。

　レネはジャックスが浜辺に向かって泳いでいるのを見て、飛び降りた。兵士が乗ったボートの上に降りると、行きがけの駄賃に殴り飛ばし、さらに隣のボートに飛ぶ。

　まだ大剣の力の影響は続いている。すべてがゆっくり動いて見える。

　浜に着くと、ふらふらになって這はい上がってきたジャックスに剣を突きつけてニヤッと笑った。

「まだ逃げるのか？」

　ジャックスは悲鳴を上げてその場にへたり込む。

「なっ、なんなんですか、その剣は!?　反則ですよ、そんなのは！　仮にも王位継承者なら正々堂々と勝負しなさい!!」

「どの口が言うんだ？　とりあえず、降こう伏ふく――その必要もないか」

　レネは周囲を見回して肩をすくめた。戦意の残っている兵士はほとんどいないようだった。ターヤも無事で、ティナたちと合流して歩いてくる。

　ジャックスはレネの持つ剣を穴の空くほど見つめ、ようやく気づいた。

「ちょっと待ちなさい！　それは私が取り上げた剣じゃありませんか!!　どうして、君が持っているのです？　それはランデに渡したはず……。ランデはどうしたのです？」

　ジャックスが味方に振り向いて訊きくより早く、ティナが答えた。

「あいつはその剣を持って王都に向かってたわ。この討とう伐ばつ隊たいの目的はあの剣よ」

「なんですと？　私は陛へい下か殺害犯を捕とらえよと命じられて――」

「誰だれに命じられたの？」

「宰さい相しようオルバソン閣下だ」

「それだけ？」

「もちろんだとも。陛下亡なき後、次の陛下が決まるまでは宰相閣下以外に誰が――」

「普通に考えるとそうなんだけどね」

　ティナが難しい顔でつぶやき、レネが尋たずねる。

「その宰相は大剣のことを知ってるのか？」

「可能性がないわけじゃないけど、あの手紙はやはり王族の誰かと考えた方がしっくりくるわ。あるいは誰かが宰相と手を結んでる？」

　ティナは眉み間けんにシワを寄せて答え、目を見開いた。

「まさか――」

　なにか言いかけたところに置いてきぼりにされたジャックスが我慢できずに声を上げた。

「君たち、なんの話をしているのですか!?　この私を放ほうって話を進めるんじゃありません！」

「あなたには関係ない話よ」

「なっ――!?」

　素っ気ないティナの言葉に、ジャックスは口を開けたまま声を失った。

「まったく関係ないってわけじゃないからなぁ。ちょっとくらいいいだろ」

　レネがとりなすと、ジャックスは勢いよくレネの手を握りしめた。

「おお、弟よ！」

「誰だれが弟だ！」

「事実を言ったまでのことですよ。私と君は父を同じくする――」

「事実でも言うな！」

「……はい」

　ジャックスはしおれた花のように小さくなった。

「つまりだな、この剣は王位継承の証あかしみたいなもんだ。知らなかったのか？」

　レネが大剣を鞘さやに収めながら訊きく。

「知るわけがありません」

「あんたは例の手紙は受け取ってない？」

「……なんですか、それは？」

　きょとんとしてレネを見るジャックス。

「送り主ぬしには相手にもされてなかったってことらしいわね」

　ティナは肩をすくめた。

「ちょ、ちょっと、君たち！　どういうことか説明――」

「ご主人様、凄すごかったですよ！　私、感動しちゃいました!!」

　メイロンの叫びがジャックスの声をかき消した。

　レネは勢いよく飛びついてきたメイロンを受け止める。

「助かったよ、ティナ、メイロン。それにシャルとメイレンもな。騒ぎを起こしてくれたからターヤと逃げられた」

　岩場の方からやってきたふたりに声をかける。

「おかしいわね。忍び込んで助け出すって張り切ってたはずなんだけど……」

　意味ありげな目でティナに見られ、メイレンとシャルは顔を引きつらせる。

「あ、あれは陽動ですわ！　ねえ、メイレン？」

「そ、そや！　陽動作戦！　当たり前やないの」

　シャルとメイレンは互いの顔を見てうなずきあった。

「君たち、私を無視しないでくれたまえ！」

　ジャックスが声を張り上げるが、誰も注意を払わない。

「ああ、あなたはもういいから」

　ティナが用済みよというように手を振った。

「は？」

「もう、用がなくなったから」

「私の用は終わっていませんよ！　君たちを捕とらえるように命令されたのですから、どこまでも追って行きますよ！」

「勝手にすれば？」

「そうだな」

「面倒そうやったら、いっそサクッと殺やってまう？」

「え……」

　ナイフをちらつかせるメイレンにジャックスは目をむいた。

「放置でいいわ」

「ちょ、ちょっと！　君たち？」

　ジャックスが慌てて声を上げるが、すでに全員港に向かって歩き出していた。

「私を無視しないでくださいませんか？　ねえ？　君たち！　ちょっとーっ!?」

　東の空が青白くなり始めた海岸に、ジャックスの叫びが虚むなしく響き渡った。



「おかしなヤツだったな」

　港に戻ったレネはふっと口元に笑いを浮かべてつぶやいた。

「でも、その剣に斬きられたのに平然としてたわね」

　ティナの指摘にレネは一瞬考える。

「……そういやそうだな」

　これまで斬ったギャンニや兵士は腰を抜かして動けなくなっていたが、ジャックスは斬られた瞬間こそ腰を抜かしていたが、すぐに逃げようとした。

「案外肝きもの据すわったヤツなのかもな」

「それはないわよ」

「だよな」

　レネはティナと顔を見合わせて笑うと、気合いを入れるように声を上げた。

「よし、面倒なことになる前に逃げるか」

「それが懸命ね。船でもう少し南に逃げる？」

　ティナが言うと、レネは首を振った。

「いや、船はもういい」

　すかさずメイロンも諸もろ手てを挙げて賛成した。

「はい、私も同じですぅ」

「おまえは酢じめの魚がイヤなだけだろ」

「……そ、そんなことありませんよぅ」

「なんだ、その間は？」

　レネは拳こぶしでメイロンの頭をぐりぐりした。

「はうう……」

　頭を押さえながら、メイロンは嬉うれしそうに笑う。レネの力加減も表情も前に戻っていたからだ。

　ティナもそれに気づいていた。どこかホッとしたようにレネに問いを向ける。

「それじゃ、どうするか決めたの？」

「ああ。迷っててもしょうがない。オレはできることをする。それに親父おやじは王になれって言ったわけじゃない。願っていたのはエルーランと人間との橋渡しだ。でも、オレはなにも知らない。他ほかの王子のこともエルーランのこともこの国のことも。だから、そこから始めようと思う」

　レネは自分の考えをゆっくりと確かめるように口にした。

「まずは？」

「残りの王位継承者を訪ねて回るさ。ひとりくらいは話のわかるヤツがいるんじゃないか」

「いなかったら？」

「その時考える」

　レネはそう答えて肩をすくめ、ティナに視線を向ける。

「で、一番近い王子は？」

「残った王子はデュランを別にすると、第一王子ザルハ・マルト・バイヨン、第二王子ウヴェ・クルート、第三王子ギュレイ・シュミット、第五王子ハイド・マルト・バイヨンね。全員実力者よ、色々な意味で。ここからだと西に進んでハイドね」

「西か……。よし、行くか！」

　レネはそう言ってからターヤを振り返る。

「……と、その前にやっておくことがあったな」

　ターヤは驚おどろいた顔でレネを見た。



　レードの屋敷の敷地に足を踏み入れると、どこかに行こうとしていたマルコと鉢合わせになった。レネたちの姿を見て驚きに顔を強こわばらせる。

「これはこれは、少年。無事だったとはな。やるじゃないか」

　余裕を無理に見せようとして、マルコの態度は変に芝しば居いがかっている。

「このまま逃げてもよかったんだけど、やり残したことを思い出してな」

「ほう、なんだい？」

　レネの代わりに進み出たターヤを見て、マルコは驚いた。

「ああ、そんなところにいたのか。姿が見えないから心配――」

「母上はどこだ？」

「義あ姉ね上うえなら寝室にいるだろう。それより、これからの予定を考えなければな。忙しくなるぞ」

「予定？」

「もちろん、我々の結婚についてだ」

　マルコはターヤに顎あごをしゃくって見せた。

「悪いが、それはもうないぞ」

　レネが軽く笑うと、マルコは戸と惑まどって聞き返す。

「失礼。なんだって？」

「あんたとターヤの結婚って話はなくなったってんだよ」

「な、なんだと？」

「これ見てもわからないか？」

　レネはターヤの腰に手を回して強引に引き寄せた。ターヤは一瞬驚おどろいた顔をしたが、すぐにレネの胸に両手を当てて顔を伏ふせる。その頬ほおが薄紅を差したように染まる。

　代わりに反応したのはシャルとメイロンだった。猛もう然ぜんと声を上げようとするのをティナが止める。

「……そういうことか。はっ！　やはり手が早いのは親父おやじの血筋というわけだ」

　マルコはツバを吐き捨てると、レネをねめつけた。

「しかしな、そうはいかねぇぞ」

　ターヤに視線を移したマルコは銀色の髪をつかもうと手を伸ばし、レネの射るような目にひるんで動きを止めた。仕方なく矛先をターヤに変える。

「……いいか？　そいつとくっついても、おまえも母親もおしまいだ。領地の住人と国王を欺あざむいてたんだからな。わかるか？　あの女を助けたけりゃ、俺おれと一緒になるしかないんだよ！　そうすりゃ俺が上う手まく取りなしてやる」



    

  
    
      



    

  
    
      　マルコは興奮した口調でまくし立てる。

「領主の座が欲しいのか、ターヤが欲しいのかどっちだ？」

　レネの問いにマルコはツバを飛ばして叫びを上げた。

「両方に決まってるだろうが！　オレがどれだけこいつを手に入れたかったか、おまえになどわかるか!?　マーティンと遊ぶターヤを見み初そめた時から、どれだけ待ったのか！」

「そういう趣しゆ味みだったのかよ」

　呆あきれた顔をするレネ。兄がいた頃ころということは、ターヤはまだ一〇歳にもなっていない。

「くそっ、マーティンを馬から落とした時、すぐに俺が確認してりゃ、おまえが似合わん男装などすることもなかったんだ……」

「なんて言った？」

　レネの胸に顔を隠していたターヤが顔を上げ、マルコを凝ぎよう視しした。マルコは明らかに口を滑すべらせたのがわかったというように視線をそらす。

「兄上を馬から落とした？　叔父上はあの時家にいたとおっしゃったはずでは？」

　ターヤが険しい表情で一歩踏み出すとマルコは後ずさった。

「い、いや、それはだな……」

「あなたが兄上を殺したんだな……」

「……いや、そうじゃない！」

　マルコはターヤの手に剣があるのに気づいて引きつった笑いを浮かべる。

「殺してやる！」

「やめろ、ターヤ」

　レネが静かに言ったが、ターヤは手に持った剣を振り上げた。

　レネはターヤの手をつかんで止めた。

「離せ、ボクはこいつを――！」

「あんたが手を汚すことなんかない。そんなことは他ほかがやる。そうだろ？」

　レネの声は屋敷の方に向けられていた。シモーネが玄関に姿を現していたのだ。

「ええ。私が裁判にかけます」

　シモーネは冷たい視線をマルコに向けたまま、ピクリとも動かさない。

　マルコの方は反対に血走った目でシモーネをにらみつける。

「おまえが民を騙だましていたこともすべて、裁判でしゃべってやる！　そうすればおまえは終わりだ!!」

「ええ、あなたもね」

　シモーネの覚悟を決めたような表情に、マルコは目を見開いて息を飲む。

「……おまえは自分の地位を守りたいのではないのか？」

「あなたにだけは領主の座を譲りたくありません。たとえ、ターヤをマーティンの身代わりにしてでも。主人を殺したのもあなたでしょう？」

　明らかにひるんだマルコはなにか言おうとしたが、それを制してシモーネが続ける。

「証拠がなかったからなにも言えなかったわ。でも、その後、マーティンが死んで確信しました。ターヤだけは守らなければと思って、すぐにマーティンになりすますように命じたのです。殺したはずの息子が生きていれば牽けん制せいにもなりますから、次は容易に手が出せないと踏んだのです」

「……母上……そんなことを考えてたなんて……」

　ターヤは信じられないとつぶやいた。

「ほら」

　レネはターヤの背中をシモーネの方にとんと押した。よろけてシモーネの前に進むターヤを見て、ティナに振り返る。

「さあ、用事も終わったし、行くか。えーっと、西だっけ？」

　その瞬間、マルコが罵ば声せいを上げて腰のホルスターから短弓銃を抜き放った。

「くくっ……くそ、おまえだっ！　おまえのせいですべてが狂った!!」

「レネッ！」

　ティナの叫びにレネは振り向いた。マルコが短弓銃を抜いているのを見ると、とっさに大剣の柄つかを左手でつかんだ。逆手で抜き放った途と端たん、鍔つばの根元が緑に輝き、マルコの動きがゆっくりになる。レネは首を振って短弓銃の矢を紙一重でかわすと、そのまま抜く手も見せずに剣を振り上げた。

　見えない刃やいばはマルコの股こ間かんから脳天に向かって真まっ直すぐに駆け抜けた。途中で短弓銃が真っ二つになって手から落ちる。

「……うあっ……あ……」

　マルコは呻うめきを上げて天を仰あおぎ、がっくりと膝ひざをついた。

「ちょっと刺激が強すぎたか？」

　レネは泡を噴くマルコを見ながら剣を収めた。

「今のうちに捕まえておいた方がいいな」

　レネの言葉にシモーネは執しつ事じ頭がしらに命じた。すぐに数人の執事たちがやってきて、ぐったりとしたマルコの腕に縄をかけ、連れていく。

「感謝します、レネ・シャール。疑ったことも申し訳ありません」

　シモーネはレネに深く頭こうべを垂たれた。

　レネは意外に感じてシモーネを見る。素直に頭を下げたこと以上に、シモーネの表情にこれまでのような迫力がなくなっていたことに驚おどろいたからだ。穏やかとさえ感じる。

「レネ、ボクも一緒に行っていいかな？」

　黙っていたターヤが声を上げ、その場の全員が驚いたようにターヤに視線を向けた。

「ボクはここにいない方がいいと思うから」

「どういうことだ？」

　レネがターヤに問うと、代わりにシモーネがどこか悲しげに答えた。

「……確かに、旅に出たと言った方が皆に説明しやすいかもしれません」

　うなずいたシモーネはレネに向き直った。

「レード家は私がいる限り、約束どおりあなたの味方を致します。どうか、ターヤをよろしくお願いします」

「母上……」

　ターヤは頭こうべを垂たれるシモーネを見て、驚おどろいたようにつぶやいた。

「今まで無理を聞いてくれてありがとう、ターヤ」

「――その名で呼んでくれたのは六年ぶりだね」

　ターヤは自分の中でなにかを納得したようにうなずくと、レネに振り向いて手を差し出した。

「レネ、一緒に行かせて欲しい、キミの友人として」

「わかった。よろしくな」

　手を握り返そうとしたレネの腕をするりと奪っていったのはシャルだった。

「なにが友人ですか。あなたの魂胆はわかってますのよ。お兄様は渡しませんことよ。私はお兄様と将来を誓い合った仲なんですから」

「あー、こいつのことは気にしなくていいから」

　レネはやんわりとシャルの手をほどくと、ターヤに向き直る。

「じゃあ、やっぱり友人はやめるよ」

　ターヤは悪戯いたずらっぽく言うと、素早くレネの首に手を伸ばした。

　レネが反応する間もない速さで顔が引き寄せられ、ターヤの唇くちびるが『な？』の形に開いたレネの唇に被かぶさった。

　ほんの数秒だったが、その間、全員の動きが止まった。

「……き、汚いですわっ！　不意打ちなんて!!」

　シャルが顔を真っ赤にして叫び、ティナが『あなたが言うの？』と呆あきれながらもこめかみを引きつらせた。

「はうわぁ、美少年同士の口づけみたいですぅ……」

　反対に能天気なメイロンはうっとりした目でふたりを見つめ、メイレンがすかさず『アホか』と頭を叩たたく。

「よろしく、みんな」

　ターヤは頬ほおを染め、銀の髪を海からの風になびかせて笑った。その笑みは解放されたような喜びにあふれていた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
　デュランが入っていったのは来らい賓ひん用として用意された一室だった。

　金きん箔ぱくや銀ぎん箔ぱくを使った豪華な家具や調度品の置かれた部屋は、昼間だというのにカーテンが半分以上閉められ、夕方のように薄暗い。

　その暗がりの中、ソファにぐったりとした様子で座っている人影があった。

　デュランはその人物の前まで進み、大おお仰ぎようなくらい丁てい寧ねいに礼をした。

「初めてお目にかかります、エルーランの王女、レニア・シャール殿下」

　レニアはレネが出発した頃ころよりもさらに年老いて見えた。顔にはシワが増え、ソファから立ち上がることすらつらそうな様子だ。

　それでも居住まいを正し、凛りんとした声で問う。

「今は王女などではありません。ただの力ない女です。あなたは？」

「デュラン・マルト・バイヨンと申します」

　デュランの声には気負いがない。

「王子……ですね？」

「そう。第四王子になります」

「殿下が私などになんのご用です？」

「さすが父が想おもいを寄せた方だ。お姿こそみすぼらしくても気丈であられる」

　デュランは問いには答えず、口元に冷たい笑みを浮かべた。

「陛へい下かはお元気なのですか？」

「残念ながら、つい三日前に崩ほう御ぎよされました。この王宮のご自分の部屋で」

　デュランの答えにレニアは息を飲む。

「――ここは王宮なのですか」

「亡なくなったことには驚おどろかないのですか？　あなたに会いたがっていたというのに」

「あの人が？　まさか。私のことなどもう忘れ去っていたでしょう」

　レニアはかすかな笑みを浮かべて首を振った。

「いえ、本当です。もっとも、あなたが生きていると知ったのは亡くなるほんの数分前でしたが。それまでずっとあなたと息子は死んだものと諦あきらめて自じ堕だ落らくに日々を過ごしていました。最後に輝ける瞬間があったのは本ほん望もうだったでしょう」

　デュランの声の調子から悪意めいた感情を感じとり、レニアはわかったというようにため息をついた。

「私たちを邪魔に思う者たちの手に落ちたというわけですか」

「誤解されぬように言っておきましょう。一一年前にあなたを殺すように命じたのは私ではありません。その時、私はまだ九歳の子供でしたからね」

「しかし、今ではその一派なのでしょう？」

　デュランはレニアの問いには笑みを浮かべただけで答えなかった。

「ひとつお訊ききしてもいいですか？　イヴァスが亡くなったのはどうしてですか？」

「殺されましたよ、あなたの息子にね」

「レーネディアが？　まさか」

「少なくともそういう手配書が回っているのは事実です。近衛このえ隊たいが追っています」

「……あなたがやったのですね」

　レニアの言葉は質問ではなく、確認だった。落ちくぼんだ眼がん窩かの底から鮮やかな緑の瞳ひとみがデュランを射貫くように見つめる。

「さすがは王女ですね。そんな体だというのに目は死んでいない」

　そう言ったデュランだが、小さく肩をすくめただけで否定も肯定もしない。

「最初の問いに戻りましょう。私にどんなご用ですか？」

　レニアが静かに尋たずね、デュランは向かい側のソファに座り、沈み込んだ。

「今、我々の王国は危機的な状況にあります。西のヨルク帝国が侵攻の機会をうかがっているのです。しかし、陛へい下かは女にうつつを抜かしてなんの手も打たなかった。諸侯にも危機感がまったくない。国境に近い領地を与えられた第三王子と第五王子くらいです。但し、事態をどこまで深刻に考えているか……。特に上位の二人はどうにも頼りない」

　デュランはため息をひとつつき、続けた。

「そして、国境の中で最も手薄なのはユーリア地方の西――」

　レニアは息を飲んだ。

「そう。エルーラン居留地ですよ」

　レニアに与えた衝撃に満足したように、デュランは続けた。

「居留地は国境からは距離がありますが、不可侵が建前ですので守備隊の数が少ない。帝国が侵攻してくれば、あなたの同胞にも被害が及ぶでしょう」

「侵攻などさせないようにするのが、政治ではありませんか？」

「これは痛いところを突かれましたね」

　デュランは苦笑を浮かべる。

「しかし、陛下がふぬけで宰さい相しようは国内問題だけで手一杯では仕方がない。継ぐ者が決まるにも時間がかかる。危険を放置するわけにはいかない。避ひ難なんは次善の策ですが、王族のあなたが協力してくだされば、被害は少なくなります」

　デュランはレニアの表情を確認すると立ち上がり、ドアに向かった。

「ご一考願いたい。また会いに参ります」

　そう言い残すと、デュランは軽く一礼して部屋を後にした。

「――イヴァス……」

　ひとりきりとなった部屋で、レニアは天井を仰あおぎ、一筋の涙を落とした。



「問題はありませんでしたか、デュラン様？」

　デュランが部屋を出て歩き出すと、待機していたミーガンがすかさず歩み寄り、半歩後ろから続く。

「なにもない」

「エルーランどもはひ弱に見えて、いきなり妙な力で襲ってきます。くれぐれも――」

「心配は嬉うれしいが、私を見くびるな」

「……失礼いたしました。それで、いかがでしたか？」

「まだわからんが、あの様子では拒否はしないだろう」

「どんな手を使っても協力させます。居留地を確保するためには――」

「ミーガン」

　デュランは片手を上げて遮った。

「わかっていると思うが……」

「はい。デュラン様がお気に召さない手は使いません」

　ミーガンは心得ていると頭を下げる。

「レーネディアはどうだ？」

「東のレードです。近衛このえ隊たいは予想どおり取り逃がしたようです」

「やはり、アレでは無理だったか」

　ジャックスを思い浮かべて苦笑を浮かべるデュラン。

「ランデも失敗しました。それにどうやったかわかりませんが、レード家を味方につけたようです」

「ほう？　ランデはともかく、あのやり手のシモーネ・レードを懐かい柔じゆうしたのか。案外、大物になるかもしれんな、レーネディアは」

「剣のせいでしょう。本人の力ではありません。あれはデュラン様の物です。レード家には警告しますか？」

「まだかまう必要はない。それよりヨルクの方は？」

「間かん諜ちようがまだ戻ってきません。あるいは――」

　殺されたかもしれないとまでは言わない。しかし、それで充分だった。

「ついに動き出したか……」

　デュランは苦い顔でつぶやいた。



    

  
    
      
あとがき



　新しい仲間も加わったり、おかしな追手が現れたり、盛り上がって参りました本編ですが、ここからはまたメイルンと、穂ほ村むらがお送りしま――。



　そうなんです！　二巻なんです！　私は今、猛烈に感動しています!!



　うわっ、なんか柄にもなく熱いんだけど？



　絵師の千葉サドルさんが素晴らしい絵を描いてくださったおかげもあって、一巻が好評につき、二巻が出せました！　三巻も猛暑に負けそうになりながら絶賛執筆中です!!



　ホント暑いわよね。それはそれとして、もちろん、私のカワイイ姿は当然表紙で――って、ないじゃない!?　今度は私も出すって言ってたでしょ？



　諸般の事情でこちらの新キャラを優先しました。



　新って、私も新キャラでしょーが！



　もう使い古したからなぁ……。



　なに？



　あ、いや、なんでもありません。ところでここでお知らせです。



　わざとらしく話題変えたわね。



　ブログ始めました。



　なによ、その「冷やし中華始めました」みたいなのは？



　Flame ※ http://flamerice.blog101.fc2.com/ です。ただの日記ですけど、見てやってください。



　でも、一巻が出てから一ヶ月もたってこっそりやるから、お客さん来てないじゃない。ググってもさっぱり引っかからないし。



　すみません、無計画なもので……。



　そうやねぇ、無計画はあきまへんよ、穂ほ村むらはん。この間のお約束も守ってくれまへんし。



　そうなのよ、メイラン姉さ――。うわ、目が怖いわ。知～らないっと。



　……いえ、あの、これには深いわけがですね……。



　男らしゅうおまへんな。一度口に出したことは守ってもらわんと。



　!?　そ、その手にしたロープはなんですか？　やめっ……わーっ！



　え、え～っと、作者の運命が極まったところで、それじゃ、また次巻で～。今度こそ、私も出るからねっ！



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　穂村元（ほむら・はじめ）

　　どうせ実るなら中身のぎっしり詰まった重たい穂になりたいなーと、映画や小説、コミックで修行の毎日を送る昭和生まれ。前作は何度も磨いた甲斐があって、存外の評価をいただきました。今作もさらに念を込めて磨いてみました。美味しく出来上がったと思います。



　イラスト

　千葉サドル（ちば・さどる）

　　大阪在住・福岡出身のイラストレーター。

　　『ヒメゴトシステム』（角川スニーカー文庫）、

　　『欠落フェティシズム』（ガンガンＯＮＬＩＮＥ）、

　　『ありすとＢＯＢＯ』（ＧＡ文庫）、

　　『ロイヤル☆リトルスター』（スーパーダッシュ文庫）、

　　など小説の挿絵をメインに活動中です。

　　先日のコミケで軽い熱中症になりました。ばり暑かった。
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